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一般財団法人 静岡県サッカー協会
定　款

第１章　総　則

 （名　称）
第１条　この法人は、一般財団法人静岡県サッカー協会（英文名 Shizuoka  Pref.  
Football  Association）と称する。

 （事務所）
第２条　この法人は、主たる事務所を静岡県静岡市に置く。

第２章　目的及び事業

 （目　的）
第３条　この法人は、静岡県のサッカー界を総括し代表する団体として、サッカー競技の
普及及び振興に関する事業を行い、もって静岡県民の心身の健全な発展に寄与することを
目的とする。

 （事　業）
第４条　この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　（1）　サッカー競技を通しての、地域社会貢献に関すること。
　（2）　サッカーの技術及び審判技術並びにサッカー競技規則の研究に関すること。
　（3）　サッカーの技術指導に関すること。
　（4）　サッカーの指導者及び審判員の養成に関すること。
　（5）　サッカー競技に関する公式記録の作成及び保存並びに公式記録等の資料の情報提
　　　  供に関すること。
　（6）　サッカーの各種大会及びフェスティバルの開催に関すること。
　（7）　サッカー指導者、審判員、競技者及びチームの登録に関すること。
　（8）　国内外へのチームの派遣並びに国外チームの招聘及び来静に関すること。
　（9）　公の施設の管理、運営等に関すること。
　（10） その他この法人の目的を達成するために必要な事業
２　前項の事業は、静岡県において行う。

第３章　資産及び会計

 （基本財産）
第５条　この法人の目的である事業を行うために不可欠な別表の財産は、この法人の基本
財産とする。
２　基本財産は、この法人の目的を達成するために善良な管理者の注意をもって管理しな
ければならず、基本財産の一部を処分しようとするとき及び基本財産から除外しようとす
るときは、あらかじめ理事会及び評議員会の承認を要する。
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 （事業年度）
第６条　この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31日に終わる。

 （事業計画及び収支予算）
第７条　この法人の事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度開始の日の前日ま
でに、会長が作成し、理事会の承認を受けなければならない。これを変更する場合も、同
様とする。
２　前項の書類については、主たる事務所に、当該事業年度が終了するまでの間備え置く
ものとする。

 （事業報告及び決算）
第８条　この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を
作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。
　（1）　事業報告
　（2）　事業報告の附属明細書
　（3）　公益目的支出計画実施報告書
　（4）　貸借対照表
　（5）　損益計算書（正味財産増減計算書）
　（6）　貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書
２　前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第４号、第５号の書類については、定時評
議員会に提出し、第１号の書類についてはその内容を報告し、その他の書類については、
承認を受けなければならない。
３　第１項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くとともに、定款を主
たる事務所に備え置くものとする。

第４章　評議員

 （評議員の定数）
第９条　この法人に、評議員８名以上 12名以内を置く。
２　評議員のうち１名を評議員会長とする。

 （評議員の選任及び解任）
第 10条　評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「一
般社団・財団法人法」という。）第 179 条から第 195 条の規定に従い、評議員会において
行う。
２　評議員は、この法人又はその子法人の理事、監事又は使用人を兼ねることができない。
３　評議員会長は、評議員会において選任する。

 （評議員の任期）
第 11 条　評議員の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関
する定時評議員会の終結の時までとする。また、再任を妨げない。
２　任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、退任した評
議員の任期の満了する時までとする。
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３　評議員は、第９条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退
任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有する。

 （評議員の報酬等）
第 12条　評議員は、無報酬とする。
２　評議員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。
３　前２項に関し必要な事項は、評議員会の決議により別に定める役員及び評議員の報酬
等及び費用に関する規程による。

第５章　評議員会

 （構　成）
第 13条　評議員会は、すべての評議員をもって構成する。

 （権　限）
第 14条　評議員会は、次の事項について決議する。
　（1）　評議員の選任並びに理事及び監事の選任又は解任
　（2）　理事及び監事の報酬等の額
　（3）　評議員に対する費用等の支給の基準
　（4）　貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認
　（5）　定款の変更
   （6）　残余財産の処分
　（7）　基本財産の処分又は除外の承認
　（8）　その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項

 （開　催）
第 15 条　評議員会は、定時評議員会として毎事業年度終了後３箇月以内に１回開催する
ほか、必要がある場合に開催する。

 （招　集）
第 16 条　評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき会長
が招集する。
２　評議員は、会長に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、評議員
会の招集を請求することができる。

 （議　長）
第 17条　評議員会の議長は、評議員会長がこれにあたる。
２　評議員会長がやむを得ない事由により出席できないときは、会議に出席した評議員の
互選により議長を選出するものとする。

 （決　議）
第 18 条　評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員
の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

5



２　前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員
を除く評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。
　（1）　監事の解任
　（2）　評議員に対する費用等の支給の基準
　（3）　定款の変更
　（4）　基本財産の処分又は除外の承認
　（5）　その他法令で定められた事項
３　評議員又は理事若しくは監事を選任する議案を決議するに際しては、各候補者ごとに
第１項の決議を行わなければならない。評議員又は理事若しくは監事の候補者の合計数が
第９条又は第20条に定める定数を上回る場合には、過半数の賛成を得た候補者の中から得
票数の多い順に定数の枠に達するまでの者を選任することとする。

 （議事録）
第 19条　評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。
２　議事録には、評議員会の議長及び当該会議において選任された出席者の２名以上が記
名押印する。

第６章　役　員

 （役員の設置）
第 20条　この法人に、次の役員を置く。
　（1）　理事 10名以上 16名以内
　（2）　監事３名以内
２　理事のうち、１名を会長とする。また会長を除き３名以内を副会長、１名を専務理事、
１名を常務理事とすることができる。
３　前項の会長及び副会長をもって一般社団・財団法人法上の代表理事とし、専務理事及
び常務理事をもって同法第 91条第１項第２号の業務執行理事とする。

 （役員の選任）
第 21条　理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。
２　会長、副会長、専務理事及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選定する。
３　他の同一の団体の理事又は使用人である者その他これに準ずる相互に密接な関係にあ
る者である理事の合計数は、理事総数（現在数）の３分の１を超えてはならない。監事に
ついても同様とする。
４　この法人の理事のうちには、理事のいずれか１名及びその親族その他特殊の関係があ
る者の合計数が、理事総数（現在数）の３分の１を超えて含まれることになってはならない。
５　この法人の監事には、この法人の理事（親族その他特殊の関係がある者を含む。）及
び評議員（親族その他特殊の関係がある者を含む。）並びにこの法人の使用人が含まれて
はならない。また、各監事は、相互に親族その他特殊の関係があってはならない。
６　この法人の評議員のうちには、理事のいずれか１名及びその親族その他特殊の関係が
ある者の合計数、又は評議員のいずれか１名及びその親族その他特殊の関係がある者の合
計数が、評議員総数（現在数）の３分の１を超えて含まれることになってはならない。また、
評議員には、監事及びその親族その他特殊の関係がある者が含まれてはならない。
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 （理事の職務及び権限）
第 22 条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執
行する。
２　会長及び副会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、そ
の業務を執行する。
３　専務理事及び常務理事は、理事会において別に定めるところにより、この法人の業務
を分担執行する。
４　会長、副会長、専務理事及び常務理事は、毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、
自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。

 （監事の職務及び権限）
第 23 条　監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を
作成する。
２　監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び
財産の状況の調査をすることができる。
３　監事は、理事会に出席し、必要があると認めるときは、意見を述べなければならない。

 （役員の任期）
第 24 条　理事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する
定時評議員会の終結の時までとする。
２　監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時評
議員会の終結の時までとする。
３　補欠として選任された理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。
４　理事又は監事は、再任を妨げない。
５　理事又は監事は、第 20 条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任
により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事としての権
利義務を有する。

 （役員の解任）
第 25 条　理事又は監事が、次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって解
任することができる。
　（1）　職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。
　（2）　心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。

 （役員の報酬等）
第 26 条　理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事に対しては、評
議員会において別に定める総額の範囲内で報酬等を支給することができる。
２　役員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。
３　前２項に関し必要な事項は、評議員会の決議により別に定める役員及び評議員の報酬
等及び費用に関する規程による。

 （名誉役員）
第 27条　この法人に名誉役員若干名を置くことができる。
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２　名誉役員は、顧問とする。
３　顧問は、名誉顧問及び顧問の２区分とする。
４　顧問は、この法人に功績のあった者又は学識経験者のうちから理事会の推薦により、
会長 ( 代表理事 ) が委嘱する。
５　顧問は、会長及び理事会の諮問に応じ、又は会長に対して意見を述べる。

第 7章　理事会

 （構　成）
第 28条　理事会は、すべての理事をもって構成する。

 （権　限）
第 29条　理事会は、次の職務を行う。
　（1）　この法人の業務執行の決定
　（2）　理事の職務の執行の監督
　（3）　会長、副会長、専務理事及び常務理事の選定及び解職

 （招　集）
第 30条　理事会は、会長が招集する。
２　会長が欠けたとき又は会長に事故があるときは、副会長が理事会を招集する。

 （議　長）
第 31条　理事会の議長は、会長とする。
２　会長が欠けたとき又は会長に事故あるときは、副会長が議長を務める。

 （決　議）
第 32 条　理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半
数が出席し、その過半数をもって行う。
２　前項の規定にかかわらず、一般社団・財団法人法第 197 条において準用する同法第
96条の要件を満たしたときは、理事会の決議があったものとみなす。

 （議事録）
第 33条　理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。
２　出席した代表理事及び監事は、前項の議事録に記名押印する。

第 8章　相談役

 （相談役の設置）
第 34条　この法人に相談役を置くことができる。

 （相談役の委嘱）
第 35条　相談役は、理事会の議決を経て、会長（代表理事）が委嘱する。
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 （相談役の職務）
第 36条　相談役は、この法人の業務執行に関する事項について相談に応ずる。

 （相談役の任期）
第 37条　相談役の任期は、2年とする。また、再任を妨げない。

 （相談役の報酬）
第 38 条　相談役は無報酬とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支払いを
することができる。

第 9章　定款の変更及び解散

 （定款の変更）
第 39条　この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。
２　前項の規定は、この定款の第３条、第４条及び第 10条についても適用する。

 （解　散）
第 40 条　この法人は、基本財産の滅失によるこの法人の目的である事業の成功の不能そ
の他法令で定められた事由によって解散する。

 （剰余金の処分制限）
第 41条　この法人は、剰余金の分配を行うことができない。

 （残余財産の帰属）
第 42条　この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、
公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第 17 号に掲げる法人又は国
若しくは地方公共団体に贈与するものとする。

第 10章　公告の方法

 （公告の方法）
第 43条　この法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法による。

第 11章　事　務　局

 （設置等）
第 44条　この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。
２　事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。
３　事務局長は、会長が理事会の承認を経て任免する。
４　職員は、会長が任免する。
５　事務局の組織及び運営に関する事項は、理事会の決議を経て会長が別に定める。
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第 12章　補　則

 （委　任）
第 45 条　この定款に定めるもののほか、この法人の運営に関する必要な事項は、理事会
の決議を経て会長が別に定める。

附　則
１　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益
　財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第
　１項において読み替えて準用する同法第106条第１項に定める一般法人の設立の登記の
　日から施行する。
２　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認
　定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121条第１項において
　読み替えて準用する同法第106条第１項に定める特例民法法人の解散の登記と一般法人
　の設立の登記を行ったときは、第６条の規定にかかわらず、解散の登記の日の前日を事業
　年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。
３　この法人の最初の会長は岡野 光喜、常務理事は小長谷 洋とする。
４　改正　この規程は、平成 25年６月 27日より施行する。
５　改正　この規程は、平成 26年６月９日より施行する。　
６　改正　この規程は、平成 28年６月 20日より施行する。
７　改正　この規程は、平成 29年４月１日より施行する。
８　改正　この規程は、平成 30年６月 25日より施行する。
９　改正　この規程は、令和４年１月 31日より施行する。

別表　基本財産（第５条関係）

　　　財産種別 　　　　　　場所・物量等

　 　　　　　　　　スルガ銀行 静岡南支店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　147,251,530 円　

 　　　　　　　　清水銀行 静岡南支店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  27,748,470 円　

 　　　　　　　　　合　　計  　 175,000,000 円

定期預金
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一般財団法人 静岡県サッカー協会
評議員会運営規程
第１章　総　則

 （目　的）
第１条　この規程は、一般財団法人静岡県サッカー協会（以下「この法人」という。）の
評議員会の運営に関し必要な事項を定めることを目的とする。

第２章　評議員会の種類及び構成

 （評議員会の種類）
第２条　評議員会は、定時評議員会及び臨時評議員会の２種とする。
２　定時評議員会は、年１回毎事業年度終了後３ヶ月以内に開催するものとし、（一財）静
　　岡県サッカー協会会長（以下「会長」という）がこれを招集する。
３　前項にかかわらず、会長は、評議員から評議員会の目的である事項及び招集の理由を
　　示して評議員会の招集の請求を受けたときは、遅滞なく評議員会を招集する。
４　前項の招集の請求をした評議員は、次の場合には、静岡地方裁判所の許可を得て、評
　　議員会を招集することができる。
　（1）　請求後遅滞なく招集の手続が行われない場合
　（2）　請求があった日から６週間以内の日を評議員会の開催日とする招集の通知が発せ
　　られない場合

 （評議員会の構成）
第３条　評議員会は、すべての評議員をもって構成する。
２　評議員のうち１名を評議員会長とする。
３　評議員会長は、評議員会において選任する。

第３章　評議員会の招集

 （招集の手続）
第４条　評議員会を招集する場合には、理事会の決議によって、次の事項を定める。
　（1）　評議員会の日時及び場所
　（2）　評議員会の目的である事項があるときは、その事項
　（3）　次に掲げる事項が評議員会の目的である事項であるときは、当該事項に係る議案
　　　  の概要
　　　　イ　役員等の選任
　　　　ロ　役員等の報酬等
　　　　ハ　事業の全部の譲渡
　　　　ニ　定款の変更
　　　　ホ　合併
２　前項の規定にかかわらず、第２条第４項の規定により評議員が評議員会を招集する場
合には、その評議員は前項各号に掲げる事項を定めなければならない。
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 （招集の通知）
第５条　評議員会を招集するには、会長（第２条第４項の規定により評議員が評議員会を
招集する場合にあってはその評議員、次項において同じ）は、評議員会の開催日の７日前
までに、評議員に対して書面でその通知をしなければならない。
２　会長は、前項の書面による通知の発出に代えて、評議員の承諾を得た電磁的方法によ
り通知を発出することができる。
３　前２項の通知には、第４条第１項各号に掲げる事項を記載し、又は記録する。

 （招集手続の省略）
第６条　前条の規定にかかわらず、評議員会は、評議員の全員の同意があるときには、招
集の手続を経ることなく開催することができる。

第４章　評議員会の議事

 （議　長）
第７条　評議員会の議長は、評議員会長がこれにあたる。
２　評議員会長がやむを得ない事由により出席できないときは、会議に出席した評議員の
互選により議長を選出するものとする。

 （評議員提案権）
第８条　評議員が理事に対して一定の事項を評議員会の目的とすることを請求するとき
は、その請求は、評議員会の日の２週間前までにしなければならない。この場合、その評
議員は、提出しようとする議案の要領を招集通知に記載し、又は記録することを請求する
ことができる。
２　評議員は、評議員会において、評議員会の目的である事項につき議案を提出すること
ができる。

 （招集手続等に関する検査役の選任）
第９条　この法人又は評議員は、評議員会に係る招集の手続及び決議の方法を調査させる
ため、当該評議員会に先立ち、静岡地方裁判所に対し、検査役の選任の申立てをすること
ができる。

 （定足数）
第 10条　評議員会は、評議員現在数の過半数の出席がなければ、開催することができない。
２　議長は、評議員会の開会に際し、出席者数を確認しなければならない。

 （評議員会の決議事項）
第 11 条　評議員会は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律並びに定款に定める
次の事項を決議する。
　（1）　役員、評議員の選任及び解任
　（2）　役員及び評議員の報酬等及び費用の額の決定
　（3）　定款の変更
　（4）　貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認
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　（5）　長期借入金（借入期間が当該事業年度末を越える借入金）の借入並びに重要な財
　　　  産の処分及び譲受け
　（6）　残余財産の処分
　（7）　合併、事業の全部又は一部の譲渡
　（8）　評議員会に提出・提供された資料を調査する者の選任
　（9）　評議員の請求により又は評議員により招集された評議員会においては、業務及び
　　　  財産の状況を調査する者の選任
　（10）　評議員会の延期又は続行
　（11）　基本財産への繰入れ及び不可欠基本財産の処分又は担保提供
　（12）　公益目的取得財産残額の贈与
２　前項にかかわらず、個々の評議員会においては、当該評議員会に係る招集通知に記載
又は記録された事項以外の事項については、決議することはできない。
　　ただし、前項（8）及び（9）に係る事項については、この限りではない。

 （決　議）
第 12 条　評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員
の過半数が出席し、出席した評議員の過半数をもって行う。
２　前項にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く
評議員の３分の２以上に当たる多数をもって行わなければならない。
　（1）　監事の解任
　（2）　役員の責任の一部免除
　（3）　定款の変更
　（4）　事業の全部又は一部の譲渡
　（5）　事業の全部の廃止
　（6）　合併
３　前項にかかわらず、目的又は評議員の選任及び解任に係る定款の変更の決議は、議決
に加わることができる評議員の議決権の４分の３以上に当たる多数をもって行わなければ
ならない。
４　前３項の決議について、特別の利害関係を有する評議員は、議決に加わることができ
ない。

 （議事録）
第 13条　評議員会の議事については、議事録を作成しなければならない。
２　議事録には、評議員会の議長及び当該会議において選任された出席者の代表２名以上
が記名押印しなければならない。

 （議事録の配布）
第 14 条　議長は、欠席した評議員に対して、議事録の写し及び資料を配布して議事の経
過及びその結果を遅滞なく報告するものとする。
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第５章　事務局

 （事務局）
第 15条　評議員会の事務局には、事務局長がこれに当たる。

第６章　雑　則

 （改　正）
第 16条　この規程の改正は、評議員会の決議を経て行う。

附　則
　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121条第１項
において読み替えて準用する同法第106条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から
施行する。

改　正　この規程は、令和 4年 11 月 28 日より施行する。
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一般財団法人 静岡県サッカー協会
理事会運営規定
第１章　総　則

 （目　的）
第１条　この規程は、一般財団法人静岡県サッカー協会（以下「この法人」という。）の理
事会に関する事項について規定し、その適法かつ円滑適切な運営を図ることを目的とする。

第２章　理事会の種類及び構成

 （理事会の種類） 
第２条　理事会は、通常理事会と臨時理事会の２種とする。 
２　通常理事会は、毎事業年度２回開催する。 
３　臨時理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

　（1）　会長が必要と認めたとき。
　（2）　会長以外の理事から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求が
　　　　あったとき。
　（3）　前号の請求があった日から７日以内に、その請求のあった日から２週間以内の日
　　　 を理事会の日とする理事会の招集の通知が発せられない場合に、その請求をした
　　　 理事が招集したとき。
　（4）　監事から招集の請求があったとき、又は監事が招集したとき。

 （理事会の構成）
第３条　理事会は、すべての理事をもって構成する。

第３章　理事会の招集

 （招集者）
第４条　理事会は会長が招集する。ただし、第２条第３項第３号により理事が招集する場
合及び同条第３項第４号後段により監事が招集する場合を除く。
２　会長が欠けたとき又は会長に事故あるときは、副会長が理事会を招集する。
３　第２条第３項第３号による場合は、理事が、第２条第３項第４号後段による場合は、
　　監事が理事会を招集する。
４　会長は、第２条第３項第２号又は第４号前段に該当する場合は、その請求があった日
　　から７日以内に、その請求があった日から２週間以内の日を理事会の日とする理事会
　　を招集しなければならない。
５　理事全員改選直後の理事会は、各理事がこれを招集することができる。

 （招集通知）
第５条　理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的である事項を記載した書面を
もって、開催日の７日前までに、各理事及び各監事に対して通知しなければならない。
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２　前項の規定にかかわらず、理事会は、理事及び監事の全員の同意があるときは、招集
　　の手続を経ることなく開催することができる。

第４章　理事会の議事

 （議　長） 
第６条　理事会の議長は、会長がこれに当たる。
２　会長が欠けたとき又は会長に事故あるときは、副会長が議長を務める。 
３　前項にかかわらず、理事全員改選直後の理事会における議長は、出席した理事の中か
　　ら互選された者がこれに当たる。

 （決　議）
第７条　理事会の決議は、定款に別段の定めがあるもののほか、議決に加わることのでき
る理事の過半数が出席し、その過半数をもって行う。

 （決議の省略）
第８条　理事が、理事会の決議の目的である事項について提案した場合において、その提
案について、議決に加わることのできる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意
思表示をしたときは、その提案を可決する旨の理事会の議決があったものとみなすものと
する。ただし、監事が異議を述べたときは、その限りではない。
２　前項の電磁的記録とは、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下一般社団・
一般財団法人法という）施行規則第 89 条に定めるものとする（以下本章において同じ。）。

 （報告の省略 )
第９条　理事、監事が理事及び監事の全員に対し、理事会に報告すべき事項を通知した場
合においては、その事項を理事会に報告することを要しない。 
２　前項の規定は、第17条第１項の規定による報告には適用しない。

 （監事の出席） 
第 10 条　監事は、理事会に出席し、必要な場合には意見を述べなければならない。 

 （関係者の出席） 
第 11 条　理事会が必要と認めるときは、議事に関係を有する者の出席を求めて、その意
見を徴することができる。

 （議事録）
第 12 条　理事会の議事については、法令で定めるところにより議事録を作成し、出席し
た代表理事及び監事は、これに記名押印しなければならない。 

 （議事録の配布）
第 13 条　議長は、欠席した理事及び監事に対して、議事録の写し及び資料を配布して、
議事の経過及びその結果を遅滞無く報告するものとする。
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第５章　理事会の権限

 （権　限） 
第 14 条　理事会は、この法人の業務執行を決定し、理事の職務の執行を監督するととも
に会長、副会長、専務理事及び常務理事の選任及び解任を行なう。

 （決議事項）
第 15 条　理事会が決議すべき事項は、次のとおりとする。
　（1）　法令に定める事項
　　　　イ　この法人の業務執行の決定
　　　　ロ　会長、副会長、専務理事及び常務理事の選任・解任
　　　　ハ　評議員会の日時及び場所並びに議事に付すべき事項の決定
　　　　ニ　重要な財産の処分及び譲受
　　　　ホ　多額の借入
　　　　ヘ 重要な使用人の選任・解任
　　　　ト 従たる事務所その他重要な組織の設置、変更及び廃止
　　　　チ 内部管理体制の整備
　　　　リ 理事の自己取引等の承認
　　　　ヌ 事業計画書及び収支予算書等の承認
　　　　ル 事業報告及び計算書類等の承認
　　　　ヲ その他法令に定める事項
　（2）　法令に定める事項
　　　　イ 重要な事業外の契約の締結、解除、変更
　　　　ロ 重要な事業外の争訟の処理
　　　　ハ 委員会の設置・運営に必要な事項の決定
　　　　ニ その他理事会が必要と認める事項

 （理事の取引の承認）
第 16 条　理事が自己取引等をしようとする場合は、次の事項を明示して理事会の承認を
得るものとする。
　（1）　取引をする理由
　（2）　取引の内容
　（3）　取引の相手方・金額・時期・場所
　（4）　取引が正当であることを示す参考資料
　（5）　そのほか必要事項
２　前項に示した事項について変更する場合は、事前に理事会の承認を得るものとする。

 （報告事項）
第 17 条　会長、副会長、専務理事及び常務理事は、毎事業年度に４ヶ月を超える間隔で
２回以上、自己の職務の執行状況を理事会に報告しなければならない。
２　監事は、理事が不正の行為をし、若しくはその行為をするおそれがあると認めるとき、
又は法令若しくは定款に違反する事実若しくは著しく不当な事実があると認めるときは、
これを理事会に報告しなければならない。
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３　理事が第 16 条に規定する取引をしたときは、その取引の重要な事実を遅滞無く、理
事会に報告しなければならない。

第６章　事務局

 （事務局） 
第 18 条　理事会の事務局には、事務局長が当たる。

第７章　雑　則

 （改　正）
第 19 条　この規程の改正は、理事会の決議を経て行う。

附　則 
　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121条第１項
において読み替えて準用する同法第 106 条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から
施行する。

改　正　この規程は、平成 25 年 6 月 27 日より施行する。 
改　正　この規程は、平成 29 年 4 月 1 日より施行する。
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一般財団法人 静岡県サッカー協会
支部・種別委員会運営規則

第１章　総　則

第 1条（目　的）
この規則は、一般財団法人静岡県サッカー協会（以下「この法人」という。）における支部・
種別委員会の設置、運営及び手続きに関して定める。　　　　　　　　　　　
　　

第２章　支部組織

第 2条 （設　置）
県下を次の５支部に分かち、各支部内のサッカー協会は、それぞれ協同して支部内の組織
を設けるものとする。
　　［支部］［統括される市郡］
　　 東　部  熱海市、伊東市、下田市、三島市、裾野市、御殿場市、沼津市、富士市、　
　　　　　   富士宮市、伊豆市、伊豆の国市、賀茂郡、田方郡、駿東郡
　　 中東部  静岡市（清水区）
　　 中　部  静岡市（葵区・駿河区）
　　 中西部  焼津市、藤枝市、島田市、榛原郡、御前崎市（２・３・４種以外）、牧之原市
　　 西　部  掛川市、袋井市、磐田市、浜松市、菊川市、御前崎市（２・３・４種のみ）、
　　 　　　  周智郡、湖西市
　　前項の支部組織を、「支部サッカー協会」と呼称する。

第 3条 （事業活動）
支部サッカー協会は、サッカーの指導普及に関する支部内の共通問題につき審議するほか、
競技会、講習会その他の事業を支部単位で実施することができる。
　
第 4条 （経費負担）
支部サッカー協会は前条の事項を行うために要する経費を負担する。
 
第 5条 （報　告）
支部サッカー協会は、事務局、役員の氏名、事業計画、収支報告、収支決算書をこの法人
に提出する。これを変更したときも同様とする。

第 6条 （議決機関）
支部サッカー協会は、加盟登録団体により選出された者による議決機関を設けなければな
らない。
　
第 7条 （協会規約）
支部サッカー協会は、支部サッカー協会規約を設けなければならない。又、支部サッカー協
会規約をこの法人に提出しなければならない。
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第３章　種別・支部競技会の運営

第 8条　（種別競技会・支部競技会）
この法人は、加盟チームの種別競技会・支部競技会を開催する。

第 9条　（有料事業）
支部サッカー協会、種別委員会は、主管する有料事業を実施した場合、事業収支決算書を
この法人に提出し、その純益 50％をこの法人に納入する。欠損が発生した場合は、この
法人と主管団体が協議の上、主管団体の負担額を決定する。但し、天皇杯については、（公財）
日本サッカー協会のガイドラインによる純益とする。
 
第 10 条　（各種連盟）
サッカー競技普及発展を図るため、各種連盟を置くことができる。

第 11条（アマチュア規程）
サッカー競技者、審判員並びに各サッカー組織の役員のアマチュア資格を決定する基準手
続きは、（公財）日本サッカー協会のアマチュア規程に基づく。

第 12条（外国チームの招聘）
この法人以外の者は、この法人に届け出し、（公財）日本サッカー協会の承認なくしては、
外国よりチームを招聘して、競技会を組織し、又は開催することはできない。

第 13条（海外活動）
加盟チーム又は選手は、外国を訪問して競技を行うときは、あらかじめこの法人に届けを
出し、（公財）日本サッカー協会の承認を受けなくてはならない。

第 14条（選手処分）
この法人は、前 2条の規程に違反した支部サッカー協会又は選手を処分できる。

第４章　補則

第 15条（改正）
この規則の改正は、理事会の決議を経て行う。
　
附　則
　この規則は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益法
人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121条第１項にお
いて読み替えて準用する同法第106条第１項に定める一般法人の設立の登記から施行する。

改　正　この規程は、平成 25年 6月 27 日より施行する。　
改　正　この規程は、平成 27年 4月 1日より施行する。
改　正　この規程は、平成 29年 4月 1日より施行する。
改　正　この規程は、令和 4年６月９日より施行する。
改　正　この規程は、令和５年4月1日より施行する。
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一般財団法人 静岡県サッカー協会
運営責任者会議規定

第１章　総　則

 （目　的）
第１条　この規程は、一般財団法人静岡県サッカー協会（以下「この法人」という。）にお
ける運営責任者会議の設置、運営及び手続に関して定める。

 （設　置） 
第２条　この法人の県内各支部ならびに各種別の業務運営の執行及び運営に関する事項等
を審議・協議するため、運営責任者会議を設置する。 

第２章　組　織

 （構成員）
第３条　運営責任者会議の構成員は、別表のとおりとする。

 （任　期）
第４条　運営責任者会議の各構成員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。

第３章　運　営

 （開　催）
第５条　運営責任者会議の開催は、原則月１回とし、専務理事が招集する。

 （議　長）
第６条　議長は、各支部長の互選により定める。

 （事務局）
第７条　事務局は、運営責任者会議の運営に関する事務を行う。

 （改　正）
第８条　この規程の改正は、理事会の決議を経て行う。

附　則
　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 121 条第１項
において読み替えて準用する同法第 106 条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から
施行する。

改　正　この規程は、平成 25 年 6 月 27 日より施行する。
改　正　この規程は、令和５年４月１日より施行する。
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別　表
一般財団法人静岡県サッカー協会
 運営執行責任者会議（構成員）

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

役　　職
業務執行理事 （専務理事）
業務執行理事 （常務理事）

東部支部長
中東部支部長
中部支部長
中西部支部長
西部支部長
１種委員長
大学高専委員長
２種委員長
３種委員長
４種委員長
シニア委員長
フットサル委員長
キッズ委員長

チャレンジド委員長
審判委員長
技術委員長

マッチコミッショナー委員長
医事委員長
女子委員長
監　事

クラブユース連盟
エコパハウス
規律裁定委員長
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一般財団法人 静岡県サッカー協会
表彰規程

 （目　的）
第１条　この規程は、一般財団法人静岡県サッカー協会（以下「この法人」という。）の
発展に寄与、貢献した個人又は団体に対し、敬意及び謝意を表することを目的とする。

 （対象者）
第２条　この法人が行う表彰の対象者は、次の通りとする。
　（1）　この法人の役員
　（2）　この法人の支部協会、各種委員会の役員
　（3）　この法人に加盟登録しているチーム
　（4）　静岡県内で活動している審判員、指導者
　（5）　その他この法人の運営に多大な貢献をした者

 （事　由）
第３条　この法人は、前条の対象者が次の各号のいずれかに該当する場合に表彰を行う。
　（1）　役員等は永年この法人の発展、及び静岡県のサッカーの振興に貢献したとき
　（2）　チームは全国大会、国際大会において優勝したとき
　（3）　審判員は永年にわたり競技運営に貢献したとき
　（4）　指導者は選手の指導、育成に顕著な貢献したとき
　（5）　その他前各号に準ずる行為があったとき

 （推薦及び選考）
第４条　
　（1）　被表彰者は、会長又は各支部・各委員会によって推薦され、選考委員会の審査を
　　　  経て、理事会において決定する。
　（2）　選考委員会のメンバーは、会長、副会長 1 名、専務理事、理事 1 名、監事 1 名の
　　　  5 名で構成され、会長が任免する。

 （方　法）
第５条　表彰は、表彰状を授与して行う。また、表彰状の代わりに記念品を授与すること
ができる。

 （時　期）
第６条　第３条第２項の表彰は年度末に行う。その他の表彰は会長が必要と認めたときに
行う。

 （激励金）
第７条　日本サッカー協会が主催・共催・後援する全国大会に出場するチームに下記の激
励金を贈呈する。
　（1）　サッカー大会　　３万円
　（2）　フットサル大会　２万円
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 （改　正）
第８条　この規程の改正は、理事会の決議を経て行う。

附　則　この規程は、平成 26年 6月 9 日より施行する。
改　正　この規程は、令和 4年 11 月 28 日より施行する。
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一般財団法人 静岡県サッカー協会
旅費規定
第１章　総　則

 （目　的）
第１条　この規程は、一般財団法人静岡県サッカー協会（以下「この法人」という。）の業務、
その他この法人が認めた事由により出張するときは、この規程により旅費を支給する。ただ
し、この規程に定めのない旅費を要するときは会長の許可を得た者に限り実費を支給する。

 （対象者）
第２条　この規程は、副会長、専務理事、常務理事、理事、監事、評議員、事務局員及び
会長が必要と認めた者に適用する。ただし、大会の業務の遂行、支部会議及び各種委員会
については、それぞれの委員長及び支部長が必要と認めた者に適用する。

 （出張許可書）
第３条　出張者は出張許可書により会長または専務理事の承認を得なければならない。

 （旅費の仮払）
第４条　出張者が会長または専務理事の承認を得たときは、出張に要する費用の仮払いを
うけることができる。

 （出張報告書）
第５条　出張者は出張終了後「出張報告書」を作成のうえ、速やかに専務理事あて報告し
なければならない。

 （旅費の精算）
第６条　出張者は出張終了後、所定の「出張旅費精算書」を作成して、専務理事の承認を
うけ、速やかに旅費の精算をしなければならない。
２　実費の支給をうけるときは、その支出を証明するため前項の精算書に領収書を添付する。
ただし、領収書を添付することができないとき（バス・地下鉄等）は、支払報告書を提出
することを要する。

 （旅費の種類）
第７条　旅費の種類は次のとおりとする。
　（1）　国内出張旅費
　（2）　海外出張旅費

 （旅費の区分）
第８条　出張にあたっては、次に定める旅費を支給する。
　（1）　交通費
　（2）　日当
　（3）　宿泊費
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 （順　路）
第 ９条　旅費の計算は、出発地から起算し目的地への最短の距離および時間をもって計
算したものとする。
　（1）　上記順路において協会より通勤費等が支給されているときは、その該当区間は計
　　　  算から除くものとする。
　（2）　協会の業務の都合または天災その他やむを得ない事由により順路を変更したとき
　　　  は、専務理事の承認を得てその実費を支給する。

 （追加費用）
第 10 条　出張中に天災その他特殊の事情により所定額を超えた費用を要したときは、証拠
書類を添付し許可を得たものに限り費用の全部または一部を支給できる。

 （理事会・評議員会等旅費）
第 11 条　理事会・評議員会・会計監査等に出席する役員等の旅費は、次の基準により支給
する。
　（1）　交通費については、第２章国内旅費に基づき支給する。
　（2）　日当は、10,000円（源泉徴収税額控除後）を振り込み等で支払う。ただし、出席
　　　　した役員及び評議員の主たる居住地若しくは主たる勤務地が静岡県以外の場合に
　　　  は、日当は、15,000円（源泉徴収税額控除後）を振り込み等で支払う。

 （各種委員会等旅費）
第 12条　大会の業務の遂行、各支部会議及び各種委員会等に出席する者の旅費は、次の基
準により支給する。
　（1）　交通費については第２章国内旅費に基づき支給する。
　（2）　日当は別表により支給する。
　（3）　前２項の支給のため、第３条（出張許可書）、第４条（旅費の仮払）、第５条（出
　　　  張報告書）及び第６条（旅費の精算）の規定を準用する。この場合において、こ
　　　  れらの規定中の「専務理事」とあるのは、「委員長」及び「支部長」と読み替え
　　　  るものとする。
　（4）　移動を伴わないＷeb会議等の場合、日当 2，000 円以内で支給することができる。
　　　  （源泉徴収を行うことができる。）

第２章　国内旅費

（旅　費）
第 13条　国内出張旅費は次のとおり支給する。
　（1）　自家用車の利用
　　イ　協会が主催・主管する事業の業務を遂行するために自家用車を使用することがで
　　　　きる。
　　ロ　自家用車の運行にともなう高速道路通行料金、ガソリン代等の実費を支給する。
　　　　ただし、ガソリン代は次の算式で求めた金額を超えないものとする。
　　　　（自宅から目的地までの往復の移動距離）÷８ｋｍ／リットル　
　　　　　　　　　 ×（静岡県内でのレギュラーガソリンの月初めの標準市価）
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　（2）　公共交通機関
　　運賃は国内出張旅費規程表並びに次項の範囲で、実際に乗車した等級により支給する。
　　イ　自動車賃は、鉄道のない経路にあっては原則としてバスを利用するものとし、や
　　　　むを得ずタクシーを利用したときはその実費を支給する。
　　ロ　特急 / 新幹線の片道乗車区間が 50Km 以上の場合は、特急料金を実費で支払う
　　　　事が出来る。
　　　　※領収書等証明書類が必要。（後日精算）

     ［ 国内出張旅費規程表 ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）
　  　　　　　　　 交　通　費 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   日　当 　　　  宿　泊　費
　  　  鉄道賃  　　 船　賃　　自動車賃　 航空機料金  

  　　　普通車　  　　　　　　　１等クラス　 実　費     エコノミークラス　別表による     12,000  　　　指定席 

　（3）　協会保有車の利用
　　イ　協会保有車を利用するときは、専務理事の承認を得ねばならない。
　　ロ　協会保有車を利用したときは、その利用区間の交通費は支給しない。
　　ハ　協会保有車の運行にともなう高速道路通行料金、ガソリン代等の経費は実費を支
　　　　給する。
　　ニ　協会保有車による出張中、自動車の使用が不可能となったり、特殊な業務のため
　　　　他の交通機関を利用したときは、この区間の交通費は実費を支給する。
　（4）　日当
　　日当は出張の日数に応じてこれを支給する。
　（5）　宿泊費
　　宿泊を要する出張のときは上限を12,000円とし、その実費を支給する。
　（6）　航空機利用
　　航空機を利用する場合は、その事由及び費用を申し出て専務理事の許可を得なければ
　　ならない。
　（7）　出張中の時間外勤務手当
　　出張中については原則として時間外勤務手当を支給しない。ただし、所定終業時間を
　　超えて出張用務の遂行を指示されかつ、実働時間が確認された場合は、時間外勤務手
　　当を支給する。

第３章　海外旅費

 （海外出張）
第 14条　協会の業務のため外国に出張するとき支給する旅費その他必要な費用（以下「外
国旅費」という）は、次のとおり支給する。

上　限
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   ［ 海外出張旅費規程表 ］

　 ただし、航空賃については、会長の承認を得てビジネスクラスに変更することができる。

 （準　用）
第 15 条　本章に定めのない事項及び外国出張途中で要する本邦国内の旅費は、第２章国
内旅費の規程を準用する。

第４章　改　正
　
 （改　正）
第 16条　この規程の改正は、理事会の決議を経て行う。

附　則
　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第121 条第１項
において読み替えて準用する同法第 106条第１項に定める一般法人の設立の登記の日から
施行する。

改　正　この規程は、平成 27年６月 22日より施行する。
改　正　この規程は、令和４年４月１日より施行する。
改　正　この規程は、令和４年６月９日より施行する。
改　正　この規程は、令和４年１１月２８日より施行する。
改　正　この規程は、令和５年６月１９日より施行し、令和５年４月１日に遡って適用する。

別　表
   ［ 日当支給額一覧 ］
　　　　　　　 種　　　別 　　　　支　　給　　額
　　　県 内 出 張
　　　県 外 出 張
　　　支 部 会 議・各 種 委 員 会 等
　　　静岡県協会主催事業
　　　日本協会主催事業（県協会主管）
　　　東海協会主催事業
　　
　　　　　　　　　　　
　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　マッチコミッショナー

航空機料金　鉄道賃　 船  賃　自動車賃
交　通　費

宿泊費　 日  当　　　　　　　特別旅費
旅行傷害
保険料
（付保額）

エコノミー　　１等　　１等
　クラス　　　クラス　　クラス

役員等
  30千円 ５0百万円
その他
  10千円

実費　　実費
入出国税、旅費交付
手数料、予防注射料、
携帯荷物の荷造料、
その他旅行に付随
する費用の実費

１日当たり　　　２，０００円 以内
１日当たり　　　４，０００円 以内
　　　　　　　　２，０００円 以内
　　　　　　　　３，０００円 以内
　　　　　　　　５，０００円 以内
　　　　　　　　４，０００円 以内
半　日　　　　　２，０００円
１　日　　　　　４，０００円
（天皇杯・高円宮・全国大会規模・国際大会）
　　ドクター　３０，０００円 以内
　　看護婦　　１０，０００円 以内
　　　　　　　１０，０００円 以内

審判委員会講習会

医 事 委 員 会
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2023年度 サッカー登録手続きについて

●JFA登録サイトの「KICKOFF」を使うためには、JFAID が必要です。
　JFAIDとは、名前・Ｅメールアドレス等を登録することで、JFAが個人に発行するＩＤです。
　チーム毎に取得していただくものではありません。
●2023年度も、サッカー（チーム・選手）登録は、収納代行システムを利用します。

≪チームへの登録手続き注意事項≫
＊チームの登録責任者は、必ず JFAIDを取得して下さい。既に取得済の方は、新たに取得
　する必要はありません。
＊監督、コーチ、審判も、チームに登録する際は JFAID が必要です。
　指導者や審判の資格を持っていない方が監督として登録する場合も、JFAIDの取得が必
　要です。
＊選手の二重登録は認められていません。選手は、1つのサッカーチームと1つのフットサ
　ルチームに登録することができます。他チームに登録している、または登録していたこ
　とがある選手を「新規選手」として登録しないで下さい。
＊選手登録番号は固定（永久）番号です。選手登録番号の上６桁を、生年月日に合わせて取
　り直しを希望する場合は、KICKOFF申請時に、『選手登録番号の上６桁を生年月日に合
　わせる場合、チェックして下さい』という箇所にチェックを入れて下さい。選手登録番号
　の上６桁と生年月日がリンクしていなくても、問題はありません。
＊チームへ新たに登録する選手の選手登録番号が不明な場合でも、Web登録時に必要事項
　を入力し、選手登録番号を検索できます。登録していたことがあるのに検索結果が出て
　こない場合は、静岡県サッカー協会で、より詳しく検索することができます。（SFA書式有）
＊「チーム登録責任者代理」の登録をお願いします。2022年度、チーム登録責任者のみ登
　録されていた場合で、その方が異動や病気等で不在となったため、チーム関連の申請が
　できなくなってしまった、というケースがありました。不測の事態に備え、登録責任者を
　常に複数名体制（主担当１名＋副担当１～２名）にされておくようお願いします。登録
　責任者と、代理の方が手続きできる申請の範囲は全く同じで、代理の方ができる申請に
　制限はありません。ただし、システム上、登録責任者代理の登録は必須となっておりま
　せんので、代理を登録していない状態でも、申請・承認は可能です。
＊2月13日（月）から2月28日（火）は、2022/2023年度の重複期間となります。
　この期間中、2023 年度の継続申請を途中保存または申請の実行をすると、2022年度の
　申請は一切できなくなります。よって、2022年度の大会出場が全て終わり、新しい登録
　責任者に変更する等、2022年度の申請手続きをする必要がなくなってから、2023年度
　の申請をして下さい。
＊チーム連絡先を登録される際、マンション・アパート・ビル名や、部屋の号室を省略して
　入力されているケースが散見されます。JFAからの発送物は、ヤマト運輸のＤＭ便を使っ
　ての発送となるため、これらを省略して入力されると、機関誌等がきちんと届かない場
　合がありますので、省略せずに入力をお願いします。

≪国籍入力≫
　FIFAの規則により、国籍区分の記入が義務化されています。「外国籍」を選択した場合は、
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続いて「国籍」を入力する欄がありますので、外国籍選手を登録する際には、選手に国籍の
確認をして下さい。
　2020 年度より、学校教育法第 1条に定める学校のチーム、第４種チームに所属の外国
籍選手も、「外国籍」を選択した場合書類の提出は必要となりました。（下図参照）
　KICKOFF申請時に、国籍区分（一次確認）欄が増えておりますので、間違いがないよう
選択してください。

　　　※特別永住者とは？
　 　　　1991年11月 1日に施行された日本の法律「日本国との平和条約に基づき日本の
　　　　国籍を離脱したもの等の出入国管理に関する特別法」により定められた在留の資
　　　　格で、当該資格を有する者をいいます。
　　　　正確には、「入管法」上の在留資格ではなく、第２次世界大戦終戦前から引き続き
　　　　居住している在日韓国人・朝鮮人・台湾人およびその子孫の在留資格となります。

≪登録料≫

　 ※１種の種別区分社会人連盟の場合は、社会人連盟費 3,000 円を加算。
　 ※ JFA 監督登録料（￥2,000）は、以下３点を満たしていることを条件に免除されます。
　 　 ① チーム年度初登録時に登録する監督が、JFA IDに保有資格の登録が完了している。

必要　※国際移籍ではない日本国籍 or
特別永住者の方は、国籍「なし」を選択可
必要
必要　※国際移籍ではない日本国籍 or
特別永住者の方は、国籍「なし」を選択可
必要
必要　※国際移籍ではない日本国籍 or
特別永住者の方は、国籍「なし」を選択可
必要　※国際移籍ではない日本国籍 or
特別永住者の方は、国籍「なし」を選択可
必要

第２種

第３種

第４種

女　子

高等学校

クラブ・その他

中学校

クラブ・その他

高等学校・中学校

上記以外

　種　別

１種
２種
３種
４種
女子１種
女子２種
女子３種
シニア

12,500円
14,500円
14,500円
14,500円
11,500円
14,500円
14,500円
12,500円

7,000円
2,500円
2,500円
2,500円
7,000円
2,500円
2,500円
7,000円

2,000円
1,000円
700円
0円

2,000円
1,000円
700円
1,500円

2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円
2,000円

5,000円
5,000円
5,000円
5,000円
5,000円
5,000円
5,000円
5,000円

700円
700円
700円
700円
700円
700円
700円
700円

チーム登録料　　　　　 個人登録料　　　 ＪＦＡ監督　ＪＦＡ機関誌
県　　　　日本　　　　県　　　　日本　　　登録料　　講読料
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　　  ② 2023年 1月末時点で有効な指導者ライセンスを保有している。　
　　  ③ チーム登録を申請するタイミングで、指導者ライセンスが完全失効していない。

≪継続登録申請・新規登録申請について≫
　「KICKOFFシステム利用手引き　チーム・選手の登録について」をご参照の上、お手続き
して下さい。
　◎ 継続申請・新規申請開始：2023年 2月13日（月）より
　　　※1 各支部・種別での登録説明会等、説明を受けてから、KICKOFFの手続きを開
　　　　　始して下さい。
　　　※2　2022年度の申請は、2023 年 2月 28日（月）まで可能ですが、2023年度の継
　　　　　続申請を途中保存、または申請をしてしまうと、2022年度の申請は一切できな
　　　　　くなりますので、ご注意下さい。
　◎ チーム登録申請の締切：各支部・種別の締切がある場合、それまでにお手続きして
　　　下さい。
　　　出場する大会・リーグの要項をご確認の上、出場に間に合うよう、お支払い手続き
　　　まで済ませて下さい。遅くとも、5月末までにチーム登録（入金まで）が完了するよ
　　　うお願いします。
　◎ 登録料の支払い方法について
　　　・静岡県協会では、2023年度も収納代行を利用します。登録料のお支払いにつき
　　　　ましては、JFAの「KICKOFF システム利用手引き」でご確認下さい。
　　　　☆各支部・種別の登録料、支払い方法については、各支部・種別にご確認下さい。
　　　　① KICKOFFの申請 ⇒ ② 1次承認 ⇒ ③ 静岡県協会承認 ⇒ （④ JFAへの申請が
　　　　　必要な選手がいる場合、JFA承認） ⇒ ⑤ 支払い手続き⇒ ⑥ 登録完了 となります。
　　　・県協会（or JFA）承認後、申請者のJFAID に登録されたメールアドレスとKICKOFF
　　　　ログイン後の「あなたへのメッセージ」に通知が届きますので、その後、支払い手続
　　　　きへ進んで下さい。
　　　・支払い方法は、コンビニ、Pay-easy（ゆうちょ銀行等の ATM／インターネット
　　　　バンキング）、クレジットカード（1申請あたりのお支払い合計が10万円未満の場
　　　　合のみ）から選択してお支払いしていただくことになります。
　　　・支払方法（コンビニ、Pay-easy）を選択した場合、支払い手続きをしてから7日以
　　　　内に支払いを済ませないと、支払い情報の有効期限が切れて、支払いができなくな
　　　　ります。
　　　　もし、支払い情報の有効期限が切れてしまった場合は、再度「申請状況の確認・
　　　　再申請」より、「支払方法選択」へ進み、手続きをやり直すことができます。
　　　・チーム登録担当者が複数名体制時の注意点：「支払方法選択」は、申請した方が行っ
　　　　て下さい。
　　　　登録責任者や代理の権限をお持ちの方であっても、申請者でない場合は、お支払
　　　　方法の選択へは進めません。
　　　　申請者ではない方が支払いの手続きをしなくてはならないケースが発生してしまっ
　　　　た場合は、静岡県サッカー協会までご連絡下さい。
　　　・支払日（入金確認日）＝承認日なります。出場する大会要項をよく確認していただき、
　　　　KICKOFF の申請とお支払いをお済ませ下さい。
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　　　領収書について
　　　・県協会より領収書の発行はできません。
　　　・コンビニやATMで発行される「領収書」「振込明細」、クレジットカードの場合は
　　　　カード会社発行の利用明細書」をご利用下さい。
　　　・支払方法（コンビニ、Pay-easy）を選択した場合、「お支払い詳細設定・入力」に
　　　　進むと、領収書の名義（宛名）を変更することができます。
　　　　（初期設定は、登録手続きをしている方の氏名が入っていますが、「●●高校　サッ
　　　　カー部」等に変更することができます。）
　　　・KICKOFFのマイページの「支払・発送状況確認」より、「明細書」の出力は可能です。
　　　　その際、宛名は任意で設定できます。
　◎ 申請内容に不備がある場合、申請の差し戻しをすることがあります。
　　　メール、KICKOFF の「あなたへのメッセージ」をご確認の上、必要に応じて修正・
　　　再申請をお願いします。不明な点がありましたら、静岡県サッカー協会までご連絡
　　　下さい。

● 継続申請・新規申請完了後のＷｅｂ登録対象手続き

≪追加登録申請≫・・・新規または前所属チームの登録抹消が完了している場合に利用
　『継続登録申請』・『新規登録申請』後に、新たに選手をチームに登録するには、追加登
録申請の手続きが必要です。受付開始は年度初めの手続き完了後になります。
　KICKOFF で申請後、県協会（or JFA）の承認が完了すると、「支払方法選択」ボタンが押
せるようになります。
　お支払いが済むと、登録完了となります。
　支払方法につきましては、≪継続登録申請・新規登録申請≫と同じです。
追加登録申請の受付は、２０２４年２月２９日（木）までとなります。
注）各支部・種別で支払いする登録料がある場合は、県協会の手続と混同しないようお願い
します。

≪移籍選手追加登録申請≫・・・他チームに登録中の選手を移籍させる場合に利用
　JFAのサッカー選手の登録と移籍に関する規則第22条に「アマチュア選手がアマチュア選
手として移籍したい旨を申し出た場合、移籍元チームは当該移籍を承諾しなければならな
い」と明文化されていることから、アマチュア選手は、自由に移籍することが可能です。
そのため、手続き方法が２つになります。
① 移籍元チームの登録抹消がすでに完了している場合＝手続きは、≪追加登録申請≫と同
　 じです。
② 他チームに登録中の選手を移籍させる場合
　 移籍先チームが『移籍選手登録申請』をすると、移籍元チームに『抹消依頼通知』が届き
　 ますので、『移籍選手抹消申請』をします。その後、移籍選手抹消申請の承認が完了すると、
　 移籍選手追加申請が承認できるようになります。
　 この申請は、１名ずつの申請となりますのでご注意ください。
　 既に抹消済の選手は、この申請は利用できません。通常の「追加登録申請」を利用下さい。
※移籍の場合も、登録料は必要です。支払い方法は、≪継続登録申請・新規登録申請≫と
　同じです。
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注）各支部・種別で支払いする登録料がある場合は、県協会の手続と混同しないようお願
いします。
☆　収納代行では、１つの申請毎に支払い手続きをすることになるため、申請毎にシステム
　　利用料が発生します。
　　追加登録で複数人数を登録する場合、１つの申請になるようにすると、システム利用
　　料が余分にかからずに済みます。
　　ただし、『移籍追加申請』は、１申請につき１人しか登録ができないので、複数人数
　　まとめて移籍する場合は、移籍元チームでの抹消申請が完了してから、通常の追加申
　　請をした方が、システム利用料が余分にかからずに済みます。
☆　初めてJFAに登録する外国籍選手や国際移籍等、JFA への申請書類が揃っていない選
　　手がいる場合、JFAのチェックが必要ない選手と複数で申請をすると、書類が揃うまで
　　その申請の承認ができないため、この場合は、申請を分ける方が、JFA のチェックが
　　必要ない選手の登録が早く済みます。

≪選手抹消申請・移籍選手抹消申請≫
　チームから選手を抹消する手続きができます。『移籍選手抹消申請』は、移籍先チーム
から『抹消依頼通知』が届いた場合のみ申請できます。
　急ぎで承認する必要がある場合は、県協会へ電話・FAX・メールのいずれかでご連絡下
さい。

≪チーム情報変更申請≫
　年度途中、チームに関する変更をする際に行って下さい。
　特に、住所が変更した場合、JFA からの送付物は、ヤマト運輸の DM 便にて配送され
るため、郵便局に住所変更届を提出しても転送されません。速やかに「チーム情報変更申請」
で住所を変更して下さい。
　また、監督の交代、コーチを追加等する場合も、こちらから申請できます。ただし、監
督やコーチの情報変更は、自身でやってもらう必要があります。（JFAIDを持っているため）
　※2007年度より、年度途中で監督が変更し、変更後の監督が指導者資格を持っていなく
　　ても、監督登録料 2,000 円は必要ありません。
　※JFA公認の指導者資格を持っている方で、Ｃ級以上の方は、監督・コーチ登録をする
　　ことによって、チーム指導リフレッシュポイント（獲得期間内で２０ポイント）が付与され
　　ます。

≪選手情報変更申請≫
　JFA ID を取得し、選手情報の紐づけが完了している選手がいましたら、チームで情報変
更はできませんので、選手本人に手続きを依頼して下さい。選手が自身のマイページで修
正を完了すると、チームの登録情報にも反映されます。JFA ID を取得していない選手は、
今まで通りチームの登録責任者が手続きできます。

≪電子登録証≫
　公式競技会における本人確認は、「電子選手証」または「登録選手一覧」を利用して下さい。
　※電子登録証を利用するには、KICKOFF 内で顔写真のアップロードが必要です。
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　　  電子登録証種類

　　　電子選手証　　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　○
　　　選手登録一覧　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　○
　　　電子監督証（サッカー）　　　　　  ○　　　　　　　○　　　　　　　○
　　　電子監督証（フットサル ）　　　　 ×　　　　　　   ×　　　　　　　○　　　
　　　審判証　　　　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　○
　　　指導者ライセンス証　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　○

PC
（ブラウザ）

スマートフォンタブレット
（ブラウザ）

スマートフォンタブレット
（アプリ）

● Ｗｅｂ登録対象外手続き

◆選手登録関連書式（ＪＦＡ書式）一覧
　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　　                                                                                             　 ○　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  JFA指定口座へ
　　書式第 3-1 号　ユニフォーム広告掲示申請書　　　　　 　　　　　　     　 ○
　　書式第 3-2 号　ユニフォーム広告掲示申請書（クラブ用）　　　　　　　 県協会指定口座へ
　　書式第  6  号　国際移籍選手登録申請書　　　　   　　　　　　○　　　　－
　　書式第 7-1号　外国籍選手登録申請書（18歳以上）　　　　　　○
　　書式第 7-2号　外国籍選手登録申請書（18歳未満）　　　　      ○　
　　書式第 7-3号　FIFAによる登録前審査依頼書　　　　　　　   ○　　　    　   　　
　　書式第 8-1号　外国籍選手登録申請書
　　　　　　　　 （外国籍扱いしない選手）（18歳以上）
　　書式第 8-2号　外国籍選手登録申請書　　　　　　　
　　　　　　　　 （外国籍扱いしない選手）（18歳未満）
　　書式第 9-1号　国際移籍証明書発行申請書
　　　　　　　　（日本国内⇒海外チーム）
　　書式第9-2号　国際移籍証明書発行申請書
　　　　　　　　（海外⇒日本国内チーム）

　　書式第 12 号　クラブ申請書　（※URL変更有）

≪書式第 1号　選手登録区分申請書≫
▼登録区分「プロ」の選手が「アマチュア」に変更する場合に必要な手続きです。
　・申 請 料　：　5,000 円（不課税）
　・振 込 先　：　申請書に記載のＪＦＡ指定口座
　・提出書類　：　選手登録区分申請書（書式第 1号）　※振込明細写しを添付
　・提出方法　：　① KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　　または、
　　　　　　　　　② 静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

添付
書類

書式
変更有

書式
変更有

Google
フォーム

書　式　名　　　　　　　　　　　備考　　　 　　 申請料

書式第 1号　選手登録区分申請書　　　　　　　　　　　　　○

○

○

○

×

○ ○

－
－
－

－

－

－

JFA指定口座へ
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≪書式第 3-1号、3-2号　ユニフォーム広告掲示申請書≫
▼ユニフォームに広告を掲出する場合に必要です。掲示できる広告の種類や大きさ、掲示      
　場所等は、日本サッカー協会の「ユニフォーム規程」を確認して下さい。承認されない
　場合もありますので、不明確なスポンサー等につきましては事前にご相談下さい。（特
　に 2～ 4 種の場合、業種が制限される場合があります。）また、内容についてはできる
　限り詳細を記入して下さい。
▼サイズの測り方は、縦の最長辺×横の最長辺＝面積（長方形）です。　
▼クラブ申請しているクラブで、所属の複数チームが同じ広告を掲示する際は書式 3-2 
　（クラブ用）を提出して下さい。
　・申 請 料　：　１カ所につき、10,000 円＋消費税（1,000 円）
　・振 込 先　：　静岡県サッカー協会の登録用口座
　・提出書類　：　ユニフォーム広告掲示申請書（書式第3-1号）、（書式第3-2号・クラブ用）
　　　　　　　　　掲示する広告の内容（画像、写真、サンプル等）、振込明細写し
　・提出方法　：　静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

≪書式第 6号　国際移籍選手登録申請書≫
▼前所属が海外チームの選手を、日本国内のチームへ移籍登録する際に使用
　海外チームで登録していた選手は、まず国際移籍証明書発行申請書（書式第 9-2 号）を
　提出して下さい。
　・提出書類　：　①国際移籍選手登録申請書（書式第 6号）
　　　　　　　　　②移籍元国協会発行の国際移籍証明書の写し
　　　　　　　　　③外国籍選手の場合＝在留カード（両面）、特別永住者証（両面）住民票、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上陸許可証+査証のうち、いずれかの写し
　　　　　　　　　　日本国籍選手の場合＝住民票の写し
　　　　　　　　　④上記身分証に記載の氏名と異なる名前で登録することを希望する場
　　　　　　　　　　合、希望する氏名表記にて生活している実績を証明する書類（学生
　　　　　　　　　　証、社員証等）の写し
　・提出方法　：　①KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　　または、
　　　　　　　　　②静岡県協会事務局に郵送、または、PDF等にしてメールで送信

≪書式第 7-1号、7-2号　外国籍選手登録申請書≫
▼海外チームでサッカー選手として登録したことがない外国籍選手を登録する際、または
　国籍区分を登録 /変更する際に使用
　18歳以上の選手は「書式第 7-1 号」、18歳未満の選手は「書式第 7-2 号」を使用
　・提出書類　：　①外国籍選手登録申請書（書式第 7-1号・18 歳以上）、（書式第 7-2 号・
　　　　　　　　　　18歳未満）
　　　　　　　　　②外国籍選手：在留カード（両面）、特別永住者証明書（両面）、住民票（国
　　　　　　　　　　籍、在留資格の省略不可）、査証+入国許可証のうち、いずれかの写し
　　　　　　　　　③帰化選手の場合＝戸籍謄本、官報、パスポートのうち、いずれかの写し
　　　　　　　　　④上記身分証に記載の氏名と異なる名前で登録することを希望する場
　　　　　　　　　　合、希望する氏名表記にて生活している実績を証明する書類（学生
　　　　　　　　　　証、社員証等）の写し
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　・手続注意　：　外国籍選手で初登録の 18歳以上選手⇒宣誓書-1 への署名が必要。
　　　　　　　　　外国籍選手で初登録の18 歳未満選手⇒宣誓書-2または宣誓書-3への
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　署名と保護者の同意書が必要。
　　　　　　　　　2019年度まで提出が免除されていた、種別区分が「第 4種」「中体連」
　　　　　　　　　「高体連」「女子中学」「女子高校」のチームに新たに登録する外国籍
　　　　　　　　　選手も、申請書が必要。
　・提出方法　：　①KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする。　または、
　　　　　　　　　②静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信。

≪書式第 7-3 号　FIFAによる登録前審査依頼書（18歳未満）≫
▼FIFA 規則の例外が適用されるか否か、登録前の審査を FIFAに依頼する際に使用。
　《FIFA 規則の例外》は以下の 3項目
　　•選手は、留学期間が 1年未満の留学生である。
　　•選手は、留学期間が 1年以上の留学生で、1年以内に 18歳になる。
　　•選手は、難民である。
　・添付書類　：　FIFAの指定する書類（申請書に記載あり）
　・手続注意　：　登録前審査となるため、FIFA承認が得られてから、国内登録の手続
　　　　　　　　　きに進みます。
　　　　　　　　   FIFAが審査するため、提出いただく書類はFIFAの公用語で作成する
　　　　　　　　　必要があります。原本が日本語で作成されている書類は、その対訳も
　　　　　　　　　併せてご用意ください。申請をしてから回答を得るまでに 2ヶ月程度
　　　　　　　　　要する場合があります。
　・提出方法　：　本依頼書に、全ての提出書類を添えて、JFAへメールで送信。

≪書式第 8-1号、8-2 号　外国籍選手登録申請書（外国籍扱いしない選手）≫
▼一定の条件を満たした外国籍選手を「外国籍扱いしない選手」として登録する際に使用
　加盟チームで外国籍選手が 5名登録されている場合、以下 2 つの条件を満たす1名の選
　手を外国籍扱いしない選手として登録可能。
　　　　　　　　　条件 1：出生地が日本である。
　　　　　　　　　条件 2：学校教育法第 1 条校に該当する小学校または中学校に在学中
　　　　　　　　　　　　　または卒業している。
　　　　　　　　　条件2’：学校教育法第 1 条校に該当する高等学校または大学を卒業し
　　　　　　　　　　　　　ている。
　　　　　　　　　※インターナショナルスクールや朝鮮学校等は学校教育法第 1 条校に
　　　　　　　　　　含まれない場合がありますので、ご注意下さい。
　・提出書類　：　①外国籍選手登録申請書（外国籍扱いしない選手）（書式第 8-1号・18
　　　　　　　　　　歳以上）、（書式第 8-2 号・18 歳未満）
　　　　　　　　　②在留カード（両面）、特別永住者証明書（両面）、住民票のうちいずれ
　　　　　　　　　　かの写し
　　　　　　　　　③在学 /卒業証明書
　　　　　　　　　④18歳以上選手⇒宣誓書 -1（外国籍選手で初登録の場合）、宣誓書 -4
　　　　　　　　　   18 歳未満選手⇒宣誓書 -4、
　　　　　　　　　⑤上記身分証に記載の氏名と異なる名前で登録することを希望する場
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　　　　　　　　　　合、希望する氏名表記にて生活している実績を証明する書類（学生
　　　　　　　　　　証、社員証等）の写し
　・提出方法　：　①KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　　または、
　　　　　　　　　②静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

≪書式第 9-1号、9-2 号　国際移籍証明書発行申請書≫
▼選手が、①チームに所属する選手が、日本から海外に移籍する場合、または、②チームが、
　海外から日本へ移籍する選手を獲得する場合に使用（2023年度から、申請書に代表者様
　の押印が不要になりました。）
　・手続注意　：　①の場合、該当選手の登録抹消をすること
　　　　　　　　　　　 　　  移籍する選手本人の同意を取り付けること
　　　　　　　　　②の場合、日本国内チームへの登録手続きは、書式第 6号を利用する
　　　　　　　　　　　　　　こと
　・申 請 料　　：　①の場合、不要
　　　　　　　　　②の場合、１０，０００円　+　消費税（1,000 円）
　・振 込 先　　：　申請書に記載の JFA 指定口座
　・提出書類　：　①の場合、国際移籍証明書発行申請書（書式第 9-1号）　
　　　　　　　　　②の場合、国際移籍証明書発行申請書（書式第 9-2 号）※振込明細写
　　　　　　　　　しを添付 と、パスポートの顔写真のページの写し
　・提出方法　：　申請書に記載のJFAのアドレス宛に、メールで送信または、郵送で送付
　　　　　　　　　（静岡県協会事務局に郵送、または、PDF等にしてメールで送信しても可）

≪書式第 12号　クラブ申請書（Google フォームに移行）≫
▼次の４つの条件を満たしているチームが、クラブとして認可を受けるために使用
　・条　　件　：　①同一都道府県サッカー協会に所属する登録チームで構成されている
　　　　　　　　　　こと
　　　　　　　　　②同一競技のチームで構成されていること（サッカーとフットサルにま
　　　　　　　　　　たがる申請は認められない）
　　　　　　　　　③異なる年代の複数のチームで構成されていること（女子の場合は、
　　　　　　　　　　種別区分が異なること）
　　　　　　　　　④統一的な運営組織を持っていること
　・提出方法　：　Google フォームに情報を入力して申請して下さい。
　　　　　　　　　2023年度　URLの変更有。　JFA公式サイトへの記載は、2/10の予定です。

≪申請料等振込口座≫
　スルガ銀行　静岡南支店　普通預金　１６９８７９４
　口 座 名 義 　一般財団法人静岡県サッカー協会　チーム選手登録

　※ユニフォーム広告掲示申請料、（海外遠征申請料）は、上記へ振込。
　　間違えて登録料を振込みしてしまった場合は、返金致します。静岡県サッカー協会まで
　　ご連絡下さい。
　　その際、請求書の作成と、間違えて振込みしてしまった際の受領書のコピーのご提出
　　をお願いします。

37



　※『選手区分登録申請料（5,000円）』、『国際移籍証明書発行申請料（10,000円+消費税）』
　　は、申請書に記載の JFA指定口座へ振込。
　＜JFAに振込時には、振込依頼人の前にチーム登録番号（7桁）を入力または記入すること。＞

≪静岡県サッカー協会事務局　提出先≫
　【住　所】　〒420-0031　静岡市葵区呉服町 2-1-5　５風来館 5階
　　　　　　一般財団法人静岡県サッカー協会
　【電　話】　０５４－２６６－５２８０　　　【ＦＡＸ】０５４－２６６－５２８１
　【メ―ルアドレス】　soccer-shizuoka054@dream.ocn.ne.jp   （登録関係専用）

≪ＪＦＡ登録サービスデスク≫　
　KICKOFF の操作に関する質問は、ＪＦＡ登録サービスデスクまでお問い合わせ下さい。
　【電　　話】　０５０－２０１８－１９９０（代表）　※最初の音声ガイダンスで〔1〕を選んで下さい。
　【営業時間】1月４日～ １月 31日＝平日：10：00 ～18：00　※祝日を除く
　　　　　　 ２月１日～ ３月 31日＝平日：10：00 ～18：00、土曜日=10：00～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　※祝日を除く
　　　　　　 ４月１日～ 12月 27日＝平日：10：00 ～18：00　※祝日を除く

ご ふ く かん
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2023年度 フットサル登録手続きについて

≪チームへの登録手続き注意事項≫
＊チームの登録責任者は、必ず JFAIDを取得して下さい。既に取得済の方は、新たに取得
　する必要はありません。
＊監督、コーチ、審判も、チームに登録する際は JFAID が必要です。
　指導者や審判の資格を持っていない方が監督として登録する場合も、JFAIDの取得が必
　要です。
＊選手の二重登録は認められていません。選手は、1 つのフットサルチームと、1つのサッ
　カーチームに登録することができます。他チームに登録している、または登録していた
　ことがある選手を「新規選手」として登録しないで下さい。
＊チームへ新たに登録する選手の選手登録番号が不明な場合でも、Web登録画面上で必要
　事項を入力し、選手登録番号を検索することができます。2014年度以降、フットサルの
　選手として登録していたことがあるのに検索結果が出てこない場合は、静岡県サッカー
　協会でより詳しく検索することができます。（SFA書式有）
＊選手番号は固定（永久）番号です。移籍をする選手には選手登録番号を本人へ伝えて下さい。
＊「チーム登録責任者代理」の登録をお願いします。2022年度も、チーム登録責任者のみ
　登録されていた場合で、その方が異動や病気等で不在となったため、チーム関連の申請
　ができなくなってしまった、というケースがありました。不測の事態に備え、登録責任
　者を常に複数名体制（主担当１名＋副担当１～２名）にされておくようお願いします。
　登録責任者と、代理の方が手続きできる申請の範囲は全く同じで、代理の方ができる申
　請に制限はありません。ただし、システム上、登録責任者代理の登録は必須となってお
　りませんので、代理を登録していない状態でも、申請・承認は可能です。
＊チーム登録担当者複数名体制時の注意点：「支払選択」は、申請したご本人が行って下さい。
　①登録責任者が申請手続を行った申請の「支払選択」を、登録責任者代理の方が押下　
　②登録責任者代理の方が申請手続を行った申請の「支払選択」を登録責任者の方が押下
　して支払手続きを進めることはできませんので、ご注意下さい。
　そういったケースが発生してしまった場合は、静岡県サッカー協会までご連絡下さい。
＊2月13日（月）から 2月28日（火）は、2022/2023年度の重複期間となります。
　この期間中、2023年度の継続申請を途中保存または申請の実行をすると、2022年度の
　申請は一切できなくなります。よって、2022年度の大会出場が全て終わり、新しい登
　録責任者を変更する等、2022年度の申請手続をする必要がなくなってから、2023年
　度の申請をして下さい。
＊チーム連絡先を登録される際、マンション・アパート・ビル名や、部屋の号室を省略して
　入力されているケースが散見されます。JFAからの発送物は、ヤマト運輸のDM便を使っ
　ての発送となるため、これらを省略して入力されると、機関誌等がきちんと届かない場
　合がありますので、省略せずに入力をお願いします。

≪国籍入力≫
　FIFAの規則により、国籍区分の記入が義務化されています。「外国籍」を選択した場合は、
続けて「国籍」を入力して下さい。また、外国籍選手として登録する場合、別途、提出し
ていただく書類があります。
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　2020年度より、今まで書類の提出が免除されていた第４種チームに所属の外国籍選手
も、書類の提出が必要となりました。

≪登録料≫

　　　※①フットサル第1種の静岡県 F 連盟の個人登録料について：年度内の県内移籍の
　　　　　場合は免除。
　　　※②U-18 以下の日本F連盟個人登録料について：2023年度は免除（それ以降は確
　　　　　定していない）
　　　※③監督登録料について：2018年度より、チーム登録時に JFA の公認指導者ライ
　　　　　センス保持者がチーム監督として登録される場合は免除。
               【監督登録料免除の条件】
　　　　　　1）チーム年度初登録時に登録する監督が、JFAID に保有資格の登録が完了
　　　　　　　  している
　　　　　　2）2023 年1月末時点で有効な指導者ライセンスを保有している
　　　　　　3）チーム登録を申請するタイミングで、指導者ライセンスが完全失効して
　　　　　　　  いない
　　　※④ 登録料は「不課税」、JFA年間機関誌購読料は「税込」

≪電子登録証の導入≫
　電子選手証は、メニュー一覧の「選手写真の登録・修正」⇒「写真登録・登録証出力」から、
選手顔写真のデータをアップロードすると、選手証（or 選手登録一覧）の印刷が可能です。
　JFAIDを取得し、選手情報を紐付している選手は、選手自身のマイページからも顔写真
登録が可能です。
　フットサルの監督証は、JFA からリリースされている、KICKOFF アプリでのみ表示ができ
ます。

　　　　  種　別

フットサル 第１種
（Fリーグ／フットサル連盟）
フットサル 第１種
（その他フットサル１種）
フットサル 第２種（U-18）
（フットサル連盟）
フットサル 第２種（U-18）
（その他フットサル２種）
フットサル 第３種（U-15）
（フットサル連盟）
フットサル 第３種（U-15）
（その他フットサル３種）
フットサル 第４種（U-12）
（フットサル連盟）
フットサル 第４種（U-12）
（その他フットサル４種）

JFA JFA静岡県

チーム登録料 個人登録料（×登録人数）

日本
F連盟

東海
F連盟

静岡県
F連盟 静岡県 日本

F連盟
静岡県
F連盟

JFA
機関誌
講読料

監督
登録料

チーム
登録料
合計

個人
登録料
合計

3,000円

3,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

2,000円

9,000円

5,000円

6,000円

4,000円

6,000円

4,000円

6,000円

4,000円

5,000円

5,000円

5,000円

5,000円

5,000円

5,000円

5,000円

5,000円

2,000円

なし

2,000円

なし

2,000円

なし

2,000円

なし

1,000円

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

1,000円

1,000円

700円

700円

500円

500円

なし  

なし  

6,000円

2,000円

700円

700円

500円

500円

なし  

なし  

1,000円

1,000円

なし

なし

なし

なし

なし

なし

2,000円

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

2,000円

なし

2,000円

なし

2,000円

なし

2,000円

なし

1,000円

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし
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　　  電子登録証種類

　　　電子選手証　　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　●
　　　選手登録一覧　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　●
　　　電子監督証（サッカー）　　　　　  ○　　　　　　　○　　　　　　　●
　　　電子監督証（フットサル ）　　　　 ×　　　　　　   ×　　　　　　　●　　　
　　　審判証　　　　　　　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　●
　　　指導者ライセンス証　　　　　　　 ○　　　　　　　○　　　　　　　●

● Ｗｅｂ登録対象手続き

≪追加登録申請≫・・・新規または登録抹消が完了している場合に利用
　『継続登録申請』・『新規登録申請』後に、新たに選手をチームに登録するには、追加登
録申請の手続きが必要です。受付開始は年度初めの手続き後になります。
　Webにて申請後、静岡県サッカー協会（またはJFA）にて申請内容の確認・承認が出来次第、
メールが申請者へ送信されますので、KICKOFFにログインし、支払の手続きを行って下さ
い。支払が済み、システムで入金が確認できると、電子選手証が出力できるようになります。
　追加登録申請の受付は、２０２４年２月２９日（木）まで（支払は３月６日まで）となります。

≪移籍選手追加登録申請≫・・・他チームに登録中の選手を移籍させる場合に利用
　※移籍の場合も、登録料は必要です。
　JFAのフットサル選手の登録と移籍に関する規則第21条に「アマチュア選手がアマチュ
ア選手として移籍したい旨を申し出た場合、移籍元チームは当該移籍を承諾しなければな
らない」と明文化されていることから、アマチュア選手は、自由に移籍することが可能です。
そのため、手続き方法が２つになります。
① 移籍元チームの登録抹消がすでに完了している場合＝手続きは、≪追加登録申請≫と同
　 じです。
② 他チームに登録中の選手を移籍させる場合
　 　移籍先チームが『移籍選手追加登録申請』をすると、移籍元チームに『抹消依頼通知』
　 　が届きますので、『移籍選手抹消申請』をします。その後、移籍選手抹消申請の承認
　　 が完了すると、移籍選手追加申請が承認できるようになります。
　 　この申請は、１名ずつの申請となりますのでご注意ください。また、既に抹消済の
　 　選手はこの申請は利用できません。通常の「追加登録申請」を利用して下さい。

≪選手抹消申請・移籍選手抹消申請≫
　チームから選手を抹消する手続きができます。『移籍選手抹消申請』は、移籍先チーム
から『抹消依頼通知』が届いた場合のみ申請できます。

≪チーム情報変更申請≫
　年度途中のチームに関する変更をする際に行って下さい。
　特に、住所が変わった場合、JFAからの送付物は、ヤマト運輸のDM便にて配送される
ため、郵便局に住所変更届を提出しても転送されません。速やかに「チーム情報変更申請」
で住所を変更して下さい。

PC
（ブラウザ）

スマートフォンタブレット
（ブラウザ）

スマートフォンタブレット
（アプリ）
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　また、監督の交代、コーチを追加等する場合も、こちらから申請できます。ただし、監督や
コーチの情報変更は、自身でやってもらう必要があります。（JFA ID を持っているため）
※JFA公認のフットサルＣ級以上の指導者資格を持っている方は、監督・コーチ登録をする
　ことによって、チーム指導リフレッシュポイント（４年間で２０ポイント）が付与されます。

≪選手情報変更申請≫
　年度途中に、選手の姓が変わったり、年度初めの手続きをした時の入力間違いに気づい
たりした時などに、選手情報を修正できます。ただし、選手自身が既にJ FA ID を取得し、
フットサル選手としての紐づけを行っている場合は、選手自身が KICKOFF のマイペー
ジより変更をすることにより、チームの登録情報に反映されます。

● Ｗｅｂ登録対象外手続き

◆選手登録関連書式（ＪＦＡ書式）一覧

　　　　　                                                                                             　 ○　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  JFA指定口座へ
　　書式第 3-1 号　ユニフォーム広告掲示申請書　　　　　 　　　　　　     　 ○
　　書式第 3-2 号　ユニフォーム広告掲示申請書（クラブ用）　　　　　　　 県協会指定口座へ
　　書式第  6  号　国際移籍選手登録申請書　　　　   　　　　　　○　　　　－
　　書式第 7-1号　外国籍選手登録申請書（18歳以上）　　　　　　○
　　書式第 7-2号　外国籍選手登録申請書（18歳未満）　　　　      ○　
　　書式第 7-3号　FIFAによる登録前審査依頼書　　　　　　　   ○　　　    　   　　
　　書式第 8-1号　外国籍選手登録申請書
　　　　　　　　 （外国籍扱いしない選手）（18歳以上）
　　書式第 8-2号　外国籍選手登録申請書　　　　　　　
　　　　　　　　 （外国籍扱いしない選手）（18歳未満）
　　書式第9-1号　国際移籍証明書発行申請書
　　　　　　　　（日本国内⇒海外チーム）
　　書式第9-2号　国際移籍証明書発行申請書
　　　　　　　　（海外⇒日本国内チーム）

　　書式第 12 号　クラブ申請書　（※URL変更有）

≪書式第 1号　選手登録区分申請書≫
▼登録区分「プロ」の選手が「アマチュア」に変更する場合に必要な手続きです。
　・申 請 料　：　5,000 円（不課税）
　・振 込 先　：　申請書に記載のＪＦＡ指定口座
　・提出書類　：　選手登録区分申請書（書式第 1号）　※振込明細写しを添付
　・提出方法　：　① KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　または、
　　　　　　　　　② 静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

添付
書類

書式
変更有

Google
フォーム

書　式　名　　　　　　　　　　　備考　　　 　　 申請料

書式第  1　号　選手登録区分申請書　　　　　　　　　　　　　○

○

○

○

×

○ ○

－
－
－

－

－

－

JFA指定口座へ

42



≪書式第 3-1号、3-2 号　ユニフォーム広告掲示申請書≫
▼ユニフォームに広告を掲出する場合に必要です。申請にあたっては、日本サッカー協会
　の「ユニフォーム規程」を確認して下さい。承認されない場合もありますので、不明確
　なスポンサー等につきましては事前にご相談下さい。（特に 2～ 4 種の場合、業種が制
　限される場合があります。）また、内容についてはできる限り詳細を記入して下さい。
　（2023年度から、申請書に代表者様の押印が不要になりました。）
▼サイズの測り方は、縦の最長辺×横の最長辺＝面積（長方形）です。　
▼クラブ申請しているクラブで、所属の複数チームが同じ広告を掲示する際は書式 3-2 
　（クラブ用）を提出して下さい。
　・申 請 料　：　１カ所につき、10,000 円＋消費税（1,000 円）
　・振 込 先　：　静岡県サッカー協会の登録用口座
　・提出書類　：　ユニフォーム広告掲示申請書（書式第3-1号）、（書式第3-2号・クラブ用）
　　　　　　　　　掲示する広告の内容（画像、写真、サンプル等）、振込明細写し
　・提出方法　：　静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

≪書式第 6号　国際移籍選手登録申請書≫　
▼前所属が海外チームの選手を、日本国内のチームへ移籍登録する際に使用
　海外チームで登録していた選手は、まず国際移籍証明書発行申請書（書式第 9-2 号）を
　提出して下さい。
　・提出書類　：　①国際移籍選手登録申請書（書式第 6号）
　　　　　　　　　②移籍元国協会発行の国際移籍証明書の写し
　　　　　　　　　③外国籍選手の場合＝在留カード（両面）、特別永住者証（両面）　　
　　　　　　　　　   住民票、上陸許可証＋査証のうち、いずれかの写し
　　　　　　　　　　日本国籍選手の場合＝住民票の写し
　　　　　　　　　④上記身分証に記載の氏名と異なる名前で登録することを希望する場
　　　　　　　　　   合、希望する氏名表記にて
　　　　　　　　　　生活している実績を証明する書類（学生証、社員証等）の写し
　・提出方法　：　①KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　または、
　　　　　　　　　②静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

≪書式第 7-1号、7-2 号　外国籍選手登録申請書≫
▼海外チームでフットサル選手として登録したことがない外国籍選手を登録する際、また
　は国籍区分を登録／変更する際に使用
　18歳以上の選手は「書式第 7-1 号」、18歳未満の選手は「書式第 7-2 号」を使用
　・提出書類　：　①外国籍選手登録申請書（書式第 7-1号・18 歳以上）、（書式第 7-2号・
　　　　　　　　　　 18 歳未満）
　　　　　　　　　②外国籍選手：在留カード（両面）、特別永住者証明書（両面）、住民
　　　　　　　　　   票（国籍、在留資格の省略不可）、査証＋入国許可証のうちいずれ
　　　　　　　　　　かの写し
　　　　　　　　　③帰化選手の場合＝戸籍謄本、官報、パスポートのうち、いずれかの写し
　　　　　　　　　④上記身分証に記載の氏名と異なる名前で登録することを希望する場
　　　　　　　　　   合、希望する氏名表記にて生活している実績を証明する書類（学生
　　　　　　　　　　証、社員証等）の写し
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　・手続注意　：　外国籍選手で初登録の 18歳以上選手⇒宣誓書-1 への署名が必要。
　　　　　　　　　外国籍選手で初登録の18 歳未満選手⇒宣誓書-2または宣誓書-3への
　　　　　　　　　署名と、保護者の同意書が必要。
　　　　　　　　　2019年度まで提出が免除されていた、種別区分が「第４種」のチー
　　　　　　　　　ムに新たに登録する外国籍選手も、申請書が必要。
　・提出方法　：　① KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　　または、
　　　　　　　　　② 静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

≪書式第 7-3 号　FIFAによる登録前審査依頼書（18歳未満）≫
▼FIFA 規則の例外が適用されるか否か、登録前の審査を FIFAに依頼する際に使用。
　《FIFA 規則の例外》は以下の 3項目
　　•選手は、留学期間が 1年未満の留学生である。
　　•選手は、留学期間が 1年以上の留学生で、1年以内に 18歳になる。
　　•選手は、難民である。
　・添付書類　：　FIFAの指定する書類（申請書に記載あり）
　・手続注意　：　登録前審査となるため、FIFA承認が得られてから、国内登録の手続
　　　　　　　　　きに進みます。
　　　　　　　　   FIFAが審査するため、提出いただく書類はFIFAの公用語で作成する
　　　　　　　　　必要があります。原本が日本語で作成されている書類は、その対訳も
　　　　　　　　　併せてご用意ください。申請をしてから回答を得るまでに 2ヶ月程度
　　　　　　　　　要する場合があります。
　・提出方法　：　本依頼書に、全ての提出書類を添えて、JFAへメールで送信。

≪書式第 8-1号、8-2 号　外国籍選手登録申請書（外国籍扱いしない選手）≫
▼一定の条件を満たした外国籍選手を「外国籍扱いしない選手」として登録する際に使用
　加盟チームで外国籍選手が３名登録されている場合、以下 2 つの条件を満たす 1名の選
　手を外国籍扱いしない選手として登録可能。
　　　　　　　　　条件 1：出生地が日本である。
　　　　　　　　　条件 2：学校教育法第 1 条校に該当する小学校または中学校に在学中
　　　　　　　　　　　　　または卒業している。
　　　　　　　　　条件2’：学校教育法第 1 条校に該当する高等学校または大学を卒業し
　　　　　　　　　　　　　ている。
　　　　　　　　　※インターナショナルスクールや朝鮮学校等は学校教育法第 1 条校に
　　　　　　　　　　含まれない場合がありますので、ご注意下さい。
　・提出書類　：　①外国籍選手登録申請書（外国籍扱いしない選手）（書式第 8-1号・18
　　　　　　　　　　歳以上）、（書式第 8-2 号・18 歳未満）
　　　　　　　　　②在留カード（両面）、特別永住者証明書（両面）、住民票のうちいずれ
　　　　　　　　　　かの写し
　　　　　　　　　③在学 /卒業証明書
　　　　　　　　　④18歳以上選手⇒宣誓書 -1（外国籍選手で初登録の場合）、宣誓書 -4
　　　　　　　　　   18 歳未満選手⇒宣誓書 -4
　　　　　　　　　⑤上記身分証に記載の氏名と異なる名前で登録することを希望する場
　　　　　　　　　　合、希望する氏名表記にて生活している実績を証明する書類（学生
　　　　　　　　　　証、社員証等）の写し
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　・提出方法　：　①KICKOFF で申請時に、書類をアップロードする　　または、
　　　　　　　　　②静岡県協会事務局に郵送、または、ＰＤＦ等にしてメールで送信

≪書式第 9-1号、9-2 号　国際移籍証明書発行申請書≫
▼選手が、①チームに所属する選手が、日本から海外に移籍する場合、または、②チームが、
　海外から日本へ移籍する選手を獲得する場合に使用（2023年度から、申請書に代表者様
　の押印が不要になりました。）
　・手続注意　：　①の場合、該当選手の登録抹消をすること
　　　　　　　　　　　 　　  移籍する選手本人の同意を取り付けること
　　　　　　　　　②の場合、日本国内チームへの登録手続きは、書式第 6号を利用する
　　　　　　　　　　　　　　こと
　・申 請 料　　：　①の場合、不要
　　　　　　　　　②の場合、１０，０００円　+　消費税（1,000 円）
　・振 込 先　　：　申請書に記載の JFA 指定口座
　・提出書類　：　①の場合、国際移籍証明書発行申請書（書式第 9-1号）　
　　　　　　　　　②の場合、国際移籍証明書発行申請書（書式第 9-2 号）※振込明細写
　　　　　　　　　しを添付 と、パスポートの顔写真のページの写し
　・提出方法　：　申請書に記載のJFAのアドレス宛に、メールで送信または、郵送で送付
　　　　　　　　　（静岡県協会事務局に郵送、または、PDF等にしてメールで送信しても可）

≪書式第 12号　クラブ申請書（Google フォームに移行）≫
▼次の４つの条件を満たしているチームが、クラブとして認可を受けるために使用
　・条　　件　：　①同一都道府県サッカー協会に所属する登録チームで構成されている
　　　　　　　　　　こと
　　　　　　　　　②同一競技のチームで構成されていること（サッカーとフットサルにま
　　　　　　　　　　たがる申請は認められない）
　　　　　　　　　③異なる年代の複数のチームで構成されていること（女子の場合は、
　　　　　　　　　　種別区分が異なること）
　　　　　　　　　④統一的な運営組織を持っていること
　・提出方法　：　Google フォームに情報を入力して申請して下さい。
　　　　　　　　　2023年　書式12号　クラブ申請＜フォーム＞ ( google.com)

≪申請料等振込口座≫
　スルガ銀行　静岡南支店　普通預金　１６９８７９４
　口 座 名 義 　一般財団法人静岡県サッカー協会　チーム選手登録

　※ユニフォーム広告掲示申請料、（海外遠征申請料）は、上記へ振込。
　※『選手区分登録申請料（5,000円）』、『国際移籍証明書発行申請料（10,000円+消費税）』
　　は、申請書に記載の JFA指定口座へ振込。
　＜JFAに振込時には、振込依頼人の前にチーム登録番号（7桁）を入力または記入すること。＞
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≪静岡県サッカー協会事務局　提出先≫
　【住　所】　〒420-0031　静岡市葵区呉服町 2-1-5　５風来館 5階
　　　　　　一般財団法人静岡県サッカー協会
　【電　話】　０５４－２６６－５２８０　　　【ＦＡＸ】０５４－２６６－５２８１
　【メ―ルアドレス】　soccer-shizuoka054@dream.ocn.ne.jp   （登録関係専用）

≪ＪＦＡ登録サービスデスク≫　
　KICKOFF の操作に関する質問は、ＪＦＡ登録サービスデスクまでお問い合わせ下さい。
　【電　　話】　０５０－２０１８－１９９０（代表）　※最初の音声ガイダンスで〔1〕を選んで下さい。
　【営業時間】1月４日～ １月 31日＝平日：10：00 ～18：00　※祝日を除く
　　　　　　 ２月１日～ ３月 31日＝平日：10：00 ～18：00、土曜日=10：00～17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　※祝日を除く
　　　　　　 ４月１日～ 12月 27日＝平日：10：00 ～18：00　※祝日を除く
　【お問い合わせフォーム一覧】
　　　　　　 KICKOFFに関して、よくある質問に対応した、お問い合わせフォームがあ
　　　　　　 ります。
　　　　　　 例：JFA ID「ログイン不可 /保有資格登録不可」問合せ専用フォーム
　　　　　　　　　JFA ID「基本情報の修正依頼」専用フォーム（ご本人による情報修正が
　　　　　　　　　制限されている場合のみ）
　　　　　　　　 指導者　退会申請　専用フォーム　等
　　お問合せフォーム一覧はこちら | JFA ID/KICKOFF よくあるお問い合わせ (tayori.com)

ご ふ く かん
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　　2023（令和５）年度 事業計画・重点目標
　　SHIZUOKA PREF. FOOTBALL ASSOCIATION

◎ SFAの理念
　サッカーを通じ、県民の心身の健全な発達と静岡県のスポーツの振興に貢献し、豊かな
スポーツ文化を醸成する。

◎ SFAのビジョン
　サッカーの普及に努め、スポーツをより身近にすることで、人々が幸せになれる環境を
作り上げる。サッカーの強化に努め、静岡県代表が日本で、世界で活躍することで、人々
に勇気と希望と感動を与える。常にフェアプレーの精神を持ち、国内の、さらには世界の
人々と友好を深め、国際社会に貢献する。

◎ PRIDE  SHIZUOKA「SHIZUOKA SPIRITS & SHIZUOKA WAY」継承

　　　　静岡サッカーの「競技力」・「求心力」・「ブランド力」の継続・発展
　　　　　　　静岡県 FAの強み・弱み・持続・改善・目標・実現へ

◎ 暴力や暴言、ハラスメントのない健全なサッカー環境の実現
　　　　　［JFAサッカーファミリー安全保護宣言］
　① サッカーにおける暴力・暴言を根絶します（ゼロトレランスの実現）。
　② 子どもたちをハラスメントから守ります。
　③ 子どもたちの健康を守ります。
　④ 良い指導者の養成と有資格指導者を適正に配置します。
　⑤ 暑熱環境下等でのサッカー環境を改善します。
　⑥ 年齢・性別・障がい・人種に関係なく、サッカーを楽しめる環境を整備します。

◎ ［2023 年度の重点目標］
　■ 「存在感ある強い静岡を目指す」
　■ 「キッズからシニアまでのサッカーファミリーの拡大」
　■ 「ウェルフェアオフィサー継続推進 暴力・暴言の根絶 ゼロトレランス実現」
　■ 「育成年代における国際試合を経験する環境構築」
　■ 「女子ジュニアユース年代の育成と強化」
　■ 「静岡県高校サッカー強化プロジェクトの積極的推進」
　■ 「国体成年・少年・少女の強化」
　■ 「チャレンジドサッカーフェステイバルのさらなる推進」

１．代表強化
　① 2 種・3種・4種の各カテゴリー別に、トレセン活動における環境整備を行い、競技
　　力向上に努める。
　② 育成年代 (U-15) の強化及び人材養成を目的に、静岡ゴールデンサッカーアカデミー
　　 2023「静岡ユース (U-15) サッカー選手権大会」を開催する。
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　③ 2023「SBSカップ国際ユースサッカー」を開催し、静岡県ユース年代（少年・少女）の
　　 強化を図る。　
　④ 少年・少女・成年 3部門の鹿児島大会出場と、本大会での優秀な成果を挙げるため、
　　 FAコーチを中心に強化を図る。
　⑤ 静岡県高校サッカー強化プロジェクト等、様々な強化策を実施する。
　⑥ 女子ジュニアユース年代の育成と強化を行う。
  
２．活性化推進事業の充実
　47FA一括補助金有効活用
　　・普及事業（登録拡大推進事業）　　 ・審判事業　　　・競技会運営事業　　　　
　　・育成事業　　　　　　　　　　　　　・強化事業　　　・トップリーグ連携事業
　　・基盤（新規「しずおか学校訪問プロジェクト」)

３．指導者養成　
　① 指導者養成講習会開催
　　・FAコーチを中心とした B級指導者講習会を静岡 FAで開催する。
　　・C級、D級指導者講習会の充実を図る。
　② 人材育成の充実を図る。
　　・静岡ゴールデンサッカーアカデミー、SBS 国際ユースサッカー開催時に、JFA・Jリー
　　  グとの連携により指導者研修 ( 技術・審判 ) の場を提供する。

４．審   判　
　① 審判の普及に努め、審判登録者数を増やす。
　② 審判員の育成・強化に努める。
　③ ユース審判員の育成に努める。
　④ 女子審判員の発掘と育成に努める。
　⑤ 審判指導者の育成に努める。
　⑥ 子供たちにRESPECT、フェアプレーの大切さを伝える。

５．女   子
　① 鹿児島国体出場を目的に強化を図る。
　② 皇后杯、なでしこリーグ２部入替予選会戦、全日本O-30 女子サッカー大会、全日本
　　 女子フットサル選手権等主管事業の運営協力をする。
　③ 女子ジュニア年代、ユース年代での顕著な活躍を継続していくため、指導者相互の
　　 研修を推進する。
　④ フットサル静岡県女子選抜の全国大会出場を目指す。
　⑤ SBS カップでのU-16 少女の試合実施。
　⑥ なでしこひろば、ガールズフェスティバル等により登録拡大を図る。
　⑦ 県と連携し、JFAアカデミー福島のレガシーとなる新たな強化策の検討を進める。
　　 （女性ユースダイレクターの設置）

６．国内競技会・フェスティバル
　① 国際試合の開催
　　・男子U-22オリンピック代表戦
　　・2023 SBSカップ国際ユースサッカー
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　　・GSA2023【静岡ユース (U-15) サッカー選手権大会】
　　・2023 磐田U-12 国際サッカー大会
　② 天皇杯、皇后杯の開催
　③ JFA 全日本O-50 サッカー大会
　④ JFA 全日本O-30 女子サッカー大会
　⑤ JFA フェスティバル開催 ( 普及推進 )

７．フットサル　
　① 各種別リーグの充実により、県内チームの競技力の向上を図る。
　② 各種別での全日本フットサル選手権において、全国大会への出場ならびに全国優勝を
　　 目指すチームの輩出を目指す。
　③ 全国大会の誘致を行い、競技力だけでなく運営力の向上を図る。
　④ 育成年代での招待大会や各種フェスティバルの開催を行い、フットサルの普及とフット
　　 サル及びサッカーの登録拡大を図る。
　⑤ Fリーグアグレミーナ浜松の支援とともに、県内から日本女子フットサルリーグ（WF
　　 リーグ）参入を目指すチームの輩出へ向け支援態勢を整える。

８．施   設　　
　① エコパ（小笠山総合運動公園）の指定管理事業の効果的な運用
　② 第 5期指定管理選定に向け、プロジェクトチームを立ち上げ準備を進める

９. ガバナンス・コンプライアンスの強化
　① 不祥事根絶のための、各種規程の整備及び行動規範の徹底。
　② 新たな会計システムの導入
　③ 事案発生時の迅速な対応（JFAとの連携）。
　④ SFA規律裁定委員会、暴力相談窓口の活用。
　⑤ ウェルフェアオフィサー研修会の実施。
　
10．広   報
　① HP・SNS 等の活用にSFAの活動を情報発信する。
　② メディアへの情報提供。( 事業のプレスリリース )
　③ 支部・委員会との連携により広報の充実を図る。
　④ JFAサッカー応援番組への協力。
 
11.　普及・登録拡大（JFA・SFA）
　① シニア、大学生を活用した「しずおか学校訪問プロジェクト」の実施により、登録拡大を図る。
　② JFAのKICKOFFシステム利用促進をする。
　③ 運営責任者会議における月別統計推移の確認、登録数の減少に対する分析・検証。
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2023年度 一般財団法人 静岡県サッカー協会 事業計画及び事業別予算
2023/2/15

SFA No.                         JFA No.      JFA      

1 2023 1 2 3 2023 4 2 10 29 2,880 180 2,520 180  180

2 2024 JFA 104 2024 2 18 5 5 2,045 0 1,320 725  1,320

3 30  2023 6 4 7 16 605 305 300

4 2023 5 2023 11 12 12 10 415 180 75 160  160

5 29 O-35 2024 1 28 2 11 320 130 90 100  100

6 2023 2024 1 14 60 35 25  25

7 2023 2023 6 10 6 11 255 30 225

8 2023 2023 9 2 9 3 400 400

9 38 2023 5 13 12 27   690 270 420

10 22 2023 9 9 10 21   150 90 60

11 22 2023 5 13 5 27   105 45 60

12 71 2023 5 13 6 4 1,810 400 110 1,300  830  470 NHK 110

13 2023 SBS 76 2023 8 17 20 4,707 2,000 2,707  2,707

14 102  5 2023 9 16 11 11 11,920 300 20 600 530 10,470  20

15 2023 2024 1 13 28 1,350 300 1,050  910  140

16 JFA U-18 2023 6 2023 4 1 12 3,470 1,100 720 1,650 1,100

17 2 69 2024 3 20 25 10,100 4,600 2,680 2,820  2,820

18 17 U-16 2024 3 ( ) 0

19 64 2023 4 1 2024 3 31 800 800

20 39 2024 3 9 1,250 250 1,000

21 2023 U-15 GSA 75 2023 10 7 9 14,150 1,650 2,500 10,000

22 U-15 77 2023 5 350 350

23 78 2023 11 2024 2 150 150

24 76 2023 7 24 29 790 150  640

25 39 U-14 2023 12 2 16 IAI 574 350 224

26 44 1 2024 1 27 2 4 430 350 80  350

27 JFA U-15 U-13 2023 7 2023 9 1 2024 3 31 2,000  2,000

28 71 2023 4 1 2024 3 31 900 900

29 2023 6 4 2024 1 21 600 600

30 62 2023 4 1 2024 3 31 1,000 1,000

31 31 U-15  2023 5 20 28   100 100

32 U-14) 2023 2023 11 3 12 10 IAI 600 250 350

33 37 8/11 13 8/17 20 IAI 27,153 250 17,769 4,334 4,800  4,800

34 ( ) 1 2023 6 10 11 450 450

35 2023 CUP U-12 2023 6 4 10 11 G 750 550 200  550

36 17 80 2023 9 3 970  550 320 100  550

37 38 U-10 81 2023 10 29 11 5 1,525 385 320 500 320  385  320

38 JFA 47 U-12  79 2023 11 12 23 815 100 55 160 200 200 100   55  200 4  100

39 CUP BOY'S & GIRL'S Football2023 2023 11 19 990 990 ( ) 990

40 22 U-7 8 9) 2023 10 15 1,700 1,700 1700SFA No.                         JFA No.      JFA      

41 NTT 56 U-12 2024 2 3 4 11 2,930 1,650 640 640 NTT(S ) 1650  640

42 39 U-11 2024 2 24 25 1,025 385 320 320  385  320

43 JFA U-12 2023 8 2023 4 1 2024 3 31 1,200 400 800  

44 JFA U-11 2023 9 2023 4 1 2024 3 31 550 300 250

45 JFA U-10 2023 10 2023 4 1 2024 3 31 550 300 250

46 2023 U-11 8 2024 2 10 11 230 50 100 80  100

47 2023 7 U-12 82 2023 7 28 30 620 120 400 100  100

48 7 U-12 2024 1 27 28 530 100 280 150  150

49 2023 U-10 8 2023 10 28 29 230 50 100 80  100

50 4 68 2024 3 20 24  4,600 2,000 2,600

51 96 2023 4 1 2024 3 31 350 350

52 31 U-11  86 2024 1 13 14 330 130 200

53 39 2023 4 2024 2 950 150 800

54 JFA 45  2023 7 8 350 100 110 140  110

55 JFA 28 U-15  2023 9 10 340 50 110 180  110

56 JFA 27 U-18  2023 9 10 155 80 55 20  55

57 71  2023 4 15 6 4 300 150 150  150

58 32  2023 8 26 10 22 645 150 495  495

59 5 2023 12 16 2024 1 28 200 100 100   100

60 19 85 2023 4 2024 2 400 150 250

61 19 84 2023 4 16 2024 2 25 310 60 250

62 47 2024 1 2 110 100 10

63  in 23 2023 4 1 2024 3 31 G 628 228 400

64  in 24 2023 4 1 2024 3 31 250 250

65  in 25 2023 4 1 2024 3 31 400 400

66 JFA  in SHIMIZU 26 2023 4 1 2024 3 31 J-STEP 460 60 400

67 JFA 2023 15 2023 4 1 2024 3 31 IAI 630 330 300  330

68 JFA U-12 2023 21 17 2023 9 23 24 380 80 300

69 JFA U-15 2023 16 2024 1 13 14 300 300

70 70 2024 3 22 3 27 5,180 1,380 3,800

71-1 JFA 66-12 2023 4 1 2024 3 31 2,715 2,715

71-2 JFA U-6 66-1 2023 4 1 2024 3 31 323 323

71-3 JFA U-6 66-2 2023 4 1 2024 3 31 270 270

71-4 JFA U-6 66-3 2023 4 1 2024 3 31 270 270

71-5 JFA U-6 66-4 2023 4 1 2024 3 31 298 298

71-6 JFA U-6 66-5 2023 4 1 2024 3 31 323 323

71-7 JFA U-8 U-10 66-6 2023 4 1 2024 3 31 327 327

71-8 JFA U-8 U-10 66-7 2023 4 1 2024 3 31 287 287

71-9 JFA U-8 U-10 66-8 2023 4 1 2024 3 31 287 287

71-10 JFA U-8 U-10 66-9 2023 4 1 2024 3 31 301 301

71-11 JFA U-8 U-10 66-10 2023 4 1 2024 3 31 327 327
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SFA No.                         JFA No.      JFA      

124 20 2023 5 28 500 500  500

125 3 2023 4 11 150 150

126 4 2023 4 1 2024 3 31 280 0 0 0 280 0 0 2023

127 73 2023 4 1 2024 3 31 2,000 0 0 0 2,000 0 0

128 74 2023 4 1 2024 3 31 400 0 0 0 400 0 0

129 95 2023 4 1 2024 3 31 250 250

130 67 2023 4 1 2024 3 31 200 0 0 0 200 0 0

131 97 2023 4 1 2024 3 31 200 200

132 (U-16) 2023 10 1 2024 3 31 4 600 600

133 65 2023 4 1 2024 3 31 800 800

15,696 13,075 37,169 46,980 29,108 29,297

                             JFA      

134 55 2023 9 12 ( )

135 50 U-15 2024 3 ( )

136 2024 3 ( ) 220 220

137 U-16 2024 3 ( )

138 30 2024 1 ( )

139 U-11 2024 1 ( )

140 CUP JA 24 2023 7 8 9 7 15 17 U15: G,U18:J-STEP

141 38 2023 12 23 24

142 37 2023 5 3 5

143  in ECOPA 2023 2023 5 13 14 1,940 300 500 990 150  150

144 2023 U-12 2023 7 8 ( )

145 2023 U-15 2024 3 ( ) 0

146 2024 3 20 3 25 3,200 3,000 200

147 IAI U-12 in S 2023 4 1 2024 3 31 4,570 3,850 720 IAI 3,000 → 3,850 (6/15)

9,930 300 4,570 4,710 0 0 350

                             JFA      

148 JFA 103 1 2 3 4 2023 5 20 IAI / /

149 59  2023 7 1 7 2 650 0 650 JFA 650

150 50 2023 5 20 5 21 100 0 100  100

151 30 2023 8 5 8 6 350 0 350 JFA 300  50

SFA No.                         JFA No.      JFA      

90 JFA 29 U-15  2023 9 11 ( ) 220 100 120

91 JFA 10 U-18  91 2023 6 ( ) ( ) 300 80 120 100

92 JFA 29  93 2023 9 12 ( ) 740 400 240 100

93 2023 2023 5 2024 2 ( ) ( ) 2,300 2,200 100  100

94 2023 87 2023 5 2024 2 ( ) ( ) 750 650 100

95 21 2024 2 3 ( ) 560 360 200  200

96 18 U-18 2023 2023 6 12 ( ) ( ) 350 50 300

97 17 U-15 2023 89 2023 6 12 ( ) ( ) 300 100 200

98 JFA 20  90 2023 11 12 ( ) 230 30 150 50

99 13 U-12 2024 2 ( ) ( ) 200 100 100

100 2023 88 2023 8 2024 3 ( ) ( ) 190 40 150

101 O-30 2023 27 2023 4 2024 1 ( ) ( ) 360 60 300

102 U-15 2023 28 2024 1 3 ( ) ( ) 130 30 100

103 4 2023 29 2023 10 2024 1 ( ) ( ) 550 400 150

104 O-40 2023 30 2023 8 2024 3 ( ) ( ) 160 60 100

105 JFA 14 U-15  92 2023 11 ( ) ( ) 98 48 50

106 JFA 2023  in 18 2024 1 ( ) 300 300

107 JFA 2023  in 19 2023 9 ( ) 300 300

108 JFA 2023  in 20 2023 12 ( ) 300 300

109 2023 94 2023 5 11 ( ) 200 100 50 50  50

110 72 2023 4 1 2024 3 31 500 500

111 JFA 2 2024 1 3 150 150

112 5 U-16 2023 6 11 2024 2 18 600 600  

113 2023 4 1 2024 3 31 3,223 1,050 2,173

114 U-18  63 2023 4 1 2024 3 31 1,700 500 1,000 200  100  100

115 U-16 2023 10 1 2024 3 31 900 211 689

116 2023 4 1 2024 3 31 1,880 880 1,000

117 2023 10 1 2024 3 31 1,000 1,000

118 U-12 U-11 60 2023 4 1 2024 3 31 2,400 1,200 1,200

119 5 2023 4 1 2024 3 31 2,300 300 2,000

120 5 2023 4 1 2024 3 31 3,030 500 2,530

121 5 2023 4 1 2024 3 31 3,300 500 2,800

122 C D 2023 4 1 2024 3 31 1,300 1,300

123 GK 61 2023 4 1 2024 3 31 600 600

2023年度 一般財団法人 静岡県サッカー協会 事業計画及び事業別予算

SFA No.                         JFA No.      JFA      

71-12 JFA 66-11 2023 4 1 2024 3 31 372 372

72 21 2023 4 1 2024 3 31 190 190

73 JFA 22 2023 4 1 2024 3 31 1,000 1,000

74  in 2023 4 1 2024 3 31 310 110 200  110

75 IAI  in 2023 4 1 2024 3 31 IAI 385 110 275  110

76  in 2023 4 1 2024 3 31 435 110 325  110

77 JFA U-6  in 14 2023 4 1 2024 3 31 300 300

78 JFA U-8 U-10  in IAI 13 2023 4 1 2024 3 31 IAI 300 300

79 JFA U-6  in 11 2023 4 1 2024 3 31 300 300

80 JFA U-6  in 12 2023 4 1 2024 3 31 300 300

81 44 40 /50 /60 /70 /75 /80 83 2023 4 2024 2 7,700 600 1,100 6,000

82 JFA 23 0-60 ( ) ( ) 2023 5 12 5 14 2,550 100 2,000 200 250  100  250 JFA  200

83 JFA 17 O-70 ( ) ( ) 2023 5 12 5 14 2,550 100 2,000 200 250  100  250 JFA  200

84 JFA 22 O-50 ( ) ( ) 2023 6 24 6 26 700 100 400 200  100  200 JFA  400

85 JFA 11 O-40 ( ) ( ) 2023 9 30 10 2 2,250 100 1,750 200 200  100  200 JFA  200

86 34  2023 10 211 50 130 31  130  31

87 35  2023 10 28 10 31 1,600 200 1,400

88 JFA  33 U-12  2023 6 ( ) ( ) 470 350 120

89 21 U-12 2024 2 3 ( ) ( ) 180 100 80
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2023年度 一般財団法人 静岡県サッカー協会 事業計画及び事業別予算

SFA No.                         JFA No.      JFA      

152 JFA U-18 2023 2023 4 2023 12 J-STEP

153 JFA U-18 2023 2023 4 2023 12

154 33 U-12 2023 4 1 2024 3 31 100 100

155 JFA 28 U-15  2023 11 4 18 670 360 310

156 JFA 28 U-15 2023 12

157 JFA 45 2023 11 2024 2

158 JFA 35 O-30 2024 3

159 JFA 22 O-50 2023 6

160 15  2023 6 ( ) ( )

161 2023 U-18  2023 12 ( )

162 JFA 10 U-18  2023 8 3 6

163 2023 2023 9

164 2023 2023 6 2024 2

165 1 2 2024 2 ( ) ( )

1,870 100 0 360 0 1,410 0

                             JFA      

166 3,729 0 0 1,929 1,800 0 0

166-1 31 2023 1 3 440 160 280

166-2 U-18 32 2023 4 11 620 520 100

166-3 U-14 33 2023 11 11 18 164 64 100

166-4 52  ( 34 2023 9 650 400 250

166-5 U-12 U-15 35 2023 4 1 2024 3 3 31 925 645 280

166-6 O-40 O-50 36 2023 4 16 5 21 360 90 270

166-7 U-12 U-15 U-18 37 2023 4 1 2024 3 31 420 50 370

166-8 38 2023 10 1 2024 3 31 150 150

167 2,870 220 150 360 1,700 0 440

167-1 21  ( 39 2024 3 9 3 10 J-STEP 150 150

167-2 51 U-12  ( 40 2023 12 16 17 1,320 220 150 360 150  440

167-3 41 2023 4 1 2024 3 31 IAI 450 450

167-4 42 2023 4 1 2024 3 31 500 500

167-5 43 2023 4 1 2024 3 31 450 450

168 2,300 0 400 200 1,700 0 0

168-1 43 44 2023 7 16 700 700

168-2 31 U-11 45 2024 1 800 400 200 200

168-3 3 46 2023 4 1 2024 3 31 200 200

168-4 Shizuoka City Football Academy 47 2023 9 2023 12 300 300

168-5 Shizuoka City Football Academy Ladies 48 2023 5 2024 2 300 300

169 1,700 0 0 0 1,700 0 0

169-1 49 2023 4 1 2024 3 31 1,200 1200

169-2 50 2024 2 500 500SFA No.                         JFA No.      JFA      

170 2,005 0 0 205 1,800 0 0

170-1 51 2023 8 1 2024 2 28 300 300

170-2 52 2023 4 1 2024 3 31 300 300

170-3 53 2023 9 1 11 30 300 300

170-4 2 54 2024 3 26 30 300 300

170-5 16 55 2023 11 45 5 40

170-6 56 2023 5 1 2024 3 31 250 200 50

170-7 57 2023 4 1 2024 3 31 170 170

170-8 3 4 58 2022 5 1 6 30 100 100

170-9 59 2022 4 1 2023 3 31 240 240

17,750 220 550 2694 8,700

16,316 17,645 44,933 55,680 14,404

, ,

←事務経費
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2023年度 種別・専門委員会関連事業予算明細

科　　目　　内　　訳

国体合宿・遠征事業（県スポ振からの補助）

２種委員会　強化費

３種委員会　強化費

４種委員会　強化費

女子委員会　強化費

ジュニア合宿

県トレーニングセンター

スキルアップ促進事業（概算）

国体健康検査料補助費（概算）

国体派遣費（概算） 　トレーナー

国体派遣費（概算） 　東海国体・本国体

ジュニア海外強化

ICT活用費用

国体報奨金強化事業

指導者スキルアップ促進事業（実地研修・外部指導者の招聘）

備　　　考

予算時 8,000 千円

県体育協会補助金

県体育協会補助金（5,000円×47名）

交通費

スポーツ振興課補助金（実施後決定）

スポーツ振興課補助金

スポーツ振興課補助金

県体育協会補助金

県体育協会補助金

2023年度
予　算

7,940 

300

270

510

155

3,872

4,280

1,000

235

0

0

200

900

480

373

県スポ振・ジュニア育成補助金＋県協会補助金、
JFA支援金は除く

（単位 ： 千円）
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一般財団法人 静岡県サッカー協会  組織図

［評議員会］
・定款の制定・変更
・評議員会規定の制定
・理事・監事の選任
・役員等の報酬の決定
・決算書類の承認等

評議員会・理事会の議決
　・評議員会、理事会とも議決に加わることができる評議員・理事過半数が
  　出席し、その過半数をもって行う。代理出席や書面評決は認められない。

［運営責任者会議］・・・月例会
・業務の運営および連絡等
・主催事業、主管事業、名義主催事業、
   後援事業の決定

［理事会］
・予算の策定
・決算書の作成
・諸規定並びに規則の
　制定
・各委員会、委員の任命
・事務局並びに各委員会
　の職務制限の制定等

評議員会

理事会

事務局

評議員

運営責任者会議

各支部 各種別委員会 各専門委員会

代表
理事

業務代行
理事

理事

監事
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2023年度 役員等名簿

役　職

評議員会長
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員
評議員

氏　名

赤座　弘一
岩崎　清悟
南谷　光一
澤田　嘉男
綾部美知枝
入江　　勉
髙橋　　均
三浦　哲治
寺内　誠一
今田　智久
岡本　知之 
井上　和宏

役　職

会　長・代表理事
副会長・代表理事
副会長・代表理事
副会長・代表理事
専務理事・業務執行理事
常務理事・業務執行理事

理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

氏　名

大石　　剛
山本   昌邦
服部   康雄
大榎  　克己
遠藤   文朗
八木　利眞
西澤   和剛
鈴木   秀人
膳亀   信行
渡辺   裕年
竹澤   和子
小野田光利
岡田   真理
松井　和子
水田   伸一
河野  　  誠
浅井　政則
関谷   綾子
冨岡　寿浩
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2023年度 役員等名簿

東　部　支　部
役　職
会　長
副会長
副会長
副会長
副会長
理事長
副理事長
副理事長
事業委員長
総務委員長

氏　名
坂根　英夫
遠山　昌典
諏訪部　豊
津田　正克
宮代　朋一
原　　重治
星屋　　康
高村　克己
櫻井　隆文
星野　友行

役　職
技術委員長/規律委員長

審判委員長
第１種委員長
第２種委員長
第３種委員長
第４種委員長
女子委員長
シニア委員長
大学・高専委員長
フットサル委員長

氏　名
鈴木　伸幸
萩田　　勲
佐藤　公則
遠藤　貴光
鈴木　岳彦
田中　秀和
成田　浩巳
岡野　秀樹
天田　剛史
大西　　剛

役　職
キッズ委員長
クラブ委員長

チャレンジド委員長
Ｊリーグ
会    計
監    事
監    事
顧    問
顧    問

氏　名
後藤　浩伸
望月　秀一
鹿島俊一郎
山崎　　宏
星野　友行
佐野　光宜
戸沢　和巳
中村　邦介
池谷　晴一

中　東　部　支　部
役　職
会    長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
支 部 長
副支部長

副支部長 /事業委員会

副支部長
広報委員長
事業委員長
技術委員長

氏　名
深澤　陽一
齋藤　　誠
杉山　　敏
遠藤　友則
望月　哲也
西村　　勉
長島　康之
杉山　勝徳
大村　博哉
深澤　敏之
渡邊　勝己

役　職
審判委員長
第１種委員長
第２種委員長
第３種委員長
第４種委員長
女子委員長
シニア委員長
スポーツ医科学委員長

フットサル委員長
チャレンジド委員長

氏　名
中村　　広
瀧　　公孝
片瀬　晴城
佐藤　翔太
内山　嘉之
古荘　将教
杉山　道明
林　　克章
小林　杉信
城之内　治

役　職
キッズ委員長
天皇杯担当
Ｊリーグ担当

監事/規律委員長
監    事
監    事
事務局長
事務局員
事務局員
事務局員

氏　名
望月　康広
瀧　　公孝
伊達　倫央
糠谷　禎則
瀧　　孝之
齋藤　賢二
澤野　　弘
鈴木　陽平
池田　和美
山梨あけみ

協　会

富士市協会

富士宮協会

沼津協会

三島市協会

裾野市協会

御殿場市協会

役　職
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
事務局

氏　名
木村　　勉
小川　明浩
小川　明浩
加藤　康雄
朝日　将利
朝日　将利
津田　正克
高木　英大
高木　英大
下山　浩史
清水　周一
大房　正征
鈴木　啓久
安川　康久
稲田　博之
山下　清春
勝又　　亮
渡邊　道子
長田　一平

協　会

長泉町協会

清水町協会

伊東市協会

下田協会

伊 豆 地 区
連絡協議会

役　職
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長
事務局

氏　名
稲垣　司郎
星屋　　康
川瀬　一隆
坪内　秀樹
坂倉　秀明
宅間　怜子
森下　和弘
  北島　英俊　
池谷　伸弘
加藤　順洋
小川　昭午
小川　昭午
城所　章正
部谷　浩敏
豊田　秀一

東　部　支　部　管　轄　協　会
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2023年度 役員等名簿

中　部　支　部
役　職
会    長
副 会 長
副 会 長
副 会 長

支部長/理事長
副理事長
副理事長

副理事長

事務局長/総務委員長
事務局 /事業委員長
事務局 /広報委員長

氏　名
鈴木　和彦
山田　義弘
渡辺　安秋
高田　雅司
鳥羽　俊秀
原　　　満
古杉　仁志
根本　康秀
山本　浩三
中村　克弘
野木　武臣

役　職
事務局 /庶務委員長
第１種（社会人）委員長
第１種（大学高専）委員長
第２種委員長
第３種委員長
第４種委員長
キッズ委員長
女子委員長
シニア委員長
フットサル委員長

氏　名
白井　利之
根本　康秀
西野　　肇
林　　繁久
森　　健治
藪﨑　　豊
山﨑　剛士
江塚　大地
田中　政弘
野木　武臣

役　職
技術委員長
審判委員長

チャレンジド委員長
規律委員長
事務局員（総務担当）
事務局員（会計担当）
監   　事
監   　事
顧　　問
参　　与

氏　名
納谷　伊織
西野　照美
稲木　　徹
松山　和弘
興津　秀子
北川　淑華
岡村　雅裕
山田　英寿
小里　　広
浅井　政則

中　西　部　支　部
役　職
会    長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
総務委員長
庶　　務
会　　計

氏　名
井林　辰憲
岩田　要司
野中　伸行
水田　伸一
長池　　仁
清水　俊哉
鈴木　智之

役　職
技術委員長
規律委員長
審判委員長
第１種委員長
第２種委員長
第３種委員長
第４種委員長

氏　名
大塚　智紀
臼井　郁夫
山﨑　篤人
朝比奈崇之
増田　雄也
森田　郷士
齊藤　孝浩

役　職
女子委員長
シニア委員長
フットサル担当
キッズ担当
チャレンジド
登録担当

氏　名
池田　敏晃
杉村　大志
八木　康介
姫野　洋明
大石　俊一
杉本　清久

役　職
会　　長
副 会  長
副 会  長
副 会  長
副 会  長
副 会  長
理 事  長
副理事長
副理事長
副理事長
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事
常任理事

氏　名
牧田　博之
齋藤　　誠
望月　文人
杉山　　敏
遠藤　友則
糠谷　禎則
西村　　勉
杉山　勝徳
大榎　克己
山下　芳紀
長島　康之
深澤　敏之
宮城嶋清也
前田　　栄
久保　裕介
鈴木　陽平

役　職
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与

氏　名
瀧　　公孝
片瀬　晴城
竹澤　和子
梅迫　雅信
岩邊　　清
大蝶　修司
大村　博哉
後藤　幹弥
宮原　浩寿
高木　　強
鬼澤　翔太
小田　育也
勝澤　　要
小花　公生
深澤　　直
牧田　隆明

役　職
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与
参　　与

氏　名
矢澤　秀敏
堤　　貞夫
小長井正男
清水　博史
浄見　元紹
綾部美知枝
青木　平八
福本　利幸
伊藤　多門
下山　彰治
井出　　進
前嶋　孝志
青木　繁行
小原　晴世
西子　好之
望月　久誌

中　東　部　支　部　管　轄　協　会
NPO法人清水サッカー協会
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2023年度 役員等名簿

西　部　支　部
役　職
会    長
副 会 長
副 会 長
副 会 長

支部長/競技運営部長
副支部長
総務部長
副総務部長

副理事長副総務部長
庶務部長 /登録

副庶務部長/登録部長
事務局長/会計
事務部長
事務副部長
事務副部長
広報部長
広報副部長

氏　名
増井　俊光
柳　　潤司
岡本　知之
小倉　政治
中井　浩行
松本　宏信
山本　征司
川田　昇太
塚本　達貴
髙林　直洋
加藤　有滋
冨田　由紀
野沢　勝利
鎌田　安啓
林　慶一郎
加藤　大貴
辻村　友和

役　職
第１種（社会人部）部長
Ｊリーグ
JFL

第１種（大学部）部長
第２種（高校部）部長
第３種（中学生）部長
第４種（少　年）部長
女子部長

なでしこリーグ
シニア委員長
フットサル委員長

Fリーグ
キッズ委員長
規律委員長
技術委員長
審判委員長

氏　名
岡田　拓也
鈴木　祐志
向島　　満
齊藤　智洋
鈴木裕太郎
西村　脩平
浅田　秀男
峰山　直久
北本　　章
山村　俊幸
犬塚　知良
影山　敦彦
松山　真浩
伊達　幸浩
宇津山　剛
坂本　　臣

役　職
医事委員長

チャレンジド委員長
磐田市協会
掛川協会
袋井協会
浜松市協会
湖　  西
特任理事
特任理事
監　　事
監　　事
顧　　問
顧　　問
顧　　問
顧　　問
顧　　問

氏　名
船越　雄誠
髙塚　紳宏
原田　和洋
青木　良介
古田　悠樹
三浦　優介
渡辺　昭幸
奥井　　誠
大河内康博
藤田　克彦
飯田　末夫
澤田　嘉男
松浦　博實
長野　哲久
鳥井　徳孝
髙橋　靖彦

協　会

藤枝市協会

焼津市協会

役　職
会　長
理事長
事務局
会　長
理事長

氏　名
岸　登志満
下田　友規

　吉本　　寿　
鈴木　正和
黒松　則行

協　会

島田市協会

榛原郡協会

役　職
会　長
理事長
会　長
理事長

氏　名
大石　節雄
三浦　　淳
川内巳佐夫
遠勢栄太郎

中　西　部　支　部　管　轄　協　会
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2023年度 役員等名簿

協　会

掛川協会

役　職
会　長
副会長
副会長
副会長
理事長

副理事長/第２種委員長

第２種副委員長
第３種委員長
第３種副委員長
第４種委員長
第４種副委員長
シニア委員長
シニア副委員長
技術委員長
技術副委員長
審判委員長
審判副委員長
監　事
監　事
顧　問
事務局長

事務局委員/会計
事務局委員
事務局委員
事務局委員

氏　名
伊藤　　薫
進士　宜仁
松本　一男
原　　真一
青木　良介
川口　敬則
平島　敬太
松浦　芳志
池田　直茂
岩瀬　一郎
若杉　有城
西村　輝文
落合　克也
花島　　充
粂田　　翼
平岩　孝章
横地　秀樹
渥美　直哉
中山　永好
石山　信博
戸塚　美樹
岡本　勝則
野末　　徹
森下　　裕
今村　拓樹

協　会

磐田市協会

役　職
会　長

副会長/女子部長
理事長
副理事長
理　事
技術部長
技術副部長
審判部長
審判副部長

ジュビロ磐田事務局
第１種（社会人）
第１種（大　学）
第２種（高校部）
第３種（中学部）
第４種（少年部）
女子（U-18）
女子（U-15・12）
フットサル
シニア
顧　問
事務局
事務局

氏　名
鳥井　節夫
三浦　哲治
駒形　一路
山田　智章
大石健太郎
新井　達雄
永田　　厚
戸塚　讓二
太田　佳宏
鈴木　祐志
水野　幸博
成嶋　　徹
松浦　克行
大石　紘平
寺田　義則
北野　宗克
波多野雅士
原　　隆秀
橋本　　耕
安間　英雄
鈴木　祐志
原田　和洋

西　部　支　部　管　轄　協　会　⑴

協　会

袋井協会

役　職
会　長
副会長
副会長
副会長
理事長
副理事長
副理事長
庶務部長

第１種（社会人）部長兼シニア

第２種（高校）部長
第３種（中学）部長
第３種（少年）部長

女　子
技術委員長
審判委員長
規律委員長
監　査
監　査

氏　名
髙橋　靖彦
辻　　鎮雄
寺井　正治
山田　直文
小倉　政治
古田　悠樹
内藤龍太郎
越塚　茂生
安原　直哉
川口　敬則
山崎　正美
松浦　貞雄
三上阿津沙
鈴木　勇貴
山下　伸朗
小池　　卓
大場　一志
兼子　直也

協　会

浜松市協会

役　職
会　長
理事長
副理事長
第１種部長

第２種部長/技術委員長

第３種部長
第４種部長
女子部長
シニア部長

フットサル委員長
キッズ委員長
庶務委員長

氏　名
鳥井　徳孝
岡本　知之
松本　宏信
伊達　幸浩
岩崎　悟志
三浦　優介
浅田　秀男
大橋　秀彦
山村　俊幸

　
古澤　明子
杉本　　恵

西　部　支　部　管　轄　協　会　⑵
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第　１　種　委　員　会
役　職
会　長
副会長
委員長

規律委員長
庶務委員長

氏　名
青木　敏樹
清水　佐平
加藤　　敬
大畑　政典
岩本　　豊

氏　名
佐藤　公則
瀧  　公孝
根本　康秀
朝比奈崇之
岡田　拓也

役　職
県リーグ担当
自治体担当

クラブ選手権担当
国体担当

氏　名
松岡　　豊
永田　勝巳
河波　　明
河村　憲生

東　部

中東部

中　部

支部長
副支部長
総　務
庶務/登録
庶　務
庶　務
技術長
技　術

技術（支部）
技術（支部）
審判長
審　判

審判（支部）
審判（支部）
支部長
技　術
審　判
庶　務
登　録
支部長

副支部長/ 総務
技術長
技　術
審判長
庶　務
登　録

遠藤　貴光
市川　　大
小川　明浩
久富　大輔
河合　貴之
海瀬　　滝
鈴木　啓史
鈴木　伸幸
杉山　秀幸
湯山　隼人
櫻井　大輔
望月　省吾
窪田　陽輔
八木　将太
片瀬　晴城
渡邊　勝巳
太田　恒治
内海　　拓
川合　　剛
林　　繁久
藤岡　　巧
村下　和之
武田　直隆
宮原　郁弥
興津　拓人
石上　博文

中西部

西　部

支部長
副支部長
技術長
技　術

技術（支部）
技術（支部）
審判長
審　判
庶　務
登　録
支部長
副支部長
総　務
技術長
技　術

技術（支部）
技術（支部）
審判長
審　判

審判（支部）
庶　務
登　録

増田　雄也
菅藤　徹也
植松　弘樹
小林　公平
大石　知宏
近藤　達哉
一場　　健
藤村　知大
笠原　　渉
勝山　琢郎
鈴木裕太郎
松山　寿樹
鈴木　崇記
青嶋　文明
内藤　康貴
伊藤　圭佑
頼母木勇太
磯野　大輔
伊藤　大介
佐藤　大輔
松本虎次朗
花島　　充

役　職
東部委員長
中東部委員長
中部委員長
中西部委員長
西部委員長

大　学　高　専　委　員　会
役　職
委員長

副委員長兼庶務
技　術

氏　名
成嶋　　徹
野沢　勝利
齊藤　智洋

氏　名
野末　悠豪
望月  孔二
望月  孔二

役　職
中　部
西　部

氏　名
西野　　肇
齊藤　智洋

役　職
審　判
高　専
東　部

第　２　種　委　員　会
役　職

高体連サッカー専門部長

２種委員長
高体連委員長/２種副委員長

氏　名
朝倉　　徹
大川　晃広
小長谷太作

氏　名
松浦　克行
増田　　裕
竹田　明弘

役　職
審判副委員長
庶務委員長

氏　名
夏目　　透
松永　健資

役　職
事務局委員長
技術委員長
審判委員長
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第　３　種　委　員　会
役　職
顧　問
委員長
副委員長
副委員長
技術委員長
審判委員長

氏　名
澤野　雅人
中野　大輔
大河内康博
松原　真也
小林　正樹
金澤　秀樹

氏　名
澤野　雅人
鈴木　岳彦
佐藤　翔太
森　　健治
森田　郷士

役　職
西部支部長
庶務委員長
会計委員長

フットサル委員長
中体連部長

氏　名
西村　脩平
小川　雄也
大谷　　悠
八木　勝之
平野　充訓

役　職
規律委員長
東部支部長
中東部支部長
中部支部長
中西部支部長

シ　ニ　ア　委　員　会
役　職
会　長
副会長
委員長
副委員長
副委員長

シニア委員会会計

氏　名
鈴木南海雄
松浦　博實
石上　信之
青木　弘悟
根本　康秀
袴田　進吾

氏　名
岡野　秀樹
杉山　道明
田中　政弘
久米　武志
山村　俊幸
萩原ナセル

役　職
審判委員長

リーグ実行委員長
リーグ事務局長
リーグ運営委員長
リーグ会計
監　査

氏　名
長田　良勝
原　　重治
井出　三郎
矢島　史久
竹原　由郎
丸山　　淳

役　職
東部支部委員長
中東部支部委員長
中部支部委員長
中西部支部委員長
西部支部委員長
規律委員長

第　４　種　委　員　会
役　職
会　長
委員長

副委員長・東部支部長・東海・IT
中東部支部長・規律・県リーグ
中部支部長・スポ少・少女・審判
中西部支部長・規約細則・技術
西部支部長・大会・フットサル・キッズ

氏　名
平野　賢一
村井　智宏
田中　秀和
内山　嘉之
藪崎　　豊
齊藤　孝浩
浅田　秀男

氏　名
部谷　浩敏
鈴木　明宏
鈴木　　篤
伊藤　和広
望月　琢夫
吉田　恵直

役　職
キッズ
女　子
県リーグ
顧　問
監　事
監　事

氏　名
山田唯一郎
海野　芳彦
設楽　幸志
曽根　俊夫
黒野　行彦
富田　宏司

役　職
事務局（伊豆地区委員）

会　計
規律委員長
技　術
審　判
フットサル

女　子　委　員　会
役　職
委員長

副委員長・中部支部長
東部支部長
中東部支部長
中西部支部長
西部支部長
技術委員長
審判委員長

氏　名
黒松　則行  
江塚　大地
成田　浩巳
古荘　将教
池田　敏晃
峰山　直久
渡邊　千春
小野田伊佐子

氏　名
竹澤　和子
北本　　章
澤野　公一
藤野　友道
林　　由紀
海野　芳彦
中村　　学

役　職
U‒１８
大学担当
レディース
フットサル

マッチコミッショナー委員会
なでしこ普及コーディネーター

会　計

氏　名
大橋　秀彦  
齊藤　智洋
林　　由紀
寺田　昭彦
小花　浩司
渡邉　亜紀
西ヶ谷紀恵

役　職
規律委員長

なでしこリーグ
東海リーグ
県リーグ

皇后杯（全日本選手権）
U‒１２
U‒１５
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キ　ッ　ズ　種　委　員　会
役　職
会　長
委員長

副委員長（４種委員長）
U-6東部支部長
U-6東部支部副部長
U-6 中東部支部長
U-6中東部支部副部長
U-6 中部支部長
U-6中部支部副部長
U-6 中西部支部長

氏　名
津田　正克
坂根　英夫
村井　智宏
後藤　浩伸
渡辺　　健
望月　康広
天野　正明
山崎　剛士
原　　　満
姫野　洋明

氏　名
松山　真浩
中村　政吉
山田唯一郎
山田唯一郎
鈴木　大介
横尾　達哉
北原　宏基
山梨　康宏
伊藤　和広

役　職
キッズ技術委員長
キッズ副技術委員長
事業部責任者
事業部副責任者
クラブ担当者（ジュビロ）
クラブ担当者（エスパルス）
クラブ担当者（藤枝MYFC）
キッズ委員

フェスティバル担当（裾野・御殿場）

氏　名
望月　秀一
鈴木　大介
杉山　貴宏
片山可奈子
柳田　共平
今泉　幸広
姫野　洋明
上野　正太
坪井　正人

役　職
U-6 西部支部長
U-6西部支部副部長
U-8・10キッズ委員長
U-8・10東部支部長
U-8・10中東部支部長
U-8・10中部支部長
U-8・10中西部支部長
U-8・10西部支部長
4種技術委員長

フ　ッ　ト　サ　ル　委　員　会
役　職
委員長
副委員長

東部支部委員長
中東部支部委員長
中部支部委員長
中西部支部委員長
西部支部委員長
規律委員長

氏　名
今川　　保
寺田　昭彦
大西　　剛
小林　杉信
野木　武臣
八木　康介
犬塚　知良
鳥居　　浩

氏　名
寺田　昭彦
増田　亜希
川添　祐介
藏元　光洋
杉本　　恵
澤田　達哉
吉田　恵直

役　職
第３種委員長
ユース委員長
シニア委員長
総務委員長
顧　問
顧　問
顧　問

氏　名
八木　勝之
犬塚　知良
北野　雄己
松島このみ
河合　高宏
松島　年穂
鈴木　　宏

役　職
女子委員長
審判委員長
技術委員長

男子競技委員長
女子競技委員長
ビーチサッカー競技委員長

第４種委員長

審　判　委　員　会
役　職
委員長
副委員長
副委員長

副委員長（兼務）
強化部男子
強化部女子
育 成 部
普 及 部
競 技 部
フットサル部

インストラクター部（サッカー）
インストラクター部（フットサル）

ユース部
東部支部委員長

氏　名
渡辺　裕年
堺　　武志
大石　公洋
茶山　暁志
大塚　篤史
榎本　忠幸
青木　良介
佐藤　隆一
清水　智博
増田　亜希
茶山　暁志
佐藤誠一郎
望月　省吾
萩田　　勲

氏　名
中村　　広
西野　照美
山﨑　篤人
坂本　　臣
登坂　哲也
大石　俊一
長田　良勝
竹田　明弘
金澤　秀樹
望月　琢夫
小野田伊佐子
坂本　秀一
大橋　侑祐
唐紙　学志

役　職
強化育成・顧問
強化育成・顧問

監　事
監　事

競技部（東部支部）（兼務）
競技部（中東部支部）
競技部（中部支部）
競技部（中西部支部）
競技部（西部支部）
普及部（東部支部）
普及部（中東部支部）
普及部（中部支部）
普及部（中西部支部）
普及部（西部支部）

氏　名
臼井　郁夫
二俣　敏明
鈴木　勝昭
川久保忠彦
榎本　忠幸
鈴木　宗伸
時野拓一郎
野中　一平
船木　寿幸
鈴木　孝一
稲葉　浩介
新里　志穂
芝田　秀行
横内　知大

役　職
中東部支部委員長
中部支部委員長
中西部支部委員長
西部支部委員長
３県交流
チャレンジド
シニア委員長
第２種委員長
第３種委員長
第４種委員長
女子委員長
規律委員
会　計
事務局
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技　術　委　員　会
役　職
委員長
副委員長

ユースダイレクター/副委員長

東部技術委員長
中東部支部委員長
中部技術委員長
中西部技術委員長/国体少年監督

西部技術委員長
１種技術委員長/国体成年監督

２種技術委員長

氏　名
膳亀　信行
梅田　和男
古賀　琢磨
鈴木　伸幸
渡邊　勝己
納谷　伊織
大塚　智紀
宇津山　剛
河村　憲生
増田　　裕

氏　名
小林　正樹
伊藤　和広
渡邊　千春
望月　秀一
川添　祐介
櫻井　雅巳
大石　隆夫
松浦　達也
今泉　幸広
武田　直隆

役　職
指導者養成（普及養成担当）
GK養成担当

トレセンアドバイザー
３種トレセン委員
４種トレセン委員
キッズU-8・U-10
国体女子監督

県ジュニア合宿担当
監査委員
事 務 局

氏　名
鈴木　啓史
渡井　将浩
鳥羽　俊秀
新井　達雄
小倉　政治
鈴木　大介
一木　太郎
松浦　克行
村下　和之
堀　　晃丈

役　職
３種技術委員長
４種技術委員長
女子技術委員長/女子トレセン委員長

キッズ技術委員長
フットサル技術委員長
チャレンジド技術委員長
クラブユース U-18技術委員長
クラブユース U-15技術委員長

アカデミー
指導者養成（強化担当）

チ　ャ　レ　ン　ジ　ド　委　員　会
役　職
会　長
副会長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

氏　名
瀬戸脇正勝
宮島　幾世
原　　正英
田中　敏美
大石　俊一
望月　規男
勝又　将也
西村　　勉

氏　名
徳増　五郎
川上　健治
鹿島俊一郎
城之内　治
田中　宏和
大石　俊一
髙塚　紳宏

役　職
技術委員長
審判委員長
規律委員長
医務委員長
庶　務
顧　問
顧　問

氏　名
稲木　　徹
山田　哲也
勝又　将也
砂川　蘭人
田中　宏和
向井　　剛
原　　信夫

役　職
委員長
副委員長
東部支部長
中東部支部長
中部支部長
中西部支部長
西部支部長

医　事　委　員　会
役　職
委員長

東部/ドーピングコントロール

東部担当

氏　名
永房　鉄之
岩田　祥吾
向山　俊輔

氏　名
渡辺　善明
林　　克章
大岩　孝子

役　職
中西部担当
西部担当

西部担当/西部支部委員長

氏　名
阿部　雅志
大井　　諭
船越　雄誠

役　職
中東部担当
中東部担当
中部担当

マッチ コ ミッショナ ー 委 員 会
役　職
委員長
副委員長
教育責任者
総務・会計
委　員

氏　名
臼井　郁夫
安間　和仁
永田　　亨
小花　浩司
興津　純男

氏　名
松島　年穂
成島　　徹
加藤　　敬
斎藤　　誠

役　職
委　員
相談役
相談役
相談役

氏　名
大畑　政典
入江　　勉
難波　邦雄
大澤　　隆

役　職
委　員
委　員
委　員
委　員

静 岡 県 ク ラ ブ ユ ー ス サ ッ カ ー 連 盟（Ｕ-１５）
役　職
顧　問
委員長
副委員長
副委員長

氏　名
曾根　金清
松原　真也
納谷　伊織
田浦　美鶴

氏　名
橋村　弘子
松浦　達也
山本　仁悟
牧野　安正

役　職
中西部支部長
中部支部長
中東部支部長
東部支部長

氏　名
村上　孔一
納谷　伊織
掛川　　誠
望月　秀一

役　職
庶務委員長
技術委員長
審判委員長
西部支部長
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一般財団法人静岡県サッカー協会主催大会役員名簿

一般財団法人静岡県サッカー協会主催大会のプログラムの役員名簿は、以下の規定に従って
作成してください。

《大　会　役　員》
　大　会　会　長　　山本　昌邦　　　　　　　　　　　     　　《県サッカー協会副会長》
　大 会 副 会 長　　服部　康雄　　　大榎　克己　　　　　     《県サッカー協会副会長》
　大 会 委 員 長　　遠藤　文朗　　　　　　　　　　　　　    《県サッカー協会専務理事》
　大会副委員長　　八木　利眞　　　　　　　　　　　　　  《県サッカー協会常務理事》
　委　　　　 員　　赤座　弘一　　　岩崎　清悟　　　南谷　光一　　　澤田　嘉男
　　　　　　　　  　綾部　美知枝　　入江　　勉　　　髙橋　　均　　   三浦　哲治　
　　　　　　　　　 山本　浩二　　　寺内　誠一　　　今田　智久　　　岡本　知之　
　　　　　　　　　 西澤　和剛　　　鈴木　秀人　　　膳亀　信行　　　渡辺　裕年
　　　　　　　　　 竹澤　和子　　　小野田　光利　　岡田　真理　　　松井　和子
　　　　　　　　　 水田　伸一　　　河野　　誠　　　浅井　政則　　　関谷　綾子
　　　　　　　　　　冨岡　寿浩
　　　　　　　　 　《県サッカー協会評議員・理事・監事》

　　【注意】　共催団体・後援団体・協賛団体のしかるべき役職の方を、追加すること。

《競　技　役　員》
　競 技 委 員 長　　《大会責任者、主管種別の委員長または主管支部の支部長》
　副　委　員　長　　《上記に準ずる者》
　委　　　　　員　　《実務者》
　規律裁定委員長　　渡辺　裕年　　　　　　　　　  　《県サッカー協会規律裁定委員長》
　大会規律委員長　　 《各種の大会規律委員長》
　委　　　　　員　　《実務者》…大会毎に規律委員会を組織し加える
　審 判 委 員 長　　渡辺　裕年　　　　　　　　　　　　　《県サッカー協会審判委員長》
　副　委　員　長　　《主管種別の審判委員長、主管支部の審判委員長》
　委　　　　　員　　《実務者》
　技 術 委 員 長　　膳亀　信行　　　　　　　　　　　　　 《県サッカー協会技術委員長》
　副　委　員　長　　《主管種別の技術委員長、主管支部の技術委員長》
　委　　　　　員　　《実務者》
　
　※必要に応じて各委員（庶務、運営、記録、放送等）を追加すること。
　委　　員　　長　　《主管種別の委員長、主管支部の委員長》
　委　　　　　員　　《実務者》

《2023年6月27日》

64



一般財団法人 静岡県サッカー協会 ５支部事務局

関 係 機 関 一 覧 表

支　部　名

東部支部

中東部支部

中部支部

中西部支部

西部支部

所　在　地

〒410-0036　沼津市平町 5-20
　　　　　　 ケーオービル 3F-3
〒424-0924　静岡市清水区清開 2-1-1
　　　　　　 静岡市清水総合運動場体育館2Ｆ
〒420-0072　静岡市葵区二番町 4-10
　　 　 　　　サンシャイン二番町 101
〒426-0078　藤枝市南駿河台 6-1-3-19
　　　　　　 水田　伸一　方
〒432-8036　浜松市中区東伊場 1-3-1
　　　　　　 グランドホテル浜松本館4Ｆ452号

ＴＥＬ・ＦＡＸ

TEL　055-962-0101
FAX　055-962-0105

TEL　054-337-0302
FAX　054-337-0722

TEL　054-271-8633
FAX　054-271-8207

TEL　054-663-5895
FAX　

TEL　053-452-1100
FAX　053-452-1101

機　関　名

日本サッカー協会

Ｊリーグ事務局

清水エスパルス

ジュビロ磐田

静岡県スポーツ協会

日本フットボールリーグ事務局

日本女子サッカーリーグ事務局

日本フットサルリーグ事務局

静岡県文化・観光部　スポーツ局　スポーツ振興課

静岡県高体連（静岡高校）

静岡県教育委員会　健康体育課

静岡県中体連（長田南中学）

エコパハウス

東海サッカー協会

FAX 番号

03-3830-2005

03-3830-2007

054-336-7755

0538-37-4464

054-262-3019

03-3830-1847

03-3830-1847

03-3830-1847

054-221-2980

054-248-7071

054-273-6456

054-256-5584

0538-41-1807

054-266-3413

電話番号（代表）

050-2018-1990

03-3830-2006

054-336-6301

0538-36-2000

054-265-6464

03-3830-1840

03-3830-1841

03-3830-2925

054-221-3177

054-248-7448

054-221-3176

054-256-5586

0538-41-1800

054-266-3412
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報 道 関 係 電 話・FAX番 号 一 覧 表

公 認 カ メ ラ マ ン 一 覧 表

FAX 番号

054-253-2103

054-254-2675

054-252-0310

054-205-0038

054-252-4943

054-205-0306

03-5550-8901

054-205-2905

054-284-9348

054-255-2124

054-284-3959

054-254-0371

電話番号

054-253-2101

054-254-2671

054-252-0171

054-255-5026

054-253-7191

054-254-7650

03-5550-8888

054-255-6856

054-289-4141

054-255-2121

054-286-1251

054-251-1666

朝 　 　 日 　 　 新 　 　 聞
毎 　 　 日 　 　 新 　 　 聞
読 　 　 売 　 　 新 　 　 聞
サ  ン  ケ  イ  新  聞
日 　 　 経 　 　 新 　 　 聞
ス ポ ー ツ ニ ッ ポ ン
日 刊 ス ポ ー ツ
報 　 　 知 　 　 新 　 　 聞
静 　 　 岡 　 　 新 　 　 聞
中 　 　 日 　 　 新 　 　 聞
共 　 　 同 　 　 通 　 　 信
時 　 　 事 　 　 通 　 　 信

【新聞社】

FAX 番号

054-287-6688

054-281-9331

054-251-3317

054-283-8170

054-263-7657

053-457-1174

電話番号（代表）

054-284-8900

054-654-4000

054-251-3306

054-283-8111

054-261-6111

053-457-1152

S B S T V
N H K 静 岡
静 岡 朝 日 テ レ ビ
静 岡 第 一 テ レ ビ
テ レ ビ 静 岡
K - M I X

【テレビ局・ラジオ局】

FAX 番号

03-3238-1582

03-6431-1735

03-3815-8545

電話番号（代表）

03-3238-0096

03-6431-1538

03-3815-5252

サ ッ カ ー マ ガ ジ ン
ス ト ラ イ カ ー
ダ イ ジ ェ ス ト

【専門誌】

電話番号

053-464-5110

053-415-9292

055-231-3429

住　所

浜松市南区三和町 252-2

浜松市中区布橋 2-6-35-2F

山梨県甲府市北口 2-6-10

人数

15名

　5名

６名

〒

435-0038

432-8012

400-8545

登録カメラマン
（ 株 ）Ｐ ＆ Ｐ 浜 松
ロ ジ ッ ク 写 真 事 業 部
（株）デジタルデビジョン
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 都道府県別サッカー登録チーム・選手数 一覧

２０２２年度

２０２２年４月～２０２３年３月

67



 都道府県別フットサル登録チーム・選手数 一覧

２０２２年度

２０２２年４月～２０２３年３月
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 静岡県内サッカー場リスト

（東部支部）

表面 照明 有無 合計

1 沼津市 県営愛鷹多目的競技場 沼津市足高202 055-924-8878
愛鷹広域公園　   
　管理事務所

106×70 芝 有 有
椅子　　　
5,000人

椅子　　　
0人

芝生　5,0
00人

10,000人

2 〃 県営愛鷹スポーツ広場 沼津市足高202 055-924-8878
愛鷹広域公園　   
　管理事務所

芝 無

3 〃 富士通沼津工場グランド 沼津市宮本140 055-923-1900 芝 無

4 〃
アスルクラロスポーツ　　　　

フィールドセレステ
沼津市足高238-1 055-923-5900 人工芝 有

5 熱海市
姫の沢公園

スポーツ広場
熱海市熱海字笹尻1804-5 0557-83-5301

姫の沢公園
管理事務所

105×68 人工芝 無 有 300人 600人 900人

6 三島市 南二日町多目的グラウンド 三島市南二日町22番10号 055-987-7570 三島市民体育館 土 無 無

7 三島市 南二日町人工芝グラウンド 三島市南二日町22番10号 055-987-7570 三島市民体育館 1面 人工芝 有 有
（簡易）

8 富士宮市 外神スポーツ広場 富士宮市外神東町114 0544-58-6111 富士宮市体育館
105×64　
　2　　面

土 無 有 1,500人 1,500人

9 〃 山宮ふじざくら球技場 富士宮市山宮2024番地 0544-58-6111 市民体育館 1面 土 有

10 〃
時之栖スポーツセンター　　　

　　富士宮グランド
富士宮市北山109 055-965-0865 100×68 人工芝 有

11 〃 ＭＪスポーツパーク 富士宮市村山1065

12 伊東市 伊東市民グランド
伊東市玖須美元和田716-

115
0557-36-1178

伊東市民
体育センター

100×65 土 有 無

13 〃 小室山公園総合グラウンド 伊東市川奈1260 0557-45-1594
小室山公園　　　　

　管理事務所
100×65 土 無 無

14 富士市
富士総合運動公園
陸　上　競　技　場

富士市中野671 0545-35-2131 富士市振興公社 102×68 芝 無 有
椅子　　　
3,000人

芝生　　　
0人

椅子　　　
2,000人

芝生　5,0
00人

10,000人

15 〃 フジスパーク
富士市大淵字丸火東10847-

15
0545-37-0100

105×68　　
　50×68  

2面
人工芝 有

16 〃
富士川緑地サッカー場

（旧富士市側）
富士市五貫島750番地 0545-53-0900 富士市体育館 100×100 土 無 無

17 〃 富士川河川敷憩いの広場 富士市中之郷地先 0545-81-2111 〃 3面 芝 無

18 御殿場市 御殿場市陸上競技場 御殿場市ぐみ沢658-4 0550-89-5555
御殿場市　　　　　

　陸上競技場
101×63 芝 有 有 1,660人 4,900人 6,760人

19 〃
時之栖スポーツセンター

時之栖グラウンド
御殿場市神山719 0550-87-6501

時之栖　　　　　　　
　スポーツセンター

105×68
芝　　

人工芝
有 有 200人 800人 200人 800人 2,000人

20 〃 御殿場トレーニングセンター 御殿場市西田中72-1 0550-88-0670
御殿場トレーニン

グセンター
90×50 芝 無 無

21 裾野市
裾野市運動公園

陸上競技場
裾野市今里1616-1 055-997-7277 裾野市運動公園

107×70（10
5×68）

芝 有 有 1,658人 4,234人 5,892人

22 〃
時之栖スポーツセンター

裾野グラウンド
裾野市下和田420-12 055-965-0865

時之栖　　　　　　　
　スポーツセンター

天然芝4面
人工芝11面

芝
人工芝

23 〃 トヨタ東富士球技場 裾野市下和田、今里 芝 有

24 伊豆市 中伊豆ワイナリーヒルズ 伊豆市下白岩1434 0558-83-2310
ホテル　　　　　　　
　ワイナリーヒル

105×68 人工芝 有 有 500人 500人

25 〃 中伊豆グラウンド 伊豆市八幡860 0558-72-5935 修善寺体育館 土 有

26 〃 修善寺グラウンド 伊豆市柏久保996 0558-72-5935 修善寺体育館 土 有

27 伊豆の国市 韮山運動公園 伊豆の国市韮山多田860 055-948-1461 生涯学習課 104×63 土 有 有 560人 560人

28 函南町
かんなみスポーツ公園

多目的運動広場
田方郡函南町平井1592-6 055-970-5000 公園管理棟 土 有

29 清水町
清水町総合運動公園
多目的スポーツ広場

駿東郡清水町伏見52-17 055-971-0160 清水町体育館 1面 芝 有

30 長泉町 スルガヒルグラウンド 長泉町スルガ平347 055-986-5286
スルガ平

スポーツクラブ
100×64 芝 無 無

31 〃 竹原グラウンド 駿東郡長泉町竹原288-4 055-987-5859
長泉町スポーツ　
　振興センター

2面 人工芝 有

メ　イ　ン そ　の　他

静　岡　県　内　サ　ッ　カ　ー　場　リ　ス　ト

所 在 地 名　　　　　称 住　　　　　　所 電話番号 問合せ先
コートの　
広さ（M)

構　造 ス タ ン ド （ 収 容 人 員 ）

東部支部

２０２２年４月～２０２３年３月
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 静岡県内サッカー場リスト

（中東部支部）

表面 照明 有無 合計

1 静岡市 ＩＡＩスタジアム日本平 静岡市清水区村松3880-1 054-335-5111
日本平運動
公園事務所

140×80 芝 有 有
椅子　　　
4,752人

椅子　　　
15,447人

20,299人

2 〃
静岡市清水総合運動場　　　

　陸上競技場
静岡市清水区清開2-1-1 054-334-5049

静岡市　　　　　　　
　清水総合運動場

105×68 芝 無 有 1,300人 1,000人 2,300人

3 〃 清水長崎新田スポーツ広場 静岡市清水区長崎新田207 054-344-3055
静岡市

スポーツ振興課
105×68 土 有 有 1,000人 1,000人

4 〃 清水蛇塚スポーツグラウンド 静岡市清水区蛇塚30-5 054-336-3015 蛇塚クラブハウス
北122×77
南109×73

芝
北有
南無

有

5 〃 清水宍原スポーツ広場 静岡市清水区宍原185-1 054-221-1071
静岡市　　　　　　　
　スポーツ振興課

105×68 土 無 無

6 〃 鈴与三保グラウンド 静岡市清水区三保2945-1 054-336-0818 105×68 人工芝 有

7 〃
清水ナショナルトレーニング

センター（Ｊ-ＳＴＥＰ）
静岡市清水区山切1487-1 054-371-9000 Ｊ－ＳＴＥＰ

ﾌﾙ2面　　
　ﾐﾆ2面

芝 有 有

8 〃
富士川河川敷スポーツ広場

（右岸・バイパス上流）
静岡市清水区蒲原町地震山

下地先（富士川河川敷）
054-221-1071

静岡市
スポーツ振興課

2面 芝 無 無

9 〃
富士川緑地公園ｽﾎﾟｰﾂ広場

（右岸・バイパス下流）
静岡市清水区蒲原町地震山

下地先（富士川河川敷）
054-221-1071

静岡市
スポーツ振興課

大人1
少年4

芝 無 無

（中部支部）

表面 照明 有無 合計

1 静岡市
静岡県営草薙総合運動場

陸上競技場
静岡市駿河区栗原19-1 054-261-9265

草薙運動場事務
所

100×65 芝 有 有
椅子　　　
8,000人

芝生　  
20,000人

28,000人

2 〃
静岡県営草薙総合運動場

球技場
静岡市駿河区栗原19-1 054-261-9265

草薙運動場事務
所

105×68 芝 有 有
椅子　　　
4,000人

椅子　　　
7,000人

芝生　  
1,000人

12,000人

3 〃 静岡市西ヶ谷総合運動場 静岡市葵区西ヶ谷8-1 054-296-1900 西ヶ谷総合運動場 101×66 芝 有 有 2,600人 2,600人

4 〃 田町緑地サッカー場
静岡市葵区田町地先　　　　

　　安倍川河川敷
054-221-1071

静岡市
スポーツ振興課

105×65 土 無 無

5 〃 田町安倍中スポーツ広場
静岡市葵区田町7丁目地先　

　安倍川河川敷
054-221-1071

静岡市
スポーツ振興課

100×63 土 無 無

6 〃 柳町スポーツ広場
静岡市葵区柳町地先　　　　

　　安倍川河川敷
054-221-1071

静岡市
スポーツ振興課

105×68 土 無 無

7 〃
中島人工芝多目的
スポーツグラウンド

静岡市駿河区中島1711-1 054-221-1071
静岡市

スポーツ振興課
ｻｯｶｰ1面
ﾌｯﾄｻﾙ2面

人工芝 無 無

（中西部支部）

表面 照明 有無 合計

1 藤枝市
藤枝市民グラウンド

サッカー場
藤枝市駿河台1-6-1 054-643-2494 ぢ民グラウンド 105×68 芝 無 有

椅子　　　
2,500人

芝生　　　
0人

椅子　　　
0人

芝生　  
1,000人

3,500人

2 〃
藤枝総合運動公園　　　　　　

　サッカー場
藤枝市原100 054-646-6100

藤枝総合運動
公園事務所

105×68 芝 有 有
椅子　　　
5,100人

芝生　  
7,300人

立見　　　
600人

13,000人

3 〃
藤枝総合運動公園　　　　　　

　陸上競技場
藤枝市原100 054-646-6100

藤枝総合運動
公園事務所

芝 無 有
芝生　  

3,000人
3,000人

4 〃
藤枝総合運動公園　　　　　　

　多目的広場
藤枝市原100 054-646-6100

藤枝総合運動
公園事務所

105×68 人工芝 無 無

5 〃
中外製薬藤枝工場　　　　　　

サッカー場
藤枝市高柳2500 054-635-2311 中外製薬総務 105×68 芝 無 有

芝ｽﾀﾝﾄﾞ2,
000人

2,000人

6 焼津市 焼津市総合グラウンド 焼津市保福島1050 054-628-5740
総合グラウンド

管センター
105×58 芝 無 有 1,600人 1,600人

7 〃 石津浜公園 焼津市石津官有無番地 054-626-2165
焼津市都市整備

課
105×68 芝 無 有 1,000人 1,000人

8 〃 大井川河川敷運動公園
焼津市大井川西島345-5

から相川2107まで
054-622-3265

焼津市都市整備
課

105×68 土 無 無
芝生　　　
外側あり

9 〃
大井川河川敷運動公園　　　

　陸上競技場・多目的
焼津市大井川西島345-5

から相川2107まで
054-622-3265

焼津市都市整備
課

芝 無

10 島田市 横井サッカーグラウンド
島田市横井地先

（大井川河川敷内）
0547-36-2617 島田球場 105×68 土 無 無

芝生　　　
外側あり

11 〃 横井運動場公園サッカー場 島田市横井4丁目地先 0547-36-2617 島田球場 105×68 芝 有 無

12 〃 金谷人工芝サッカー場
島田市金谷河原地先

（かなや大井川河川敷内）
0547-46-4400 金谷体育センター 1面 人工芝 無 無

13 牧之原市 静波グラウンド 牧之原市静波1018-4 0548-22-8899
相良総合公園

ぐりんぱる
105×68 土 有 無

14 〃
榛原総合運動公園

ぐりんぱる多目的グラウンド
牧之原市仁田739-3 0548-22-8899 公園事務所 105×68 土 有 無

15 〃 相良総合グラウンド 牧之原市菅ヶ谷1014-2 0548-52-2451 総合グラウンド
100×62　

　2面
土

有1面
無1面

有
芝生　　　
スタンド

2,000人

問合せ先
コートの　
広さ（M)

構　造 ス タ ン ド （ 収 容 人 員 ）

静　岡　県　内　サ　ッ　カ　ー　場　リ　ス　ト

所 在 地 名　　　　　称 住　　　　　　所 電話番号
メ　イ　ン そ　の　他

所 在 地 名　　　　　称 住　　　　　　所 電話番号 問合せ先
コートの　
広さ（M)

構　造 ス タ ン ド （ 収 容 人 員 ）

メ　イ　ン そ　の　他

所 在 地 名　　　　　称 住　　　　　　所 電話番号 問合せ先
コートの　
広さ（M)

構　造 ス タ ン ド （ 収 容 人 員 ）

メ　イ　ン そ　の　他

中東部支部

２０２２年４月～２０２３年３月

中部支部

中西部支部
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 静岡県内サッカー場リスト

（西部支部）

表面 照明 有無 合計

1 浜松市 遠州灘海浜公園球技場
浜松市南区白羽町

2834番地の1
053-442-6775

白羽球技場
管理事務所

154×88.5 芝 無 有 2,800人 900人 8,800人 12,500人

2 〃 本田技研都田サッカー場 浜松市北区都田町7945 053-428-2854
本田都田

サッカー場管理棟
105×68 芝 有 有 1,498人 1,008人 2,506人

3 〃
本田技研工業                           
細江サッカー場

浜松市北区細江町気賀5794-
1

人工芝 有

4 〃 和地山公園球技場 浜松市中区和地山3-10-1 053-473-2517
和地山公園管理

棟
100×70 土 有 有

5 〃 馬郡運動公園 浜松市西区馬郡町3785-1 053-597-3500 雄踏総合体育館 100×64 芝 無 無

6 〃 高丘公園 浜松市中区高丘東1-4-1 053-420-0849 高丘公園管理棟
野球場併
用105×68

土　　
　芝

無 無

7 〃
天竜川運動公園
第1サッカーコート

浜松市浜北区永島 053-585-1122 浜北総合体育館 100×92 芝 無 無

8 〃
天竜川運動公園
第2サッカーコート

浜松市浜北区永島 053-585-1122 浜北総合体育館 110×92 芝 無 無

9 〃
サーラグリーンフィールド

浜北平口サッカー場
浜松市浜北区平口　　　　　　

　3071番地の1
053-585-1456 

浜北平口
サッカー場

105×68 人工芝 有 有 1,020人
車椅子席

9人
1,029人

10 袋井市
小笠山総合運動公園

エコパスタジアム
袋井市愛野2300-1 0538-41-1800 エコパハウス 107×72 芝 有 有 50,889人

11 〃
小笠山総合運動公園

補助競技場
袋井市愛野2300-1 0538-41-1800 エコパハウス 106×69 芝 有 無

12 〃
小笠山総合運動公園

人工芝ピッチ
袋井市愛野2300-1 0538-41-1800 エコパハウス 105×68 人工芝 有 無

13 磐田市
スポーツ交流の里ゆめりあ
ｻｯｶｰ場・多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

磐田市大久保892-36 053-838-4150
ゆめりあ

管理事務所
105×68 芝 有 有

椅子　　　
916人

車椅子　
　　10人

926人

14 〃 ジュビロ磐田スタジアム 磐田市新貝2500 053-836-2000 ヤマハ発動機
105×68　　
111×74.5

芝 有 有 15,165人

15 〃 安久路公園多目的広場 磐田市安久路2-10-4 053-838-4150
ゆめりあ

管理事務所
（95～105）
×（65～70）

芝 無 無

16 〃
磐田市東大久保公園

グラウンド
磐田市見付809-2 053-832-4236 総合体育館

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ併
用100×65

土 無 無

17 〃 ヤマハ加茂グランド 磐田市加茂466-1 芝 有

18 〃 ジュビロ上大之郷グランド 磐田市上大之郷51 人工芝 有

19 〃 磐田市陸上競技場 磐田市見付4075-1 053-832-4236 総合体育館 芝 無 有

20 〃 竜洋スポーツ公園 磐田市南平松8 053-866-0300 竜洋スポーツ公園 105×68 芝 有 有
芝生　　　
1,000人

芝生　　　
1,000人

2,000人

21 〃 竜洋海洋公園 磐田市駒場6866-27 053-866-5580 竜洋海洋センター 140×74 芝 無 無

22 〃 福田公園多目的広場 磐田市福田中島3756-43 053-858-3131
屋内スポーツ

センター
100×70   
9,889㎡

土 無 無

23 〃 稗原グラウンド
磐田市稗原地先　　　　　　　

　　　(太田川河川敷）
053-838-4150

ゆめりあ
管理事務所

芝

24 〃 豊岡多目的運動場 磐田市壱貫地51-1 0539-63-0036 豊岡体育館

25 〃 豊田富里農村公園 磐田市冨里436-1 053-837-4806
磐田市　建設部　

　都市整備課
芝 無

26 掛川市 つま恋リゾート彩の郷 掛川市満水2000 0537-24-1111
つま恋リゾート

彩の郷
120×70　

　3面
芝 無 無

27 〃
いこいの広場
多目的広場

掛川市細谷1686番地 0537-26-0303
いこい広場
管理事務所

105×68 芝 無 無

28 〃 下垂木多目的広場 掛川市下垂木2243-1 0537-22-5553
総合体育館　　　　

　さんりーな
芝 無

29 菊川市
菊川運動公園　　　　　　　　　

　人工芝グランド
菊川市西方898 0537-73-5600

NPO法人　　　　　　
　菊川市体育協会

人工芝 無

30 湖西市
湖西運動公園
陸上競技場

湖西市吉美830-1 053-576-4795 公園管理事務所 115×70 芝 有 無
椅子　　　

640人
芝生　  

2,530人
3,170人

31 〃
浜名湖電装吉美

サッカーグラウンド
湖西市吉美1830 053-576-1331

浜名湖電装㈱　　
　本社

105×68 芝 無 無

32 〃 湖西市みなと運動公園 湖西市新居町新居3146 053-594-3456
湖西市新居体育

館
56×85 土 有 無

33 御前崎市 浜岡総合運動場 御前崎市池新田444 0537-85-2201 管理事務所 100×65 芝 無 無

34 〃 御前崎NEXTA FIELD 御前崎市門屋2070-2 0537-86-3311
静岡カントリー浜岡
コース＆ホテル内

140×90 芝 無 無

静　岡　県　内　サ　ッ　カ　ー　場　リ　ス　ト

所 在 地 名　　　　　称 住　　　　　　所 電話番号 問合せ先
コートの　
広さ（M)

構　造 ス タ ン ド （ 収 容 人 員 ）

メ　イ　ン そ　の　他

西部支部

２０２２年４月～２０２３年３月
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202２年度 一般財団法人 静岡県サッカー協会事業報告

1 事業の概況について

　「サッカーを通じ、県民の心身の健全な発達と静岡県のスポーツの振興に貢献し、豊か
なスポーツ文化を醸成する」SFA理念の基に、主催事業 134（3）、名義主催事業 11、主管
事業 19（1）、支部ごとの特別事業５、以上の事業が無事終了できましたことに、まずもって
厚くお礼を申し上げます。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響により、カッコ内の数の事業が中止とな
りました。また、海外チームを招いての大会が実施できず、国内チームのみで開催となった
大会もあり、選手・指導者にとっては絶好の強化の機会を失い残念なことでした。しかし、
その他の事業は感染対策を講じながら実施し、少しずつコロナ前の活動が戻りつつあります。
　昨年度のSFAの活動に対し、多くの皆様方のご支援・ご協力に改めて感謝を申し上げます。
　「2022年度の主な施策」について、ご報告をいたします。
① 47FA一括補助金活用充実を図る
　47FA一括補助金交付申請要項に基づき、JFAより 70,135,518 円の補助金を基に 96事
業を実施しました。各担当者による計画・実践・報告決算と滞りなく業務を遂行していた
だきました。
② 競技力向上をより一層図る
　６部門の全国制覇を成し遂げていただきました。
　◆浜松開誠館中学校「第53回全国中学校サッカー大会優勝」
　◆藤枝順心高校「第31回全日本高等学校 女子サッカー選手権大会優勝」  
　◆藤枝フットボールクラブ「JFA第10 回全日本O-40 サッカー大会優勝」
　◆JFAアカデミー福島「高円宮妃杯 JFA第 27 回全日本U-15 女子ｻｯｶｰ選手権大会優勝」
　◆JFAアカデミー福島「JFA U-18 女子サッカーファイナルズ 2022 優勝」
　◆デリッツィア磐田レディース「第 10回フットサル女子地域ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｽﾞﾘｰｸﾞ優勝」
　以上６部門における金字塔を打ち立てていただきましたことに、敬意を表します。
　特に、浜松開誠館中学は、８年ぶり２度目の優勝、藤枝順心高校は、２大会ぶり史上最
多６回目の優勝であり、藤枝フットボールクラブ、JFAアカデミー福島、デリッツィア磐田
レディースと合わせ、幅広いカテゴリーでの優勝は、王国復活に向け、大きな期待がもて
る結果となりました。今後も育成年代の強化を中心に、更なる強化を図っていきたいと考
えます。
③ 国際試合を通して、強化・育成に力を注ぐ
　■2022 磐田U-12 国際サッカー大会 ⇒（国内大会として実施）
　■スルガカップ2022 静岡ユースU15 サッカー大会 ⇒（国内大会として実施）
　■2022SBSカップ国際ユースサッカー ⇒ウルグアイ代表・ウズベキスタン代表
　上記、2 大会については残念ながら、コロナ禍の状況で海外からチームを招くことがで
きず、国内大会として実施しました。
　しかし、SBSカップは３年ぶりに開催し、国際大会として実施しました。久しぶりの国
際試合で白熱した好試合が行われ、競技力向上につながったと確信しています。
　大会運営に尽力されました関係者に厚くお礼申し上げます。

２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日

72



④ 新型コロナウイルス感染症対応
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、４つの事業が中止となりました。そんな中、各支部・
種別にて「サッカー活動再開に向けたガイドライン」や「健康チェックシート」などの感
染防止対策を講じながら事業に取り組んで頂きました。
　さて、国の新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴い、本年５月
11日「JFA サッカー活動の再開に向けたガイドライン」は廃止となりました。今後は、個
人の選択を尊重し、自主的な取組をベースとしつつ、withコロナに柔軟に対応できるよう
取り組んで参りたいと思います。
⑤ 協会のコンプライアンス・ガバナンス強化のための取り組み
　スポーツ団体の不祥事が発生する昨今、コンプライアンス、ガバナンスの強化のために、
倫理規範や会計処理細則、交際費管理規程等の各種規程の整備を行うとともに、協会本部
及びエコパハウスにおいても、勤怠管理システムの導入に取り組みました。
　また、協会本部においては、新たな会計処理システムへの移行を進めてまいりました。
　今後も、全てのサッカーファミリーが楽しく、安全に、安心してサッカーに打ち込める
よう、暴力や暴言、ハラスメントのない環境の構築に取り組んでまいります。
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５支部 事業報告

〈東部支部〉
　
　2022年もコロナ対策でスタートし、第 7波・第 8波と過去最高の感染者数を数える中、
各種別担当者はコロナ対策をしっかりとし、大会・行事の運営を実施してきた。明けて
2023年２月からはリーグで声出し応援が実施可能になり、少しずつ平常の暮らしが戻っ
てきている。5 月には第 2 類から第 5 類になり、状況がさらに良い方向に加速することと
思われるため、サッカー活動もより活性化することを期待する。
【１種】　静岡県社会人 1 部リーグの参戦していた岳南 F モスペリオと SS伊豆がリーグ戦
で１位と２位の成績で東海リーグへの入れ替え戦で勝ち上がり両チームとも来期から東海
２部リーグへ参戦（全国大会へも出場）リーグ戦や大会を行う上で必要なグランドの確保
が難しく試合日程を組むのに苦労した。
【２種】　昨年度と比較し今年は感染対策を強化したうえで、前大会が実施でき良かった。
　しかし、状況に応じ辞退する高校もあり、まだまだ制限の多い年であった。
　東部地区ユースリーグは、4リーグ制（A～D）/2023 年度に変更し実施する。
【３種】　各チーム、選手の体調管理を行って、コロナ過の中で、感染を広げることなく大
会運営を行うことができた。
　今後、中体連部活動がどのような動きになっていくのかが不透明だが、人数合わせで　
サッカーをするのではなく、人数がいる中で、練習や試合にのぞめるように、チームの　
枠組や大会の意義を考え直す必要がある。
【４種】　コロナ過での行事のため、運営人数も制限して参加チーム関係者の協力、保護者
の入場制限に対して混乱なく協力して頂き無事に開催できた。次年度ではコロナ対応が緩
和されるため、運営上の対応を協議して方向性を共有する。
【女子】　昨年度は、全試合消化できなかったり、コロナで会場が使用できず延期や中止が
多かったが、今年度は全大会やフェスティバル等、感染対策を強化し無事開催することが
でき良かった。参加者の意識も高く、観戦者名簿の提出や、体調管理など参加チームで徹
底していただき問題もなかったと思われる。
【シニア】　コロナ過においても運営側と各選手の対応により大勢の参加があり、東部シニ
アの交流と親睦が図れ意義のある大会となった。東部シニア選手権運営担当を各チーム持
回りとする事により、大会運営の重要性を理解する事が出来た。
【フットサル】 　長泉町出身の山田カイト選手が、スペインのインテルモビスターへ入団
し、Ｕ２３日本代表にも選出された。東部から、湘南ベルマーレフットサルクラブ等にも
何人か選出された。
　東部からＦリーグへ入る選手も少しずつ出てきているため、指導者・審判のレベル向上
を、今後の課題として考えて行く。競技だけではなく、誰でも楽しめるフットサル大会も
広げていこうと思っている。
【クラブ】　今年度は、ＪＦＡアカデミー福島がプレミアリーグに参戦したが、残念ながら来
期はプリンスリーグへ降格となった。ＪＦＡアカデミー福島も震災後、御殿場へ避難してき
て来年度は最後の１年となるため、悔いを残さない戦いをしてほしい。３種では部活動地
域以降の話が出ており、今後クラブチームが主となる可能性あり。
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【チャレンジド】　コロナ感染症の感染防止対策として過去2年間中止となっていた、チャ
レンジドつま恋大会と、わかふじスポーツ大会が3年ぶりに開催された。参加者はこの２
年間、大会参加を待ち望んでいたのでハツラツとした表情・動きで大会を盛り上げ楽しん
でいた。
【技術】　ライセンス講習会は指導者の方々の積極的な参加でリフレッシュ研修会も含めて
充実した講習を行うことができた。今後の課題として、種別を超えた指導者間のコミュニ
ケーションの取り方があげられる。
【事業】　なでしこ２部入替戦予選大会・全日本Ｏ‒３０女子サッカー大会と東部協会の 2大
事業、成功裏に終了した。毎回ではあるが平日のスタッフ集めに苦労する。知恵を絞って
改善を図る。

〈中東部支部〉

　令和２年度から続くコロナウイルス感染の影響で、残念ながら令和４年度も多くの活動
が中止・延期・縮小を強いられました。
　２月頃までオミクロン株による流行が繰り返される状況でしたが、感染防止対策に皆様
が真摯に取り組んでいただいたおかげで、可能な限りの事業実施ができました。
　ご尽力いただきました多くの皆様に、改めて心から感謝申し上げます。
　以下、重点施策を中心に実施事業を報告します。
（１）県協会支部としての積極的活動
　各種別の県大会等では予選を含め一部中止となった大会もありましたが、概ねコロナ対
策を行いながら実施することが出来ました。
（２）安心・安全な環境の構築
　前年度に引き続きコロナ対応に取り組み、毎日の検温や健康チェックシート作成、「新
ルールを守って安心・安全にサッカーを楽しもう」のグラウンドへのノボリの掲示など感
染防止に取り組みました。
　また、感染対応のフローチャートをホームページに掲載するとともに、感染等事例は各
委員長間で情報共有し、感染拡大防止や緊急時の対応等の意識統一を図りました。
　５月８日から新型コロナが感染症法上の位置付けが５類感染症に変更される予定です
が、引き続き、基本的感染対策に取り組んでいきたいと考えます。
　これからも安心・安全にサッカーを楽しめるよう、是非、引き続きご協力をお願いいた
します。
（３）競技力・技術力向上
　本年度はコロナの影響もあったが、次のチームが全国大会に出場した。
　清水エスパルスジュニアユース：日本クラブユースサッカー選手権大会（Ｕ-15）、清水
エスパルスユース：日本クラブユースサッカー選手権大会（Ｕ-18）、静岡中央高等学校：
全国高等学校定時制通信制体育大会サッカー大会、ねんりんピック静岡市代表：全国健康
福祉祭神奈川大会、清水ＦＣ女子：全日本Ｕ-18 女子サッカー選手権大会・ＸＦ ＣＵＰ
2021日本クラブユース女子サッカー大会
（４）清水エスパルスなどとのホームタウン推進
　コロナ禍の状況下ではありましたが、Ｊリーグ等での応援と、支部内の大会へのエスパ
ルスの協賛・協力等を通じ、引き続き良好な連携が図れました。今後とも良好な相互協力
関係を構築していきたいと思います。
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  （５）競技会運営等
　天皇杯全日本サッカー選手権大会は２回戦及び３回戦と２度の運営に取り組みました。
本年度もコロナ禍ではありましたが、２試合で 3,918 人の観客を集め、運営しました。
　令和３年度から施行した支部役員任期（定年制）規定に基づく初めての役員改選がなさ
れ、大幅な交代が行われました。
　これまでご尽力いただきました皆様に心より感謝申し上げますとともに、新たな役員の
皆様を加え、当支部が益々積極的に活動を展開することを祈念し、事業報告とします。

〈中部支部〉

　周期的に繰り返されるコロナウイルス感染の波の中、各種別・委員会共に感染予防対策
を重視しながらの活動となりました。それに輪を掛ける形で、台風 15 号の記録的大雨に
よる被害が各所で発生し、活動拠点となる河川敷が大きな被害を受け、各種リーグ戦や大
会が中止を強いられるという想定外の事態が起きてしまいました。
　また、各種別での選手減少や 3 種部活動問題等に対して、登録人数増加や活動する場の
創造に向けた取り組みが急務となりました。
　各種別・委員会の委員長をはじめとする人財を重視し、各所が抱えている問題を支部全
体で共有して解決へと導き、現場重視の体制で、常に選手の側に立った競技環境の向上を
図りたいと考えております。
《来年度に向けた新たな挑戦を始動》
（１）1種社会人の登録チーム数減少に対する取り組み
  ・現状の協議志向のリーグ戦だけでなく、レクリエーション的な要望にもこたえられる
　 ような新たな仕組みを検討
  ・リーグ運営活動や登録などの事務手続きについては、近年の通信技術の発達に合わせ
　 たやり方へと移行するための仕組みを検討
（２）3種の部活問題に向けた事業
  ・静岡 SSC( サッカー・サポートクラブ ) の新設
　 サッカーをやりたくてもできない生徒に対して、活動の場を提供する
（３）キッズ、4種、女子に向けた事業
  ・国立大学法人 静岡大学 学術院 融合・グローバル領域 国際連携推進機構との連携
　 　留学生とキッズ年代の子供たちによるサッカーを通しての国際交流を推進する
  ・キッズから 4種各チームへスムーズな導入ができるシステムやツールの構築
　 　幼稚園、保育園、児童クラブへの訪問教室や各種情報紙面の配布を検討する
  ・静岡市セントラルトレセンの新設 ( 中部支部 /中東部支部 共同事業 )
　 　両支部のトレセンから選考した選手を強化して、存在感ある強い静岡の再構築を図る
  ・女子選手数の増加と競技環境向上を確立
　 　各チームと連携して、女子選手が活躍する更なる場の創造とサポートを行う
（４）パラサッカー教室の拡大に向けた事業
  ・ 16年目を迎える「静岡スポーツを楽しむ会」を「静岡・FID・エスパルスジュニアスクール」
　 に名称変更し、誰一人取り残さない体制の強化と活動環境の向上を図る
（５）シニア年代の競技環境向上に向けた事業
  ・リーグ戦の見直しや中部支部主催大会の企画に取り組み、参加する方々の健康の保持 
　 増進に加え、毎日の充実や生きがいに寄与する
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 （６）ユース審判員の発掘と育成
  ・2 種の協力を仰ぎユース審判員が選手と並行し審判活動を行うことのできる環境を整
　 える
  ・上級を希望する審判員の育成のために定期的な研修会を行う

〈中西部支部〉

　2022 年度の中西部支部事業については、「全国大会の開催・運営」、「普及・強化」、「指
導者レベルの向上」、「審判員の養成と技術の向上」、「ウェルフェアオフィサーの推進」の
5項目を重点目標として掲げ、各種事業を推進した。
　まず「全国大会の開催・運営」について、皇后杯 JFA 第 44 回全日本女子サッカー選手
権大会の 1 回戦及び 4 回戦を開催・運営した。大会運営全般にわたり、滞りなく開催・
運営できた。その他、大規模大会等についても、コロナ感染症対策を講じる中で、無事運
営することができた。
　次に「普及・強化」について、普及面では、登録チーム数・選手数とも、ここ数年、僅
かではあるが減少傾向にあり、特に 1種、3種、4種への対応が求められる。強化面では、
各種別のトレセン活動の強化をはじめ、全国大会では藤枝順心高校の活躍など、コロナ禍
の大変厳しい状況下においても、一定の成果を残すことができた。チーム関係者をはじめ、
サッカー支えるすべての皆様に感謝し、さらなる活躍を期待したい。
　次に「指導者レベルの向上」、「審判員の養成と技術の向上」、「ウェルフェアオフィサー
の推進」について、いずれの事業もコロナ禍の影響による活動内容の見直しなど、様々な
制約にも柔軟に対応し、講習会等の開催方法等を工夫する中で開催できた。引き続き、ウィ
ズコロナ対策を徹底し、各種事業を推進していく。

〈西部支部〉

　2022年度は 2021年度と同様コロナ感染症に振り回され、当初予定していた事業や普及
活動も中止や変更を余儀なくされました。しかしながらコロナ感染症が流行りだした頃よ
り万全な対策が取られ、様々な大会が開催されました。そのような中で、西部支部各事業
に際し御理解と御協力をいただき、今までの「当たり前」が通用しない中、少しでも「当た
り前」を取り戻そうと知恵を絞り、工夫を凝らし、試行錯誤しながらサッカーができる環
境を整えていただいた指導者の皆様、そして関係者の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。
1. 西部支部としての取り組み
（１）総会・懇親会
　　2022年度の総会は、2021年度同様「書面議決」という形をとりました。全体の返信率が
　　92.6％で、多くの方に御協力をいただきました。また、懇親会は中止といたしました。
（２）サッカーだよりからHPへの移行
　　2021 年度をもってサッカーだよりを廃止したと同時に HP をリニューアルしました。
　　6月より運用が始まり幅広く広報活動ができたと思います。
　　【大会結果等更新状況】
　　社会人（8）　大学（21）　2種（59）　3種（28）　4種（20）　女子（6）　シニア（4）
　　チャレンジド（4）　技術委員会（5）　審判委員会（11）
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  　　【フォトアルバム更新状況】
　　社会人（2）　大学（2）　2種（14）　3種（10）　4種（9）　女子（9）　シニア（1）
　　フットサル（1）　　チャレンジド（2）　　その他（1・講習会）
（３）理事会のオンライン化
　　年間３回は対面、それ以外は理事会を、オンラインで行いました。（対面も１回はオ
　　ンラインに変更）2023年度も対面３回、オンライン８回で行いたいと考えています。
（４）大会運営
　　① 天皇杯 JFA 第101 回全日本サッカー選手権大会
　　　ヤマハスタジアムで 2 回戦 1 試合の運営を行いました。感染症対策も昨年度より
　　　も緩和され、多くの方の御協力のおかげで無事に終えることができました。名波監
　　　督効果もあり、２回戦でありながら 3,773 名の入場者でした。
　　　・６月 １日（水）ジュビロ磐田　５-２　松本山雅 FC
　　② JFA 第 27 回全日本U-15 女子サッカー選手権大会
　　 　2022年度も昨年度同様１回戦、２回戦の運営を行いました。磐田市サッカー協会、
　　　西部支部女子委員会の御協力をいただきました。12月に磐田スポーツ交流の里ゆめ
　　　りあ球技場の２面で、２日間にわたり６試合の運営を行いました。３年目が終了し、
　　　一区切りつきましたが、来年度も継続して運営に手を挙げました。
２. おもな大会結果（順不同）
（１）全国大会出場チーム
　　① 天皇杯 JFA第 102 回全日本サッカー選手権大会
　　　・Honda FC　
　　② 令和４年度全国高等学校総合体育大会
　　　・磐田東高校
　　③ 第46 回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント
　　　・常葉大学サッカー部
　　④ 第 101 回全国高校サッカー選手権大会
　　　・浜松開誠館高校
　　⑤ 第 49 回全国自治体職員サッカー選手権大会（中止）
　　　・浜松市役所サッカー部
　　⑥ 2022年度第71回全日本大学サッカー選手権大会
　　　・常葉大学　・静岡産業大学
　　⑦ 令和４年度全国高等学校定時制・通信制体育大会第32回サッカー大会
　　　・浜松大平台高校
　　⑧ 第46回日本クラブユースサッカー選手権大会（U-18）大会
　　　・ジュビロ磐田U-18
　　⑨ 令和４年度全国中学校体育大会第53回全国中学校サッカー大会
　　　・浜松開誠館中学　優勝
　　⑩ 皇后杯 JFA第 44 回全日本女子サッカー選手権大会
　　　・静岡 SSU ボニータ
　　⑪ 第 31 回全日本大学女子サッカー選手権大会
　　　・静岡産業大学
　　⑫ 第 19 回全日本女子フットサル選手権大会
　　　・DELIZIA 磐田レディース
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  　　⑬ JFA バーモンドカップ第32回全日本U-12 フットサル選手権大会
　　　・MARIO FUTSAL SCHOOL　第３位
（２）県大会上位進出チーム
　　① 高等学校新人大会
　　　・県立浜名高校　優勝
　　② 遠州トラックカップ第 43回静岡県中学１年生サッカー大会
　　　・ジュビロ磐田U-15　優勝　Honda FC　３位
　　③ 第 43 回 静岡県中学 1年生サッカー大会 中体連大会
　　　・開誠館セカンド　優勝　磐田神明中　準優勝　浜松湖東中・浜岡中　3位
　　④ 第 43 回 静岡県中学 1年生サッカー大会クラブ代表決定戦
　　　・掛川 JFC　優勝
　　⑤ 第 38 回静岡県U-14 サッカー大会
　　　・浜松開誠館中　準優勝　　浜松都田中　3位
　　⑥ 第 75 回静岡県中学校総合体育大会
　　　・浜松開誠館中　優勝　　
　　⑦ 第 43 回静岡県中学生サッカー選手権大会
　　　・浜松開誠館中　準優勝
　　⑧ しずぎんカップ第 38回静岡県U-11 サッカー大会
　　　・附属浜松　準優勝　　浅羽 FC　３位
　　⑨ 2022 カトレアカップU-11 女子 8人制サッカー大会
　　　・浜松佐藤 SC　優勝
　　⑩ NTT西日本グループカップ第 55回静岡県ユースU-12 サッカー大会
　　　・Honda FC　３位
　　⑪ JFA 第 46 回全日本U-12 サッカー選手権大会静岡県大会
　　　・オイスカ FC　３位
　　⑫ 2022 カトレアカップU-10 女子 8人制サッカー大会
　　　・浜松佐藤 SC　優勝
　　⑬ 令和 4年度静岡県高等学校女子サッカー新人大会
　　　・磐田東高校　３位
　　⑭ 第 31 回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
　　　・磐田東高校　３位
　　⑮ 2022 年度静岡県シニアサッカーリーグ
　　　・75リーグ 西部  ３位　・60リーグ 磐田  ２位   浜松  ３位　・40リーグ 浜松  ４位
　　⑯ JFA バーモンドカップ第 32回静岡県U-12 フットサル選手権大会
　　　・スリーク浜松
　　⑰ 第 9回全日本U-18 フットサル選手権静岡県大会
　　　・日体高校フットサル部　３位　　・アグレミーナ浜松U-18
（３）西部支部所属トップチームの結果（順不同）
　　① 明治安田生命 J1 リーグ
　　　・ジュビロ磐田　18位　２部降格
　　② 日本フットボールリーグ（JFL）
　　　・Honda FC　３位
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  　　③ F リーグ　ディビジョン２
　　　・アグレミーナ浜松　３位
　　④ なでしこリーグ２部
　　　・静岡 SSUアスレジーナ　優勝　１部昇格
３. 成果と課題
　　① 成果
　　　感染症対策を施しながらの大会運営を成功させたり、オンラインでの理事会を充実
　　　させたりと、西部支部の組織力、機動力などの高さを感じました。また、天皇杯運営、
　　　U-15全国女子大会運営と西部支部全体での取り組みが大成功を収めました。１年間
　　　の取り組みを検証し、効果的なものは今後も継続していきたいと思います。
　　② 課題
　　　感染症対策に追われ、重点施策がどの程度達成できたか不明瞭でした。そのため、
　　　重点施策などにおいて数値目標を立てながら取り組み、達成の度合いが明確になる
　　　ようにしていきます。また、目標達成のために種別や委員会の役割を明確にするこ
　　　とで、西部支部全体で目標達成にむけて取り組んでいきます。
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委員会 事業報告

〈第１種委員会〉
　
　コロナ禍３年目となる 2022年度は、スタート時点からその影響を受け、年度当初は事
業運営がままならない状況下であった。また、事業は開催出来てもチーム練習が十分実施
出来ないといった面もあり厳しい条件となった。
　第１種委員会の主な事業である「県選手権大会（天皇杯県予選）」は予選大会後半戦から、
東海社会人と静岡県社会人の両リーグ戦は全日程を実施することができた。結果、東海１
部リーグでは藤枝市役所サッカー部が２位、県１部リーグで優勝した岳南Ｆモスペリオと
準優勝のＳＳ伊豆は東海トーナメント大会のそれぞれのブロックで１位となり、１１年振
りに東海リーグへの昇格を果たすことができた。
　一方、運営面では、有観客とした場合の受付チェック体制と試合後のフォローが煩雑に
なる等のデメリット面が目立った。
　2023年度は、コロナもインフルエンザと同等の５類となるため 2022年度の諸課題が
どれだけ克服できるかがポイントになる。

〈大学・高専委員会〉
第 61回東海学生サッカーリーグ１部　【４月～１１月】
　（12チーム）〔前期 ⇒ 総当たり１回戦、後期 ⇒ 上位６チームＬ下位６チームＬ〕
　　　　優勝：静岡産業大学  ２位：常葉大学　１０位：静岡大学
第 71回全日本大学サッカー選手権大会　【１２月～１月】
　　　　静岡産業大学２回戦、常葉大学３回戦、敗退
第 61回東海学生サッカーリーグ２部　【４月～１１月】
　（10チーム）〔総当たり２回戦〕 ９位：常葉大学静岡
第 69回東海学生サッカートーナメント　【６月～７月】
　　　　３位：常葉大学、４位：静岡産業大学、静岡大学２回戦敗退
第 46回 総理大臣杯 全日本大学サッカートーナメント　【８月～９月】
　　　　常葉大学２回戦敗退
2022 年度静岡県サッカー選手権大会　【２月～９月】
    （天皇杯 JFA第 102 回全日本サッカー選手権大会静岡県代表決定戦）
　　　　常葉大学、静岡産業大学ともに準決勝敗退 
インディペンデンスリーグ 2022【東海】　【４月～１１月】
　　　　優勝：静岡産業大学
第 20回インディペンデンスリーグ 全日本大学サッカーフェスティバル 【１１月～１２月】
　　　　静岡産業大学２回戦敗退
第 37回静岡学生サッカー選手権大会　【６月～１２月】
　　　　優勝：日大国際大学　準優勝：常葉大学ＦＣ
第 21回静岡学生サッカートーナメント　【５月】
　　　　優勝：東海大海洋学部（東海Ｔ１回戦敗退）
第 21回東海学生サッカーチャレンジリーグ　【９月～１０月】
　　　　優勝：浜松医科大学（東海チャレンジＬは辞退）
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第 55回全国高等専門学校サッカー選手権大会　【８月】
　　　　出場なし
　今シーズンは静岡産業大学が東海学生サッカーリーグとＩリーグ東海で優勝しました。スポーツ
presents 全日本大学サッカー選手権、アットホームカップ全日本大学サッカーフェスティバルへ
の出場を果たしました。新人戦も東海大会の決勝まで駒を進めましたが惜敗。静産大はシーズン
を通して攻守でアクションサッカーを展開する時間帯が長く続き、ボール支配よりもゲーム支配
が相手よりも上回る試合が多く結果に結びつきました。常葉大学も攻守に質と強度が備わってい
て人とボールがテンポ良く動き、相手のストロングポイントを発揮させずに仕留める内容で勝ち
点を伸ばしました。インカレでも怯むことなく堂々と常葉大のサッカーを展開していたように思
います。戦うステージの違いはありますが、この２校の躍進は他チーム（静岡大学、常葉大学静
岡キャンパス、浜松医科大学、日本大学国際関係学部、東海大学海洋学部、静岡県立大学）にも
良い刺激となるでしょう。２０２２デンソーカップチャレンジサッカーでは東海選抜がファイナリ
ストになり準優勝の成績を残しました。東海地域における大学サッカーのレベルが上がってきて
いることの確固たる証です。
　まだまだコロナウィルス感染症拡散の影響の残る環境下ではありますが、引き続き委員会のメ
ンバーと共に静岡県の大学サッカーの発展に寄与していく所存であります。今後もご支援ご協力
を宜しくお願い申しあげます。

〈第２種委員会〉

　新型コロナ感染症の発症から３年が過ぎようとしています。今年度の卒業生はまさにコロナと
ともに過ごして３年間でした。令和５年度の５月には感染症の分類が２類から５類へと変更にな
るとの政府の方針が発表されましたが、まだ予断は許されない状況です。我々専門部としては選
手ファーストで大会が開催されるよう願うばかりです。
　その厳しい状況下ではありましたが、県総体から全国総体までが実施されたことは選手にとっ
ては幸いでした。県予選男子は磐田東が準々決勝でプリンスリーグ所属の開誠館、準決勝でプレ
ミアリーグ所属の静岡学園を粘り強くPK方式にて撃破しその勢いで同じくプリンスリーグ所属の
藤枝明誠を破り17 年ぶり２回目の全国総体出場を決めました。しかし、よもやの現地入りしてか
らの新型コロナ感染症発症者が出たため無念の出場辞退となりました。静岡県予選を勝ち抜く厳
しさを考えるとチームにかける言葉も見つからないほどの苦渋の決断でありました。
　２年ぶりに開催された国体は、少年男子は大会直前に怪我や代表活動により選手が変更になり
初戦敗退となりました。
　選手権予選の時期には第７波のピークは過ぎたとはいえ各チームには練習試合等の準備もまま
ならないまま予選開催となりました。１次予選は保護者のみ、決勝トーナメントより一般の方の
観戦を含む観客を入れての開催でした。男子は浜松開誠館が４年ぶり２度目の出場を決め全国切
符を手に入れました。
　第101回全国高校サッカー選手権大会は通常開催が危ぶまれる中、昨年度よりは通常に近づきマ
スクごしながら座席を区切り声出し応援が許可され活気が戻ってきました。残念ながら本県代表
浜松開誠館は巧みな試合運びで優勝候補の熊本県大津にアディショナルタイムまで１点リードと
健闘しましたが、同点に追いつかれPK方式により敗退とまたしても全国１勝はお預けとなりまし
た。内容が良かっただけに非常に悔しい敗退でした。
　年を改めた新人戦も第８波の影響で再び保護者すら観戦できない大会となってしまいましたが、
男子は19年ぶりに浜名が優勝し来年度に向けて戦国時代を予感させるスタートとなりました。
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　２種委員会としましてはWITH コロナの時代に選手関係者の健康維持に万全の態勢を
取りつつ来年度こそ通常の大会運営ができるようプレイヤーズファーストの精神で今後と
も取り組んでいく覚悟です。

〈第３種委員会〉

　2022年度においては、感染症対策を施し、多くの事業が予定通り実施された。その中でも、
全国中学校サッカー大会では、浜松開誠館中と静岡学園中による静岡県対決の決勝となり、
多くの３種の選手、指導者の励みになった。また、１年ぶりに行われたスルガカップ静岡
ゴールデンサッカーアカデミー U-15 大会では、関東の強豪チームと静岡県チームとの戦
いにおいても、多くの選手、指導者が見守る中で行われ、今後の指導や強化の指標となった。
　また、３種の核となる活動として定着してきた各種リーグについては、U-13、U-15 と
もに、すべての日程を終えることができ、競技力向上に貢献した。次年度の各リーグにお
いて、静岡県勢は昇格することができ、さらなる発展が見込めそうである。
　教師の働き方改革、中体連の地域移行と行き先の見えない中学校の部活動においても、
中体連、クラブ連盟の垣根を越えて、３種が一体となり、競技者の減少の歯止めをかけ、
さらに各委員会、他の種別と協力し、指導者の資質向上、審判員の増加にも今後も力を入
れていき、静岡県のサッカーに貢献できる委員会としていきたい。

〈第 4種委員会〉

　2022年度もコロナウイルス感染が収まらない中、感染予防対策をしながら計画された
事業は、予定通り行う事ができました。
　登録選手拡大については、各支部が積極的に取り組んでいただき微増ですがプラスに転
じる事ができました。
　また、今年度からU-12サッカーリーグin静岡Sリーグと題し、県リーグを創設し、2023年
度から本大会を開催出来るようプレ大会を開催し問題点を洗い出しました。この大会は、
県トップチームのリーグ戦でお互いに切磋琢磨しながら県全体のレベルを上げるとともに
全国大会においても静岡県の名声を押し上げるためのリーグです。
　今年度全国大会においては、高部JFAがチビリンピックで準優勝・全日本大会では３位
という好成績を収める事ができました。

〈女子委員会〉

　2022年度の女子委員会では、新型コロナウィルスの感染拡大が完全に治まってはいな
い中ほぼ予定通りの事業を実施する事が出来ました。SFAの重点目標であります女子の５
つの目標で ①栃木国体に出場し決勝戦で東京に敗れましたが少年女子準優勝は見事な成
績でありました。県外出身の選手が主力のチームの中で県内出身の選手達も多く活躍をし
てくれました。これはジュニア世代からの育成の成果だと思います。また、高校女子選手
権では藤枝順心高校が見事優勝を成し遂げ、U-15 女子選手権では JFAアカデミー福島が
優勝と静岡県として女子の活躍が目立った１年でした。また、重点目標の②⑤の大会運
営についても皇后杯の東海大会や0-30全国大会などいくつもの大会運営を無事に開催する
事が出来ました。2024年には JFAアカデミー福島も福島県に戻りますが U-18、U-15年代
の女子の育成に力を入れて静岡県出身の選手がますます活躍する事を祈念しています。
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〈シニア委員会〉

　2022年度の静岡県シニアサッカーリーグは４月３日開幕し、台風被害の影響で延期に
なった試合も消化でき、大きなけが人も出ず全日程を終了することができました。
　40、50、60リーグで優勝した藤枝は高く評価でき、またシニアリーグ強化のなかで全日
本O-40サッカー大会で藤枝FC40が全国優勝したことも評価できます。シニアリーグ大会
運営にご尽力いただいた関係者及び県審判委員会の皆様方に厚く感謝申し上げます。
　■優勝チーム
　　　【Ｏ－40　1部】藤　枝　　【Ｏ－40　2部】磐　田
　　　【Ｏ－50　1部】藤　枝　　【Ｏ－50　2部】三　島
　　　【Ｏ－60　1部】藤　枝　　【Ｏ－60　2部】駿　府
　　　【　Ｏ－70　　】清　水　   【　 Ｏ－75　 】 中西部 
　来年度から既存チームにＯ－40 に 1 チーム、Ｏ－60 に 2 チーム、Ｏ－70 に 1 チーム参
加しチーム数を増やしリーグ戦を実施し、現在 80 歳以上の選手もＯ－75 リーグに参加し
ていますが、体力的に厳しい状態ですのでＯ－80 の試合を６試合ほど予定しています。
今後もグラウンド確保が難しい状況は変わらないと思いますので、引き続きリーグ平日開
催も視野に入れ、試合当番チームもなるべく地元会場になる様に、また試合会場への長距
離移動を減らすことも調整していきます。

〈フットサル委員会〉

　2022年度の活動を振り返ると、基幹事業である「静岡県フットサルリーグ」や各支部リーグ
など、コロナに起因する大きな中断もなく、順調なシーズンだったと思う。また、今年度も
東海リーグへの昇格チームを輩出できたことや、支部リーグから県リーグへの昇格チーム
の複数誕生なども果たせた。全国においても、男女選抜チームの全国大会出場や、女子の地
域チャンピオンズリーグで静岡県チームの優勝など、素晴らしい結果が残せた年でもあった。
　競技力だけではなく、東海地域のリーグ戦や各種大会の静岡県主管事業の運営や、男女
の全日本フットサル選手権の全国大会の運営も無事に終えることができ、静岡県の運営を
全国のチームに見て頂く事が出来た。
　一方、コロナ渦の収束へ向かう流れは感じるものの、屋内競技と言うこともあり、一部
の選手、チームには、まだ警戒感からか活動を控える状況も継続している。普及事業とし
ての試合の数や対面でのミーティングの数など、コロナ前の状況には戻り切れていないこ
とも事実だと思う。
　新年度についても、安全安心に十分配慮しつつ充実した事業運営を目指すとともに、対
面形式での委員会活動をすこしづつ拡大して行きたいと考える。

〈キッズ委員会〉

　今年度の活動については、コロナウイルス感染症対策も緩和され、事業について、大方、
予定通りに実施できた。日常が戻りつつある中で、キッズ年代のイベントについては、制
限される前までの参加者までは戻らなかったが、より多くのチームや、個人にて、チャイ
ルドサッカー大会やフェスティバルに参加いただいた。常に、子ども達の安全を考え、感
染症対策を実施しながら、今年一年間活動ができた。毎年のことであるが、各支部長が色々
と知恵を絞り、JFAキッズプログラム、キッズエリート育成事業、指導者養成講習会、Jリー
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グアカデミーとの交流、キッズエリートが実施出来たことは、キッズ委員会の運営に係る
方たちが、子供たちや保護者のために安心、安全のことを考え、活動をしてくれたおかげ
であると感謝している。また、巡回指導では、Jリーグの清水エスパルス、ジュビロ磐田、
アスルクラロ沼津の協力も得られたことが非常に大きな力となった。
　来年度については、藤枝MYFCの協力も得ながら実施する。この事により、東部はアスル
クラロ沼津、中東、中部は清水エスパルス、中西部は藤枝 MYFC、西部はジュビロ磐田とそ
れぞれの Jクラブが活動して下さることにより、子供たちにサッカーの魅力を発信しながら、
裾野を広げ、サッカー人口増に寄与したいと思う。
　常に、感染症対策などを考えながら、参加者が安心、安全に参加できるよう気遣いしな
がら、来年度に向けてさらに工夫し、如何にキッズ年代の子ども達に夢を与え、加えて参
加者を増やすかを考えて実施していきたい。

〈技術委員会〉

　日常を奪われて３年目。令和４年度もコロナウイルスによって計画していた多くの事業
で影響がありましたが、コロナ慣れというか早め早めの対応で大きな問題もなく令和４年
度の活動をおこなうことができました。
　 先日行われた全国技術委員長会議では、各県技術委員長による現状と課題の発表があ
りましたが、改めて静岡は気候にも恵まれ、県民の関心も高く、素晴らしい環境の中でサッ
カーができるんだと強く感じました。今後もこの環境を維持し少しでも良くできるように
したいと思います。
　【令和４年度の成果】
　① 強　化
　　 栃木国体
　　　 結果　総合第３位　
　　　 少年女子：準優勝　　成年男子：ベスト１６　　少年男子：１回戦敗退
　　　　各種別委員会のご協力とチームスタッフも努力、育成年代の指導者全ての成果だ
　　　と思います。ありがとうございました。
　② 指導者養成事業の充実
　　 B 級、GKレベル１の FA開催
　　 コーチングスクールや医事委員会とのコラボレーションなどの研修会の開催
　　　　指導者の学びの場の提供ができ、そして多くの指導者の方に参加して頂きました。
　　　今後も世界のサッカーの進歩についていけるように情報と学びの場を提供していき
　　　たいと思います。
　③ 育　成
　　 リーグ戦の定着・・・レベルに合ったゲーム環境の構築
　　 トレセン活動の充実・・・４種　高部 JFCの全国大会での活躍
　　　　　　　　　　　　　　 ３種　GSA大会、ヤングサッカーフェスティバル
　　　　　　　　　　　　　　 ２種　SBS　CUP、ヤングサッカーフェスティバル
　　　　 　　　　　　　　 　　女子　ヤングサッカーフェスティバル
　　　　強化・育成システムは種別、地域のご協力で上手く機能していると思いますが、
　　　もうワンレベル上げるためには J リーグチームとのより一層の協力体制が必要だと
　　　考えています。
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　④ 普　及
　　 小学校教員向け研修会（静岡市を中心に５校実施）
　　 障害者サッカー大会（全国大会レベル２大会、フェスティバル３つ実施）
　　　 　年齢、性別、障害がある・なしにかかわらず多くの人にサッカーを認知しても
　　　 らい、参加してもらう広報や催物を企画していきたいと考えています。

　【令和５年度 重点目標】　いつでも、どこでも、誰でも、誰とでも、いつまでも
　① 全国大会での活躍 → 静岡育ちの選手が世界で活躍
　② 日本 A代表チームで活躍できる選手が出る環境作り
　　 カタールW-cup 静岡県出身者１名（伊藤選手）
　③ 鹿児島国体　総合優勝　
　④ 静岡女子サッカーの環境整備
　⑤ ４、３種のGK育成・強化
　⑥ 中体連部活動選手のサポート
　⑦ サッカーで地域を元気に
　静岡県技術委員会としては、キッズからシニアまで安心・安全に活動できる環境作りを
徹底し、前進していきたいと考えています。
　強化・育成・普及、三位一体全てバランス良く手を抜く事なく、計画した事業を粛々と実
施していくことは勿論、時代に合った環境整備も合わせてやっていきたいと考えています。
　令和４年度実施して手ごたえを感じた小学校教員向け研修会や、高校サッカー OB 大会
などは継続し、できれば少しずつ範囲を広げていきたいと考えています。
　リーグ戦も各種別定着されつつありますが、内容の検証や、レフェリーの育成、窮屈な
年間スケジュールなど新しい課題も出てきました。技術委員会だけではとても解決できる
ものではなく協会、委員会、支部と多くの方々のご協力がなければできないものだと考え
ています。そしてこれからは地域密着型がとても大切ではないかと思います。令和４年度
県高校サッカー界ではインターハイ磐田東高校、選手権では浜松開誠館高校、新人戦では
浜名高校が県チャンピオンとなりました。そうです、すべて西部地区の高校が勝ったので
す、ここ数年 4 種のトレセンを見ても西部地区の選手が細かい技術を丁寧にしっかりと身
につけていると感じていました。宇津山西部地区技術委員長が西部トレセンや、指導者養
成事業などリーダーシップを取ってジュビロの協力もあり、よくやっているなと感じてい
ました。育成はどうしても時間がかかりますが、しっかり後から成果が出るものだと思い
ます。今こそ支部、市区町村の地域での活動、地域密着型こそが大事な時期ではないかと
感じているところです。
　多くの先輩方が作り上げたサッカー王国静岡、サッカーに関係する人・物・大会の数は
日本の中でもトップクラスだと思います。世界のサッカーはすごいスピードで成長してい
ますが、静岡は静岡のやり方で、これからも日本サッカー界をリードできるよう多くの方
の協力で進んでいかなくてはならないと思います。
　今後とも、静岡県サッカーを引っ張って行けるように頑張りますので、技術委員会の提
案・活動にご理解、ご協力のほどよろしくお願い致します。

〈審判委員会〉

　2022年度は、前年度に続き新型コロナの影響を大きく受けた一年であったが、感染対
策を取り様々な研修会を集合型で開催することができた。また、Zoomを使用し強化研修
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会や育成研修会、レフェリースクールなども複数回実施することができた。Zoomを使い
始めて 3 年、操作方法も慣れスムーズに扱えるようになり、より効果的に多くの人数で研
修会が開催できた。
　審判登録者数拡大を目的とし１月に審判委員会の公式 SNS（Instagram・Twitter）を
立上げた。研修会の活動報告や審判トレーニングの告知報告など、審判をより多くの人に
興味を持ってもらう内容を投稿している。Instagramは 190人、Twitter は 125人のアカ
ウントフォローをしてもらっており、今後フォロワーを増やしていくためにも投稿頻度を増
やしていきたい。
　サッカー・フットサルの新規取得者数は、前年度に比べ約 150 名増加した。Zoomを使用
し受講者に参加しやすい環境を提供したことにより、県内外問わず誰でも気軽に取得して
もらえるようになった。2023年度もオンライン形式の講習会を継続して実施し、多くの
方に受講してもらい登録者数拡大にも繋げていきたい。
　2023年度は、新型コロナウイルス対策が緩和されるが、引き続き「安全第一」を心掛け、
各支部各部の審判事業を進めていきたい。

〈チャレンジド委員会〉

　１ 総　会の開催　　６月 25日（土）
　２ 理事会の開催　　５月 22日（日）、９月 25日（日）、11月 26 日（土）、２月19日（日）
　３ 連絡会の開催　　各大会等の前
　４ 小学生・中学生サッカー教室　
　　　４月～３月　会場：静岡大学教育学部附属特別支援学校・吉田特別支援学校
　５ 第22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」 北信越・東海ブロック予選
　　　サッカー：５月 14・15 日（土・日）　会場：エコパ人工芝・多目的広場　　
　　 　 ※静岡県選抜：優勝（全国大会出場へ）
　　　フットソフトボール：５月 15日（日）　会場：エコパグラウンド　　
　　 　 ※静岡県選抜：抽選により、全国大会への出場を逃す
　６ 第 20 回静岡チャレンジド・サッカーフェスティバル
　　　５月 22日（日）　会場：つま恋リゾート彩の郷
　７ 令和４年度もくせい杯　地区予選大会
　　　11月中旬までに県内３地区にて実施
　８ 全国知的障がい者サッカー交流大会 2022　御殿場サマーカップ
　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止により、中止
　９ 第 23 回静岡県障害者スポーツ大会（わかふじスポーツ大会）
　　　サッカー：９月 11日（日）　会場：小笠山総合運動公園　人工芝ピッチ他
　　　フットソフトボール：11月 20 日（日）　会場：エコパ
　10 第 11 回日韓知的障害者サッカーフェスティバル
　　 　新型コロナウイルス感染症拡大防止により、中止
　11 協和医科・アルバースカップ　第 12回チャレンジド清水サッカー大会
　　 　新型コロナウイルス感染症拡大防止練習会に変更
　12 第５回台湾ユニバーサルサッカー教室　　会場：台北、桃園特殊学校
　　 　新型コロナウイルス感染症拡大防止により、中止
　13 第 22 回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」
　　　サッカー：10月29～31日（土～月）　会場：真岡市内　※静岡県選抜：１回戦敗退
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　14 令和４年度もくせい杯　県大会　　
　　　11月 26 日（土）　会場：清水ナショナルトレーニングセンター　　
　　　　優勝：藤枝特別支援学校焼津分校
　15 第２回西部パラフットボールフェスティル
　　　12月 18 日（日）　会場浜松平口サッカー場
　16 第３回東部パラフットボールフェスティバル
　　　12月 25 日（日）　　会場　愛鷹運動公園
　17 第８回静岡障がい者サッカーフェスティバル
　　　１月８・９日（土・日）　会場：清水ナショナルトレーニングセンター　他
　18 第８回全国知的障害特別支援学校高等部サッカー選手権大会「もうひとつの高校選
　　　手権」
　　　２月 18・19 日（土・日）　会場：藤枝総合運動公園・藤枝市民グラウンド
　　　※静岡県代表（藤枝特別支援学校焼津分校）：予選リーグ敗退 
　19 第20回全日本知的障がい者サッカー選手権大会 ‘23　チャンピオンシップ
　　　３月 11・12 日（土・日）　会場：岐阜市北西部運動公園　　※静岡県選抜：優勝

〈マッチコミッショナー委員会〉

　（一財）静岡県サッカー協会マッチコミッショナー委員会発足から６年が経過し、制度と
してある程度の定着感を感じられるレベルに引き上げることが出来た。2021年度に比べ
２０２２年度においては、コロナウイルス感染による試合開催への影響が減少し、マッチコ
ミッショナー（以下MCと記載）派遣試合も増え、１３７試合に派遣実施。（２０２１年度実績：
１１７試合）
　MC派遣効果として、昨年度まで多発していた、キックオフ遅れの改善やベンチスタッ
フのマナー改善やフェアプレー遵守の向上が挙げられる。特に、プリンスリーグ東海では、
運営や審判員の協力もあり、キックオフ遅れが大幅に改善され、１０月～１２月の実績では、
「キックオフ遅れゼロ」を達成することが出来た。その他にも、ベンチスタッフのマナー改
善やコロナウイルス感染防止対策も、高い意識づけが感じられるレベルに改善された。
　今後も全カテゴリーにおいて、前年を上回る効果を上げられるよう継続した活動を行う。
　課題となっているMC育成においては、徐々に成果を感じられるレベルに到達しており、
今後も継続した育成活動を展開する。
　また、ＪＦＬ・ＭＣ及び Jリーグ・MCへの昇格チャレンジも継続して行う。
　２０２２年度新認定 MC として、中東部の内山嘉之氏、西部の中井浩行氏と坂本臣氏の
３名が認定された。
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令和４年度 執行状況等について

開 催 年 月 日

令和４年６月９日(木)

令和４年６月16日(木)

令和４年６月16日(木)

令和４年６月21日(火)

会　議　事　項

◆第１回理事会
［審議事項］
① 令和３年度一般財団法人静岡県サッカー協会事業報告（案）　
　 及び決算書類等（案）承認について
② 一般財団法人静岡県サッカー協会規程等の改正（案）について

＜以上 満場一致で承認＞
［報告事項］　　　　
　・評議員、理事、監事候補者選考プロジェクトによる役員候補者
　　リストについて

◆定時評議員会
［審議事項］
① 令和３年度貸借対照表（案）及び損益計算書（案）承認について
② 一般財団法人静岡県サッカー協会 評議員選任（案）について
③ 一般財団法人静岡県サッカー協会理事・監事選任（案）について
④ 一般財団法人静岡県サッカー協会役員等の報酬（案）について

＜以上 満場一致で承認＞
［報告事項］
　・令和３年度一般財団法人静岡県サッカー協会事業報告について
　・令和４年度一般財団法人静岡県サッカー協会事業計画・収支予
　　算について
　・一般財団法人静岡県サッカー協会定款及び各種規程改正について
　・協会におけるガバナンス、コンプライアンスの強化について

◆臨時評議員会
［審議事項］
① 評議員会会長選任について

　　　　　　　　　　　　　＜以上 満場一致で承認＞

◆第２回理事会
［審議事項］
① 会長（代表理事）選任（案）について
② 副会長（代表理事）、専務理事、常務理事選任（案）について
③ 議長の就任執行順位（案）について
④ 規律裁定委員の選任（案）について

＜以上 満場一致で承認＞

会議等に関する事項
１評議員会・理事会・候補者選定プロジェクト等
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開 催 年 月 日

令和４年11月28日（月）

令和５年３月31日（金）

会　議　事　項

◆第３回理事会
［審議事項］
① 一般財団法人静岡県サッカー協会定款及び規程改正（案）について
　・一般財団法人静岡県サッカー協会 個人情報保護方針（案）
　・一般財団法人静岡県サッカー協会 個人情報保護規則（案）
　・一般財団法人静岡県サッカー協会 交際費管理規程（案）

　＜以上 満場一致で承認＞
［報告事項］
　・令和３年度決算に関する収支計算書の修正について
　・令和 4年度執行状況について
　・エコパ予算執行状況について
　・静岡ゴールデンサッカーアカデミー 2022 報告について
　・静岡サッカーミュージアム閉館について
　・男子U-22 代表 国際試合開催について
　・ＦＡコーチ選任について
　・小笠山総合運動公園（エコパ）指定管理について

◆第４回理事会
［審議事項］
① 第１号議案
 　「評議員会の開催日時及び場所並びに議事に付すべき事項の決
　 定（案）」について
② 第２号議案　
 　「令和５年度一般財団法人静岡県サッカー協会事業計画（案）の
　 承認」について
③ 第３号議案
 　「令和５年度一般財団法人静岡県サッカー協会収支予算（案）の
　 承認」について
④ 第４号議案
　 「一般財団法人静岡県サッカー協会規程等の改正（案）」について
⑤ 第 5号議案
　 「事務局の組織体制の強化及び事務局長の選任（案）」について

　＜以上 満場一致で承認＞
［報告事項］
　・令和４年度執行状況等について
　・小笠山運動公園指定管理プロジェクトチームについて

２登記に関する事項
登 記 年 月 日

令和４年６月29日（水）
登　記　事　項

評議員・理事の選任登記
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 2022年度 静岡県サッカー協会 登録一覧表

東　 部 中東部 中 　部 中西部 西　 部 県種別合計

選　　 　手 1,064 411 1,576 923 2,079 6,053

登　録　数 (1,113) (389) (1,637) (896) (2,117) (6,152)

チ　ー　ム 44 16 78 38 73 249

登　録　数 (46) (15) (80) (37) (77) (255)

選　　 　手 1,548 524 1,039 1,072 2,176 6,359

登　録　数 (1,690) (511) (1,024) (1,073) (2,270) (6,568)

チ　ー　ム 40 7 15 16 46 124

登　録　数 (41) (7) (15) (16) (48) (127)

選　　 　手 2,393 687 1,062 1,311 3,235 8,688

登　録　数 (2,482) (732) (1,133) (1,327) (3,368) (9,042)

チ　ー　ム 85 21 31 39 83 259

登　録　数 (84) (20) (32) (40) (81) (257)

選　　 　手 3,090 992 1,375 2,129 4,796 12,382

登　録　数 (3,201) (886) (1,455) (2,090) (4,716) (12,348)

チ　ー　ム 104 25 44 52 104 329

登　録　数 (104) (25) (44) (52) (104) (329)

選　　 　手 42 76 21 107 57 303

登　録　数 (44) (87) (24) (107) (68) (330)

チ　ー　ム 4 6 2 7 2 21

登　録　数 (5) (7) (2) (7) (4) (25)

選　　 　手 120 63 55 122 102 462

登　録　数 (97) (83) (53) (109) (109) (451)

チ　ー　ム 7 4 2 6 6 25

登　録　数 (4) (4) (2) (4) (5) (19)

選　　 　手 92 60 52 111 85 400

登　録　数 (83) (58) (52) (144) (77) (414)

チ　ー　ム 0 2 1 2 2 7

登　録　数 (1) (2) (1) (3) (0) (7)

選　　 　手 437 187 161 445 171 1,401

登　録　数 (430) (193) (165) (435) (181) (1,404)

チ　ー　ム 7 2 2 5 2 18

登　録　数 (7) (2) (2) (5) (2) (18)

選　　 　手 8,786 3,000 5,341 6,220 12,701 36,048

登　録　数 (9,140) (2,939) (5,543) (6,181) (12,906) (36,709)

チ　ー　ム 291 83 175 165 318 1,032

登　録　数 (292) (82) (178) (164) 321 (1,037)

支 部 合 計

（　　）令和3年度

第　 ４ 　種

女 子 １ 種

女 子 ２ 種

女 子 ３ 種

シ ニ ア 種

第　 ３ 　種

令和4(2022)年度登録一覧表

令和5(2023)年3月31日現在

第　 １ 　種

第　 ２ 　種

２０２３年３月３１日現在

（  ）２０２１年度
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 2022年度 事業報告一覧
（大会名義名・期日は計画策定時のまま）  2022(令和4)年度事業報告一覧  2023年5月29日現在

（１）主催事業

大      　会      　名      　義      　名 JFA No. SFA確認日 期　　　日 会　　　場 責任者

1 2022年度静岡県社会人サッカーリーグ（1部、2部、3部） 2022年4月3日～10月30日 県内各地 松岡　　豊

2 第50回全国自治体職員サッカー選手権大会　静岡県大会 昨年の県１位、２位が東海大会へ出場

3 2023年度静岡県サッカー選手権大会（天皇杯JFA 第103回全日本サッカー選手権大会静岡県代表決定戦） 2023年2月19日～5月7日 県内各地 加藤　　敬

4 第29回全国クラブチームサッカー選手権大会 静岡県大会 2022年7月10日～8月7日 草薙球技場　他 河波　　明

5 2022年度静岡県社会人サッカーリーグ入替戦（5支部リーグ） 2022年11月6日～12月18日 県内各地 岩本　　豊

6 第29回静岡県O-35サッカー選手権大会 2023年1月22日～2月5日 中西部支部会場 朝比奈崇之

7 2022年度静岡県社会人サッカーリーグ入替戦 2023年1月15日 県営草薙球技場 松岡　　豊

8 日本スポーツマスターズ2022サッカー競技〔参加〕（東海大会：静岡県） 2022年6月4or11日、6月5or12日 静岡県内 加藤　　敬

9 日本スポーツマスターズ2022サッカー競技〔参加〕（全国大会：岩手県） 2022年9月23日～9月26日 岩手県内 加藤　　敬

10 第37回静岡学生サッカー選手権大会 2022年5月8日～12月18日 愛鷹スポーツ広場、ゆめりあサッカー場他 成嶋　　徹

11 第21回東海学生サッカーチャレンジリーグ 2022年9月10日～10月22日 浜松医大、県立大、東海大 成嶋　　徹

12 第21回静岡学生サッカートーナメント 2022年4月16日～5月29日 浜松医大、県立大、東海大、遠州灘海浜公園他 成嶋　　徹

13 第70回静岡県高等学校総合体育大会サッカー競技 2022年5月14日～6月5日 エコパスタジアム　他 大川　晃広

14 2022 SBSカップ国際ユースサッカー 76 2022年8月25日～8月28日 草薙　他 大川　晃広

15 第101回全国高等学校サッカー選手権大会 静岡県大会 6 2022年9月17日～11月12日 エコパスタジアム　他 大川　晃広

16 令和4年度静岡県高等学校新人大会サッカー競技 2023年1月14日～1月29日 草薙球技場　他 大川　晃広

17 高円宮杯JFA U-18サッカーリーグ2022 静岡 7 2022年4月～12月 県内各高校　他 大川　晃広

18 2種海外遠征 69 2023年3月 大韓民国 大川　晃広

19 第16回甲信越静U-16サッカー大会（参加） 2023年3月 山梨県 大川　晃広

20 男子高校サッカー強化プロジェクト 71 2022年4月～2023年3月 県内各地 大川　晃広

21 第38回静岡県ヤングサッカーフェスティバル 2023年3月5日 草薙陸上競技場 大川　晃広

22 スルガカップ2022静岡ユース（U-15）サッカー選手権（GSA） 75 2022年10月9日～10日 エコパスタジアム 中野　大輔

23 静岡県中学生サッカー選手権大会　U-15 77 2022年5月 中島人工芝　他 中野　大輔

24 静岡県中学生サッカー選手権大会　１年生大会 78 2022年11月～2023年1月 県内各地 中井　浩行

25 第75回静岡県中学校総合体育大会サッカー競技の部 2022年7月23日～7月29日 藤枝総合運動公園　他 中野　大輔

26 第38回静岡県U-14新人サッカー大会 2022年12月3日～12月17日 IAIスタジアム日本平　他 中野　大輔

27 第43回静岡県中学1年生サッカー大会 2023年1月28日～2月5日 草薙球技場　他 中野　大輔

28 高円宮杯JFA U-15・U-13サッカーリーグ2022 静岡 8 2022年4月～12月 エコパスタジアム　他 中野　大輔

29 中学生年代の活動推進（海外遠征代替） 70 2022年4月～2023年3月 静岡県内中学校グラウンド 中野　大輔

30 静岡県ジュニアユースサッカーリーグ 2022年6月5日～2022年12月7日 時之栖グラウンド　他 中野　大輔

31 中学生競技力向上事業 63 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡県ならびに東海地域各グラウンド 中野　大輔

32 第30回日本クラブユースサッカー選手権（U-15）大会 静岡県予選 2022年4月2日～5月29日 県内各地 田浦　美鶴

33 静岡県クラブユース（U-14)サッカー新人大会2022 2022年10月1日～12月18日 県内各地 田浦　美鶴

34 2022静岡県クラブユース（U-15）選抜海外遠征 中止 未定 未定 中野　大輔

35 第36回全国少年少女草サッカー大会 中止 2022年8月11日～8月14日 IAIスタジアム日本平他36会場 西村　　勉

36 登録拡大推進事業(キッズサッカーフェスティバル＆フットボールデー) 1 2022年10月、2023年3月 エコパスタジアム　他 村井　智宏

37 2022フジパンCUP静岡県ユースU-12サッカー大会 2022年6月11日、12日 三島二日町G（予定） 村井　智宏

38 たっけんカップ第16回静岡県トレセンサッカー大会 2022年9月4日 藤枝総合人工芝Ｇ　他（予定） 村井　智宏

39 静岡県U-12・U-11トレセンサッカー交流戦 80 2022年10月9日 藤枝総合運動公園　他 村井　智宏

40 しんきんカップ第37回静岡県キッズU-10サッカー大会 81 2022年10月30日、11月6日 富士総合グラウンド　他 村井　智宏

41 JFA 第46回U-12全日本サッカー選手権大会 静岡県大会 79 2022年11月13日、11月20日 清水総合運動場陸上競技場　他 村井　智宏

42 トヨタユナイテッド静岡CUP　BOY'S & GIRL'S Football2022 2022年10月1日 エコパスタジアム・補助競技場 村井　智宏

43 エコパカップ第21回静岡県キッズサッカーフェスティバル（U-7．8．9) 2022年10月16日 エコパスタジアム・補助競技場 村井　智宏

44 NTT西日本グループカップ第55回静岡県ユースU-12サッカー大会 2023年2月4日、5日、12日 エコパスタジアム　他 村井　智宏

45 しずぎんカップ第38回静岡県ユースU-11サッカー大会 2023年2月25日、26日 草薙総合運動場球技場　他 村井　智宏

46 JFA U-12サッカーリーグ2022 静岡 9 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 浅田　秀男

47 JFA U-11サッカーリーグ2022 静岡 10 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 浅田　秀男

48 JFA U-10サッカーリーグ2022 静岡 11 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 浅田　秀男

49 2022カトレアカップ（U-11）少女8人制サッカー大会 2023年2月10日、11日 富士川河川敷蒲原G 村井　智宏

50 2022静岡カップ第8回女子トレセン（U-12）選抜サッカー大会 82 中止 2022年7月29日、30日、31日 時之栖裾野グラウンド 海野　芳彦

51 第6回静岡女子ユースU-12サッカー選手権大会 2023年1月28日、29日 時之栖裾野グラウンド 村井　智宏

52 2022カトレアミニカップ（U-10）少女8人制サッカー大会 2022年10月29日、30日 富士川いこいの広場（未定） 村井　智宏

53 4種海外遠征 68 2023年3月20日～24日（予定） 大韓民国 鈴木　　健

54 ウェルフェアオフィサー研修会 96 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 村井　智宏

55 第30回静岡新春ジュニアU-11サッカー大会 女子の部 86 2023年1月14日、15日 静岡市内 後藤　浩之

（１）主催事業
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56 第38回静岡県女子サッカーリーグ 2022年5月～2023年3月 県内各地 佐野　弘一

57 皇后杯JFA 第44回全日本女子サッカー選手権大会 静岡県大会 2022年7月～8月 県内各地 古荘　将教

58 JFA 第27回全日本U-15女子サッカー選手権大会 静岡県大会 2022年9月～10月 県内各地 阿部　愛美

59 JFA 第26回全日本U-18女子サッカー選手権大会 静岡県大会 2022年9月～10月 県内各地 竹澤　和子

60 第70回静岡県高等学校総合体育大会サッカー競技 女子の部 2022年4月～6月 藤枝総合運動公園　他 北野　宗克

61 第31回全日本高等学校女子サッカー選手権大会 静岡県大会 2022年8月～10月 藤枝総合運動公園　他 北野　宗克

62 令和4年度静岡県高等学校女子サッカー新人大会 2022年12月～2023年1月 藤枝総合運動公園　他 北野　宗克

63 第18回静岡県女子ジュニアユースリーグ 85 2022年4月～12月 県内各地 阿部　愛美

64 第18回静岡県女子ユースサッカーリーグ 84 2022年4月～2023年3月 県内各地 一木　太郎

65 第46回フラミンゴ杯静岡県レディースサッカー選手権大会 2023年1月～ 清水総合運動場 林　　由紀

66 女子サッカー活動推進事業〔少女サッカースクール in 藤枝〕 24 2022年4月～2023年3月 藤枝順心高校人工芝G 渡邉　亜紀

67 女子サッカー活動推進事業〔少女サッカースクール in 東部〕 25 2022年4月～2023年3月 東部地区各会場 吉岡　太平

68 女子サッカー活動推進事業〔女子サッカースクール in 西部〕 26 2022年4月～2023年3月 西部地区　中学校　他 川上　恵介

69 JFA なでしこひろば in SHIMIZU 27 2022年4月～2023年3月 Ｊ-ＳＴＥＰ 竹澤　和子

70 JFA レディース／ガールズサッカーフェスティバル2022 16 2022年4月～2023年3月 ＩＡＩ日本平スタジアム　他 渡邊　千春

71 JFA ガールズU-12サッカーフェスティバル2022 静岡（第20回ドリームカップ大会） 18 2022年9月10日、11日 つま恋リゾート彩の里 村井　智宏

72 JFA ガールズU-15サッカーフェスティバル2022 17 2023年1月 つま恋リゾート彩の里 波多野雅士

73-1 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（東部支部U-6） 66-1

73-2 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（中東部支部U-6） 66-2

73-3 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（中部支部U-6） 66-3

73-4 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（中西部支部U-6） 66-4

73-5 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（西部支部U-6） 66-5

73-6 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（東部支部U-8・U-10） 66-6

73-7 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（中東部支部U-8・U-10） 66-7

73-8 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（中部支部U-8・U-10） 66-8

73-9 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（中西部支部U-8・U-10） 66-9

73-10 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（西部支部U-8・U-10） 66-10

73-11 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（４種キッズ運営費） 66-11

73-12 JFAキッズプログラム、キッズエリート育成（本部経費） 66-12

74 巡回指導 22 2022年4月～2023年3月 県内各地 坂根　英夫

75 普及施策の推進（JFA グラスルーツ宣言） 23 2022年4月～2023年3月 県内各地 坂根　英夫

76 静岡県チャイルドサッカー大会 in 御殿場 2022年6月4日 御殿場市陸上競技場 後藤　浩伸

77 IAIカップ静岡県チャイルドサッカー大会 in 日本平 2022年10月9日 ＩＡＩスタジアム日本平 望月　康広

78 静岡県チャイルドサッカー大会 in エコパ 2023年3月4日 エコパアリーナ 松山　真浩

79 JFA キッズ（U-6）サッカーフェスティバル in 浜松 15 2022年10月29日 浜松アリーナ 松山　真浩

80 JFA キッズ（U-8・U-10）サッカーフェスティバル in IAI 14 2022年9月11日 ＩＡＩスタジアム日本平 山田唯一郎

81 JFA キッズ（U-6）サッカーフェスティバル in 裾野・御殿場 12 2022年9月3日 裾野陸上競技場 坪井　正人

82 JFA キッズ（U-6）サッカーフェスティバル in 天城ドーム 13 2022年11月27日 天城ドーム 渡辺　　健

83 第43回静岡県シニアサッカ－リーグ戦（40ﾘｰｸﾞ/50ﾘｰｸﾞ/60ﾘｰｸﾞ/70ﾘｰｸﾞ/75ﾘｰｸﾞ） 83 2022年4月1日～2023年1月31日 県内各地 石上　信之

84 JFA 第22回全日本O-60サッカー大会〔参加〕　東海大会 2022年6月18日～6月20日 愛媛県松山市 石上　信之

85-1 JFA 第16回全日本O-70サッカー大会〔参加〕　東海大会 2022年6月18日～6月20日 愛媛県松山市 石上　信之

85-2 JFA 第16回全日本O-70サッカー大会〔参加〕　全国大会

86 JFA 第21回全日本O-50サッカー大会〔参加〕　東海予選 2022年6月25日～6月27日 千葉県市原市 石上　信之

JFA 第10回全日本O-40サッカー大会〔参加〕　東海予選 2022年11月5日～11月7日 静岡県藤枝市 石上　信之

JFA 第10回全日本O-40サッカー大会〔参加〕　全国大会

88 第33回静岡県すこやか長寿祭 スポーツ・文化交流大会 2022年10月2日 未定 石上　信之

89 第34回全国健康福祉祭 神奈川・横浜・川崎・相模原大会 2022年11月12日～11月15日 神奈川県横浜市 石上　信之

90 JFA バーモントカップ 第32回全日本U-12フットサル選手権大会 静岡県大会 2022年6月18日 さんりーな掛川（予定） 和久田義弘

91 第20回静岡県U-12フットサル選手権大会 2023年3月（予定） 御殿場市総合体育館（予定） 和久田義弘

92 JFA 第28回全日本U-15フットサル選手権大会 静岡県大会 2022年9月～11月上旬（予定） 未定 八木　勝之

93 JFA 第9回全日本U-18フットサル選手権大会 静岡県大会 91 2022年5月～6月（予定） 浜松アリーナ（予定） 犬塚　知良

94 JFA 第28回全日本フットサル選手権大会 静岡県大会 93 2022年10月～12月（予定） 未定 今川　　保

95 静岡県フットサルリーグ2022 2022年5月～2023年3月 浜松アリーナ　他 藏元　光洋

96 静岡県レディースフットサルリーグ2022 87 2022年5月～2023年3月 浜松サブアリーナ　他 杉本　　恵

97 第21回静岡県フットサル選手権大会 2023年2月～3月（予定） 会場未定 今川　　保

98 第17回静岡県U-18フットサルリーグ2022 2022年9月～12月（予定） 掛川南体育館しーすぽ　他 犬塚　知良

99 第16回静岡県U-15フットサルリーグ2022 89 2022年9月～12月（予定） 掛川南体育館しーすぽ　他 犬塚　知良

87

2022年4月～2023年3月 県内各地 坂根　英夫
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100 JFA 第19回全日本女子フットサル選手権大会 静岡県大会 90 2022年11月～12月（予定） 未定 寺田　昭彦

101 第12回静岡県U-12レディースフットサル大会 2023年2月11日（予定） ファンタジスタ静岡（予定） 寺田　昭彦

102 静岡県学生フットサルリーグ2022 88 2022年7月～2023年3月（予定） 浜松サブアリーナ　他 犬塚　知良

103 静岡県O-30レディースフットサルリーグ2022 28 2022年4月～2023年1月（予定） 浜松アリーナ 今川　　保

104 静岡県U-15女子フットサルリーグ2022 29 2022年9月～2023年3月 清水総合体育館　他 寺田　昭彦

105 静岡県フットサル4種交流大会2022 30 2022年10月～2023年1月（予定） 掛川南体育館しーすぽ　他 和久田義弘

106 静岡県シニア（O-40）フットサルリーグ2022 31 2022年4月～2023年3月 浜松アリーナ　他 今川　　保

107 JFA 第13回全日本U-15女子フットサル選手権大会 静岡県大会 92 2022年11月3日（予定） 清水総合運動場体育館（予定） 寺田　昭彦

108 JFA ファミリーフットサルフェスティバル2022 静岡 in 浜松 19 2023年1月（予定） 未定 犬塚　知良

109 JFA ファミリーフットサルフェスティバル2022 静岡 in 静岡 20 2022年8月（予定） 未定 今川　　保

110 JFA ファミリーフットサルフェスティバル2022 静岡 in 藤枝 21 2023年3月※予定 清水総合運動場体育館 野木　武臣

111 静岡県ビーチサッカーリーグ2022 94 2022年6月～10月（予定） 浜松市江之島ビーチコート　他 澤田　達哉

112 フットサル強化育成研修会 72 2022年4月～2023年3月 浜松アリーナ　他 今川　　保

113 JFA 女子サッカーデー 2 2023年2月～3月 CLUB ON THE HILL 渡邊　千春

114 令和4年度東海U-16サッカーリーグ〔参加〕 2022年6月12日～2023年2月19日 東海各県 膳亀　信行

115 ジュニア合宿（ジュニア育成・強化事業） 2022年4月～2023年3月 県内各地 膳亀　信行

116 静岡県トレーニングセンター（U-18） 64 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 膳亀　信行

117 静岡県トレーニングセンター（U-16） 2022年10月1日～2023年3月31日 県内各地 膳亀　信行

118 静岡県トレーニングセンター（中学） 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 中野大輔/小林正樹

119 静岡県トレーニングセンター（女子） 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 膳亀　信行

120 U-12・U-11トレセン活動推進 61 2022年4月1日～2023年3月31日 小笠山総合運動公園　他 村井　智宏

121 令和4年度国体選抜強化事業（成年男子） 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 膳亀　信行

122 令和4年度国体選抜強化事業（少年女子） 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 膳亀　信行

123 令和4年度国体選抜強化事業（少年男子） 71 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 膳亀　信行

124 指導者養成講習会開催事業（C級、D級、リフレッシュ、トライアル） 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 浦田　敏己

125 GKトレセン活動推進 62 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 渡井　将浩

126 第19回静岡チャレンジド・サッカーフェスティバル【静岡県知的障害者サッカー選手権大会】 2022年5月15日 つま恋リゾート彩の里 徳増　五郎

127 障がい者サッカー教室 3 2022年8月1日～11月30日 未定 瀬戸脇正勝

128 静岡県審判トレセン 4 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 渡辺　裕年

129 静岡県審判トレセン（女子） 5 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 渡辺　裕年

130 審判教室の開催及び機関誌の発行 73 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 渡辺　裕年

131 審判研修会 74 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 渡辺　裕年

132 マッチコミッショナー強化育成事業 95 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 大澤　　隆

133 リスペクト活動推進 67 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 唐紙　学志

134 ユースダイレクター活動 65 2022年4月1日～2023年3月31日 県内各地 小花　浩司

（２）名義主催事業

大      　会      　名      　義      　名 JFA No. SFA確認日 期　　　日 会　　　場 責任者

135 第54回静岡県教育長杯争奪教職員サッカー大会 9月～12月 草薙球技場　他 山本　元太

136 第49回静岡招待ジュニアユース（U-15）サッカーフェスティバル 2023年3月下旬 県内各地 納谷　義郎

137 静岡県高校親善サッカーフェスティバル 2023年3月下旬 県内各地 大川　晃広

138 静岡県U-16浜松サッカーフェスティバル 2022年7月下旬（予定） 浜松開誠館高校総合Ｇ他 岩崎　悟志

139 第29回新春高校サッカー静岡大会 2023年1月3日～5日 草薙球技場　他 千嶋　武甲

140 静岡新春ジュニアU-11サッカー大会 2023年1月 草薙球技場　他 山本　浩三

141 清水CUP・JAしみず杯第24回清水レディースカップサッカー大会 2022年7月10日、11日、17日、18日 蛇塚G　他 斎藤　　誠

142 第37回富士山カップ少年少女サッカー大会 2022年8月13日、14日、15日 山宮ふじざくら球技場 野澤　文人

143 第36回沼津カップ少年サッカー大会 5月3日、4日、5日 愛鷹スポーツ広場　他 窪田　博文

144 静岡県シニアサッカーフェスティバル in ECOPA 2022 2022年5月19日～22日 小笠山総合運動公園 鈴木南海雄

145 2022磐田U-12国際サッカー大会 未定 ゆめりあ　他 加藤　真史

（３）主管事業

大      　会      　名      　義      　名 JFA No. SFA確認日 期　　　日 会　　　場 責任者

146 天皇杯JFA 第102回全日本サッカー選手権大会（2・3・4回戦） （未定） 斎藤誠/中井浩之

147 第58回全国社会人サッカー選手権大会 （東海大会：静岡県開催） 2022年7月2日～3日 静岡県内 加藤　　敬

148 第49回全国自治体職員サッカー選手権大会　（東海大会：静岡県開催） 中止 2022年5月21日～22日 静岡県内 永田　勝巳

149 日本スポーツマスターズ2022サッカー競技（東海大会：静岡県開催） 2022年6月4or11日、6月5or12日 静岡県内 加藤　　敬

150 高円宮杯JFA U-18サッカープレミアリーグ2022 イースト・ウエスト 2022年4月～12月 J-STEP　他 大川　晃広

151 高円宮杯JFA U-18サッカープリンスリーグ2022 東海 2022年4月～12月 藤枝総合運動公園　他 大川　晃広

152 第32回東海地域ジュニアサッカー（U-12）トレーニングセンター（参加） 2022年4月1日～2023年3月31日 岐阜県、三重県 村井　智宏

（２）名義主催事業

（３）主管事業
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153 JFA 第27回全日本U-15女子サッカー選手権大会 東海大会 2022年11月 県内各地 阿部　愛美

154 JFA 第27回全日本U-15女子サッカー選手権大会 2022年12月～2023年1月 ゆめりあ　他 中井　浩行

155 皇后杯JFA 第44回全日本女子サッカー選手権大会 2022年11月～2023年2月 藤枝総合運動公園　他 水田　伸一

156 JFA 第34回全日本O-30女子サッカー大会 2023年3月 時之栖G 宮代　朋一

157 JFA 第10回全日本O-40サッカー大会 2022年11月5日～7日 藤枝総合運動公園　他 石上　信之

158 第38回全国選抜フットサル大会 東海地域大会 2022年5月8日 清水総合運動場体育館 今川　　保

159 第18回全日本大学フットサル大会 東海地域大会 2023年6月11日～12日 浜松アリーナ 今川　　保

160 JFA 第19回全日本女子フットサル選手権 2023年3月3日～5日 浜松アリーナ 今川　　保

161 JFA 第28回全日本フットサル選手権　（1・2回戦） 2023年3月11日、12日 エコパアリーナ 今川　　保

162 2022プレナスなでしこリーグ２部入替戦予選大会 時之栖

163 東海フットサルリーグ2022 2022年6月～2023年2月 浜松アリーナ　他 今川　　保

164 東海フットサルリーグ　1部2部入替戦 2023年2月～3月 清水総合運動場体育館（予定） 今川　　保

（4）特別事業

大      　会      　名      　義      　名 JFA No. SFA確認日 期　　　日 会　　　場 責任者

165 地域都道府県協会の活動推進（東部支部）

165-1 東部社会人サッカー選手権大会 32 2023年1月～3月 愛鷹多目的球技場　他 田村　真一

165-2 U-18東部地区ユースリーグ 33 2022年4月～11月 愛鷹多目的球技場　他 遠藤　貴光

165-3 U-14東部新人戦サッカー大会 34 2022年11月12日、19日 愛鷹スポーツ広場　他 鈴木　岳彦

165-4 しらゆりカップ第51回静岡県東部少年サッカー選手権大会 (名義主催） 35 2022年9月11日、17日、18日 愛鷹スポーツ広場　他 田中　秀和

165-5 東部女子U-12・U-15トレセン、東部女子リーグ 36 4月～3月、7月31日～1月15日 桐陽高校Ｇ　愛鷹スポーツ広場 田原　幸子

165-6 東部シニアサッカー選手権大会O-40・O-50 37 2022年4月17日、5月15日 愛鷹スポーツ広場 原　　重治

165-7 東部フットサルリーグU-12・U-15・U-18・社会人 38 2022年5月～2023年2月 沼津市民体育館　他 大西　　剛

165-8 東部地区選手・指導者養成講習会 39 2022年10月～2023年3月 東部地域の学校施設 鈴木　伸幸

166 地域都道府県協会の活動推進（中東部支部）

166-1 家康公記念杯第20回清水スーパーシニアサッカー大会 (名義主催） 40 2023年3月11日、12日 蛇塚G　他 斎藤　　誠

166-2 第50回清水チャンピオンズカップU-12サッカー大会 (主催事業） 41 2022年12月17日、18日 蛇塚G　他 斎藤　　誠

166-3 登録者増加活動 42 2022年4月1日～2023年3月31日 ＩＡＩスタジアム　他 斎藤　　誠

166-4 国内・国際交流事業 43 2022年8月～2023年2月 国内 斎藤　　誠

166-5 中東部トレセン 44 2022年4月1日～2023年3月31日 中東部地区 斎藤　　誠

167 地域都道府県協会の活動推進（中部支部）

167-1 第42回静岡・八王子サッカー協会交歓サッカー大会 45 2022年7月24日 静岡市内 山本　浩三

167-2 第30回新春ジュニアU-11サッカー大会 46 2023年1月8日、9日 静岡市内 望月　浩利

167-3 第３種競技力強化大会 47 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡市内 森　　健治

167-4 Shizuoka City Football Academy 48 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡市内 亀川　秀二

167-5 Shizuoka City Football Academy Ladies 49 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡市内 亀川　秀二

168 地域都道府県協会の活動推進（中西部支部） 中西部地区

168-1 トレセン活動推進 50 2022年4月1日～2023年3月31日 中西部市内 大塚　智紀

168-2 中西部サッカーフェスティバル 51 2023年2月25日 中西部市内 大塚　智紀

169 地域都道府県協会の活動推進（西部支部）

169-1 静岡新聞社杯争奪静岡県西部地区招待サッカー大会　（名義主催） 52 2022年8月1日～2023年2月28日 西部地区市内 中井　浩行

169-2 技術委員会・サッカーアカデミー事業 53 2022年4月1日～2023年3月31日 西部地区市内 宇津山　剛

169-3 トレセンスタッフ研修会 54 2022年9月1日～11月30日 西部地区市内 宇津山　剛

169-4 2種静岡県西部サッカーフェスティバル 55 2023年3月26日～30日 西部地区市内 大澤　一樹

169-5 第15回静岡スポーツフェスティバル（親子サッカー教室） 56 2022年11月 市内体育館 浅田　秀男

169-6 女子サッカー普及活動 57 2022年5月1日～2023年3月31日 聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ高校　他 大橋　秀彦

169-7 審判員研修 58 2022年4月1日～2023年3月31日 西部地区市内 坂本　　臣

169-8 3種4級審判資格取得講習会 59 2022年5月1日～6月30日 西部地区市内 大河内康博

169-9 普及・啓発活動・指導者研修 60 2022年4月1日～2023年3月31日 西部地区市内 山本　征司

 
153 JFA 第27回全日本U-15女子サッカー選手権大会 東海大会 2022年11月 県内各地 阿部　愛美

154 JFA 第27回全日本U-15女子サッカー選手権大会 2022年12月～2023年1月 ゆめりあ　他 中井　浩行

155 皇后杯JFA 第44回全日本女子サッカー選手権大会 2022年11月～2023年2月 藤枝総合運動公園　他 水田　伸一

156 JFA 第34回全日本O-30女子サッカー大会 2023年3月 時之栖G 宮代　朋一

157 JFA 第10回全日本O-40サッカー大会 2022年11月5日～7日 藤枝総合運動公園　他 石上　信之

158 第38回全国選抜フットサル大会 東海地域大会 2022年5月8日 清水総合運動場体育館 今川　　保

159 第18回全日本大学フットサル大会 東海地域大会 2023年6月11日～12日 浜松アリーナ 今川　　保

160 JFA 第19回全日本女子フットサル選手権 2023年3月3日～5日 浜松アリーナ 今川　　保

161 JFA 第28回全日本フットサル選手権　（1・2回戦） 2023年3月11日、12日 エコパアリーナ 今川　　保

162 2022プレナスなでしこリーグ２部入替戦予選大会 時之栖

163 東海フットサルリーグ2022 2022年6月～2023年2月 浜松アリーナ　他 今川　　保

164 東海フットサルリーグ　1部2部入替戦 2023年2月～3月 清水総合運動場体育館（予定） 今川　　保

（4）特別事業

大      　会      　名      　義      　名 JFA No. SFA確認日 期　　　日 会　　　場 責任者

165 地域都道府県協会の活動推進（東部支部）

165-1 東部社会人サッカー選手権大会 32 2023年1月～3月 愛鷹多目的球技場　他 田村　真一

165-2 U-18東部地区ユースリーグ 33 2022年4月～11月 愛鷹多目的球技場　他 遠藤　貴光

165-3 U-14東部新人戦サッカー大会 34 2022年11月12日、19日 愛鷹スポーツ広場　他 鈴木　岳彦

165-4 しらゆりカップ第51回静岡県東部少年サッカー選手権大会 (名義主催） 35 2022年9月11日、17日、18日 愛鷹スポーツ広場　他 田中　秀和

165-5 東部女子U-12・U-15トレセン、東部女子リーグ 36 4月～3月、7月31日～1月15日 桐陽高校Ｇ　愛鷹スポーツ広場 田原　幸子

165-6 東部シニアサッカー選手権大会O-40・O-50 37 2022年4月17日、5月15日 愛鷹スポーツ広場 原　　重治

165-7 東部フットサルリーグU-12・U-15・U-18・社会人 38 2022年5月～2023年2月 沼津市民体育館　他 大西　　剛

165-8 東部地区選手・指導者養成講習会 39 2022年10月～2023年3月 東部地域の学校施設 鈴木　伸幸

166 地域都道府県協会の活動推進（中東部支部）

166-1 家康公記念杯第20回清水スーパーシニアサッカー大会 (名義主催） 40 2023年3月11日、12日 蛇塚G　他 斎藤　　誠

166-2 第50回清水チャンピオンズカップU-12サッカー大会 (主催事業） 41 2022年12月17日、18日 蛇塚G　他 斎藤　　誠

166-3 登録者増加活動 42 2022年4月1日～2023年3月31日 ＩＡＩスタジアム　他 斎藤　　誠

166-4 国内・国際交流事業 43 2022年8月～2023年2月 国内 斎藤　　誠

166-5 中東部トレセン 44 2022年4月1日～2023年3月31日 中東部地区 斎藤　　誠

167 地域都道府県協会の活動推進（中部支部）

167-1 第42回静岡・八王子サッカー協会交歓サッカー大会 45 2022年7月24日 静岡市内 山本　浩三

167-2 第30回新春ジュニアU-11サッカー大会 46 2023年1月8日、9日 静岡市内 望月　浩利

167-3 第３種競技力強化大会 47 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡市内 森　　健治

167-4 Shizuoka City Football Academy 48 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡市内 亀川　秀二

167-5 Shizuoka City Football Academy Ladies 49 2022年4月1日～2023年3月31日 静岡市内 亀川　秀二

168 地域都道府県協会の活動推進（中西部支部） 中西部地区

168-1 トレセン活動推進 50 2022年4月1日～2023年3月31日 中西部市内 大塚　智紀

168-2 中西部サッカーフェスティバル 51 2023年2月25日 中西部市内 大塚　智紀

169 地域都道府県協会の活動推進（西部支部）

169-1 静岡新聞社杯争奪静岡県西部地区招待サッカー大会　（名義主催） 52 2022年8月1日～2023年2月28日 西部地区市内 中井　浩行

169-2 技術委員会・サッカーアカデミー事業 53 2022年4月1日～2023年3月31日 西部地区市内 宇津山　剛

169-3 トレセンスタッフ研修会 54 2022年9月1日～11月30日 西部地区市内 宇津山　剛

169-4 2種静岡県西部サッカーフェスティバル 55 2023年3月26日～30日 西部地区市内 大澤　一樹

169-5 第15回静岡スポーツフェスティバル（親子サッカー教室） 56 2022年11月 市内体育館 浅田　秀男

169-6 女子サッカー普及活動 57 2022年5月1日～2023年3月31日 聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ高校　他 大橋　秀彦

169-7 審判員研修 58 2022年4月1日～2023年3月31日 西部地区市内 坂本　　臣

169-8 3種4級審判資格取得講習会 59 2022年5月1日～6月30日 西部地区市内 大河内康博

169-9 普及・啓発活動・指導者研修 60 2022年4月1日～2023年3月31日 西部地区市内 山本　征司

（４）特別事業
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 2022年度 収支計算書

（単位：円）

予算額（A） 決算額（B） 増減額（A）－（B） 摘要

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１　経常増減の部

　（1）経常収益

①基本財産運用収入 150,000 111,959 38,041
②特定資産運用収入 20,000 16,691 3,309
③登録料収入 70,950,000 70,806,870 143,130
④会費収入 0 0 0
⑤事業収入 960,200,000 1,011,183,047 △ 50,983,047

・大会事業収入 143,900,000 58,099,652 85,800,348
・指定管理者事業収入 816,300,000 883,994,842 △ 67,694,842
・支部収入 0 51,451,909 △ 51,451,909
・委員会収入 0 17,636,644 △ 17,636,644

⑥補助金等収入 126,410,000 118,888,095 7,521,905
・地方公共団体補助金収入 33,100,000 25,577,036 7,522,964
・民間補助金収入 14,300,000 14,805,000 △ 505,000
・日本サッカー協会補助金収入 79,010,000 78,506,059 503,941

⑦寄付金収入 0 0 0
⑧雑収入 29,520,000 34,634,763 △ 5,114,763

　経常収益計 1,187,250,000 1,235,641,425 △ 48,391,425
　（2）　経常費用

①事業費支出 1,139,029,000 1,186,046,694 △ 47,017,694
・指定管理者事業費支出 816,300,000 881,583,468 △ 65,283,468
・大会開催事業費支出 113,300,000 124,778,312 △ 11,478,312
・大会補助金支出 11,025,000 10,504,990 520,010
・競技力向上事業費支出 26,500,000 22,587,888 3,912,112
・国際交流事業費支出 310,000 0 310,000
・支部助成金支出 8,860,000 8,834,776 25,224
・種別補助金支出 3,380,000 3,365,498 14,502
・顕彰事業費支出 1,444,000 1,566,025 △ 122,025
・広報事業費支出 1,200,000 1,043,812 156,188
・技術指導事業費支出 3,400,000 3,099,039 300,961
・審判指導事業費支出 39,200,000 33,685,132 5,514,868
・医事委員会活動事業費支出 50,000 0 50,000
・国際大会準備事業費支出 150,000 0 150,000
・指導者研修事業費支出 14,950,000 2,162,258 12,787,742
・全国大会準備費支出 1,780,000 840,000 940,000
・支部運営費支出 61,000,000 52,839,559 8,160,441
・委員会運営費支出 16,500,000 20,754,917 △ 4,254,917
・ユースダイレクター事業費支出 500,000 506,000 △ 6,000
・役員報酬 6,120,000 6,115,200 4,800
・給与手当支出 9,660,000 8,891,100 768,900
・法定福利費支出 3,160,000 2,735,930 424,070
・福利厚生費支出 240,000 152,790 87,210

②管理費支出 47,109,000 48,435,418 △ 1,326,418
・役員報酬 4,800,000 4,804,800 △ 4,800
・給与手当支出 9,909,000 13,220,063 △ 3,311,063
・退職給付費用 0 0 0
・法定福利費支出 2,860,000 2,525,467 334,533
・福利厚生費支出 160,000 141,023 18,977
・会議費支出 90,000 6,080 83,920
・旅費交通費支出 3,110,000 2,481,328 628,672
・通信運搬費支出 1,625,000 1,028,422 596,578
・減価償却費支出 30,000 0 30,000
・消耗什器備品費支出 200,000 0 200,000
・消耗品費支出 775,000 559,090 215,910
・修繕費支出 120,000 191,788 △ 71,788
・印刷製本費支出 1,100,000 585,750 514,250
・燃料費 150,000 160,191 △ 10,191
・光熱水料費支出 240,000 308,925 △ 68,925
・保険料支出 680,000 593,810 86,190

科目

自２０２２年４月１日～ 至２０２３年３月３１日

（単位：円）
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 2022年度 収支計算書

（単位：円）

予算額（A） 決算額（B） 増減額（A）－（B） 摘要科目

・支払助成金 6,250,000 6,223,416 26,584
・賃借料支出 8,350,000 7,265,670 1,084,330
・渉外費支出 2,300,000 771,442 1,528,558
・租税公課支出 590,000 4,268,245 △ 3,678,245
・雑支出 3,770,000 3,299,908 470,092

　経常費用計 1,186,138,000 1,234,482,112 △ 48,344,112
法人税等の支払額 0 3,115,100 △ 3,115,100
当期経常増減額 1,112,000 △ 1,955,787 3,067,787
２　経常外増減の部 0
　（1）経常外収益 0

①借入金収入 0 0 0
②敷金戻り収入 0 0 0
③退職給与引当金戻入 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0
　（2）経常外費用 0

①借入金返済支出 0 0 0
②退職給与引当金繰入 200,000 1,000,000 △ 800,000
③敷金支出 800,000 0 800,000

　経常外費用計 1,000,000 1,000,000 0
当期経常外増減額 △ 1,000,000 △ 1,000,000 0

Ⅱ　予備費支出

予備費 800,000 0 800,000
車両購入 0 0 0
備品購入 800,000 785,800 14,200

当期収支差額 △ 688,000 △ 3,741,587 3,053,587
前期繰越収支差額 419,382,816 419,382,816 0
次期繰越収支差額 418,694,816 415,641,229 3,053,587

（単位：円）

前期末残高 当期末残高

491,693,715 463,390,915

未収消費税 0 0

0 48,620

23,588,493 15,554,187

39,682,146 65,940,797

0 0

3,147,738 4,284,814

仮　　払　　金 0 0

179,512 157,319

0 0

558,291,604 549,376,652

80,639,040 90,707,566

29,372,800 29,170,500

563,000 556,000

1,033,263 1,065,406

1,374,085 3,487,551

7,667,700 5,562,300

18,258,900 3,186,100

138,908,788 133,735,423

419,382,816 415,641,229

419,382,816 415,641,229次期繰越収支差額

預　　り　　金

仮　　受　　金

未払消費税

未払法人税等

（資金負債）　合計

資金資産と資金負債の差額

前　受　収　益

現　金　預　金

立　　替　　金

未　収　入　金

売　　掛　　金

前　　渡　　金

前　払　費　用

貯　　蔵　　品

商　　　　品

（資金資産）　合計

未　　払　　金

前　　受　　金

科　　　　　目

【収支報告書に対する注記】

自２０２２年４月１日～ 至２０２３年３月３１日

（単位：円）

【収支報告書に対する注記】

（単位：円）
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 2022年度 貸借対照表
　平成22年度（平成22年6月8日～平成23年3月31日）計算書類の承認について

（単位：円）

科　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　　現　　　金 2,042,815 1,193,675 849,140
　　　　　普通預金 461,146,634 490,369,024 △ 29,222,390
　　　　　定期預金 0 0 0
　　　　　郵便預金 201,466 131,016 70,450
　　　　　売　掛　金 65,940,797 39,682,146 26,258,651
　　　　　未収消費税 0 0 0
　　　　　立　替　金 48,620 0 48,620
　　　　　未収入金 15,554,187 23,588,493 △ 8,034,306
　　　　　前　渡　金 0 0 0
　　　　　前払費用 4,284,814 3,147,738 1,137,076
　　　　　仮　払　金 0 0 0
　　　　　貯　蔵　金 157,319 179,512 △ 22,193
　　　　　商　　　品 0 0 0
　　　　　　流動資産合計 549,376,652 558,291,604 △ 8,914,952
　２．固定資産
　　　（1）基本財産
　　　　　基本財産 175,000,000 175,000,000 0
　　　　　　基本財産合計 175,000,000 175,000,000 0
　　　（2）その他固定資産
　　　　　電気設備/車両運搬具/什器備品 2,230,961 1,910,108 320,853
　　　　　電話加入権 974,792 974,792 0
　　　　　国際試合招致準備預金 35,023,810 35,023,810 0
　　　　　退職給与引当預金 15,628,000 14,628,000 1,000,000
　　　　　出  資  金 10,000 10,000 0
　　　　　敷　　　金 2,835,910 2,835,910 0
　　　　　　その他固定資産合計 56,703,473 55,382,620 1,320,853
　　　　　　固定資産合計 231,703,473 230,382,620 1,320,853
　　　（3）繰延資産
　　　　　会計ソフト 1 1 0
　　　　　　繰延資産合計 1 1 0

　　　　資　産　合　計 781,080,126 788,674,225 △ 7,594,099

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　　　未  払  金 90,707,566 80,639,040 10,068,526
　　　　　前  受  金 29,170,500 29,372,800 △ 202,300
　　　　　前受収益 556,000 563,000 △ 7,000
　　　　　預  り  金 1,065,406 1,033,263 32,143
　　　　　仮  受  金 3,487,551 1,374,085 2,113,466
　　　　　未払消費税 5,562,300 7,667,700 △ 2,105,400
　　　　　未払法人税等 3,186,100 18,258,900 △ 15,072,800
　　　　　　流動負債合計 133,735,423 138,908,788 △ 5,173,365
　２．固定負債
　　　　　国際試合招致引当金 35,023,810 35,023,810 0
　　　　　退職給与引当金 15,878,000 14,628,000 1,250,000
　　　　　　固定負債合計 50,901,810 49,651,810 1,250,000

　　　　負　債　合　計 184,637,233 188,560,598 △ 3,923,365

Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産
　　　　寄付金 175,000,000 175,000,000 0
　　　　指定正味財産合計 175,000,000 175,000,000 0
　　　（内　基本財産への充当額） (   175,000,000) (   175,000,000) (  0)
　２．一般正味財産 421,442,893 425,113,627 △ 3,670,734
　　　（内　特定財産への充当額） (50,901,810) (49,651,810) △ 1,250,000

　　　　正味財産合計 596,442,893 600,113,627 △ 3,670,734

　　　負債及び正味財産合計 781,080,126 788,674,225 △ 7,594,099

２０２３年３月３１日 現在

（単位：円）
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　平成22年度（平成22年6月8日～平成23年3月31日）計算書類の承認について

１．重要な会計方針

　（１）　固定資産の減価償却について

　　 車両運搬具 定額法による減価償却を実施している。
電気設備 定額法による減価償却を実施している。
繰延資産 定額法による減価償却を実施している。

　 退職給与引当金 退職一時金に係る債務について期末要支給額を計上している。

　（３）　消費税等の会計処理について

　　 消費税の会計処理は、税込方式を採用している。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　基金口定期預金 175,000,000 0 0 175,000,000

　小　　　計 175,000,000 0 0 175,000,000
特定資産
　退職給与引当金 14,628,000 15,878,000 14,628,000 15,878,000
　国際試合招致引当金 35,023,810 0 0 35,023,810

　小　　　計 49,651,810 15,878,000 14,628,000 50,901,810
　合　　　計 224,651,810 15,878,000 14,628,000 225,901,810

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

基本財産
　基金口定期預金 175,000,000 175,000,000 0 0

　小　　　計 175,000,000 175,000,000 0 0
特定資産
　退職給与引当預金 15,878,000 0 0 15,878,000
　国際試合招致準備預金 35,023,810 0 0 35,023,810

　小　　　計 50,901,810 0 0 50,901,810
　合　　　計 225,901,810 175,000,000 0 50,901,810

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期除売却額 当期末残高
電気設備/車両/什器 3,241,800 1,010,839 0 2,230,961
繰延資産 404,408 404,407 0 1
電話加入権 974,792 0 0 974,792

　合　　　計 4,621,000 1,415,246 0 3,205,754

財務諸表に対する注記

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味
財産からの充当
額）

（うち一般正味
財産からの充当
額）

（うち負債に対
応する額）

財務諸表に対する表記
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 2022年度 財産目録

（単位：円）

科　　　　　目 金　　額

Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　　現　　　金 2,042,815
　　　普通預金

スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行　静岡南支店（登録）
清水銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店（審判）
スルガ銀行 静岡支店（エコパ）
沼津信用金庫 高島町支店（東部1）
沼津信用金庫 高島町支店（東部2）
清水銀行 辻支店（中東部）
静岡銀行 本店営業部（中部）
静岡銀行 藤枝支店（中西部）
浜松いわた信用金庫 追分支店（西部1）
浜松いわた信用金庫 追分支店（西部2）
浜松いわた信用金庫 追分支店（西部3）
静岡銀行 藤枝支店（１種）
静岡銀行 沓谷支店（2種）
島田掛川信用金庫　島田本店（4種）
スルガ銀行　袋井支店（エコパ）

　　　売　掛　金 アリーナ利用料金他 65,940,797
　　　郵便預金 201,466
　　　未収消費税 0
　　　定期預金 スルガ銀行 静岡支店（運転資金） 0
　　　立　替　金 大会関係、服飾関係 48,620
　　　未 収 入 金 登録料、協賛金、大会残金、自販機電気料他 15,554,187
　　　前　渡　金 大会補助金 0
　　　前払費用 指定管理者施設賠償責任保険料他 4,284,814
　　　貯　蔵　品 切手、はがき 157,319
　　　商　　　品 エコパクッキー 0
　　　仮　払　金 0
　　　　　流動資産合計 549,376,652

　２．固定資産
　（1）基本財産
　　　基本財産（基金口定期預金） 175,000,000

清水銀行 静岡南支店
清水銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店

　　　　基本財産合計
　（2）その他固定資産
　　　電気設備/車両運搬具/什器備品 4口 2,230,961
　　　電話加入権 13口 974,792
　　　定期預金（国際試合招致準備預金） 35,023,810

スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店
スルガ銀行 静岡南支店

　　　定期預金（退職給与引当預金） 15,628,000
スルガ銀行 静岡支店
スルガ銀行 袋井支店

　　　出 資 金 10,000
　　　敷　　　金 合同会社エスエスジー東海ツー 2,835,910
　　　　その他固定資産合計
　　　　　固定資産合計 231,703,473

　（3）繰延資産
　　　会計ソフト 1
　　　　　繰延資産合計 1

　　資　産　合　計 781,080,126

Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　　未 払 金 業務委託費他 90,707,566
　　　前 受 金 登録料 29,170,500
　　　前受収益 自然塾参加料 556,000
　　　預 り 金 源泉所得税、市民税 1,065,406
　　　仮 受 金 日本サッカー協会関係、県関係 3,487,551
　　　未払消費税 5,562,300
　　　未払法人税等 3,186,100
　　　　　流動負債合計 133,735,423

　２．固定負債
　　　国際試合招致引当金 35,023,810
　　　退職給与引当金 15,878,000
　　　　　固定負債合計 50,901,810

　負　債　合　計 184,637,233

差引正味財産 596,442,893

5,023,810
10,000,000

2,750,000
12,878,000

56,703,473

10,000,000

781,186
149,375,873

17,170,000
10,578,470
64,629,840
31,961,690
15,660,000
15,000,000
20,000,000

175,000,000

10,000,000

13,005,512

87,043,322
71,237,688

968,631
1,500,056
5,929,886
4,800,307
4,248,910
5,774,548
1,617,600
8,085,337

19,198

128,447

内　　　容

35,430,421
71,199,712

２０２３年３月３１日 現在

（単位：円）

100



 2022年度 正味財産増減計画書

R4 R3 （単位：円）

勘　　定　　科　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（1）経常収益

　　①基本財産運用益

　　　基本財産受取利息 111,959 148,573 △ 36,614

　　基本財産運用益計 111,959 148,573 △ 36,614

　　②特定資産運用益

　　　特定資産受取利息 16,691 24,151 △ 7,460

　　特定資産運用益計 16,691 24,151 △ 7,460

　　③受取登録料

　　　受取登録料 70,806,870 65,395,510 5,411,360

　　受取登録料計 70,806,870 65,395,510 5,411,360

　　④受取会費

　　　特別会員受取会費 0 680,000 △ 680,000

　　受取会費計 0 680,000 △ 680,000

　　⑤事業収益

　　　大会事業収益 58,099,652 42,308,572 15,791,080

　　　指定管理者事業収益 864,009,733 841,621,051 22,388,682

　　　支部運営収益 51,451,909 71,188,468 △ 19,736,559

　　　委員会運営収益 17,636,644 17,777,376 △ 140,732

　　事業収益計 991,197,938 972,895,467 18,302,471

　　⑥受取補助金等

　　　受取地方公共団体補助金 25,577,036 15,152,700 10,424,336

　　　受取民間補助金 14,805,000 11,131,075 3,673,925

　　　受取日本サッカー協会補助金 78,506,059 80,388,983 △ 1,882,924

　　受取補助金計 118,888,095 106,672,758 12,215,337

　　⑦寄付金収入

　　　寄付金 0 0 0

　　寄付金計 0 0 0

　　⑧雑収益

　　　受取利息 4,985 4,947 38

　　　雑収益 54,614,887 40,893,992 13,720,895

　　雑収益計 54,619,872 40,898,939 13,720,933

　　経常収益計 1,235,641,425 1,186,715,398 48,926,027

　（2）経常費用

　①事業費

　　指定管理者事業費 881,583,468 829,571,150 52,012,318

　　大会開催事業費 124,778,312 92,271,517 32,506,795

　　大会補助事業費 10,504,990 8,275,094 2,229,896

　　競技力向上事業費 22,587,888 13,735,366 8,852,522

　　国際交流事業費 0 0 0

　　支部助成事業費 8,834,776 8,565,050 269,726

　　種別補助事業費 3,365,498 3,371,749 △ 6,251

　　顕彰事業費 1,566,025 1,433,125 132,900

　　広報事業費 1,043,812 1,175,812 △ 132,000

　　技術指導事業費 3,099,039 3,006,873 92,166

　　審判指導事業費 33,685,132 30,084,624 3,600,508

　　医事委員会活動事業費 0 0 0

　　国際大会準備事業費 0 0 0

　　指導者研修事業費 2,162,258 0 2,162,258

　　全国大会準備事業費 840,000 357,000 483,000

自令和4（2022）年4月1日　至令和5（2023）年3月31日

（単位：円）2022年 2021年

自２０２２年４月１日～ 至２０２３年３月３１日

101



 2022年度 正味財産増減計画書

R4 R3 （単位：円）

勘　　定　　科　　目 当年度 前年度 増　　減

自令和4（2022）年4月1日　至令和5（2023）年3月31日

　　支部運営費 52,839,559 57,806,895 △ 4,967,336

　　委員会運営費 20,754,917 13,846,731 6,908,186

　　ユースダイレクター事業費 506,000 1,407,347 △ 901,347

　　役員報酬 6,115,200 3,494,400 2,620,800

　　給与手当 8,891,100 14,877,720 △ 5,986,620

　　法定福利費 2,735,930 2,808,320 △ 72,390

　　福利厚生費 152,790 106,840 45,950

　事業費計 1,186,046,694 1,086,195,613 99,851,081

登録料 0 0 0

　②管理費

　　役員報酬 4,804,800 2,745,600 2,059,200

　　給与手当 13,220,063 13,435,266 △ 215,203

　　退職給付費用 0 0 0

　　法定福利費 2,525,467 2,592,285 △ 66,818

　　福利厚生費 141,023 110,177 30,846

　　会議費 6,080 0 6,080

　　旅費交通費 2,481,328 1,874,526 606,802

　　通信運搬費 1,028,422 979,032 49,390

　　減価償却費 464,947 271,859 193,088

　　消耗品費 559,090 428,052 131,038

　　修繕費 191,788 152,900 38,888

　　印刷製本費 585,750 893,464 △ 307,714

　　燃料費 160,191 161,606 △ 1,415

　　光熱水料費 308,925 237,260 71,665

　　保険料 593,810 602,860 △ 9,050

　　支払助成金 6,223,416 6,162,470 60,946

　　賃借料 7,265,670 7,248,618 17,052

　　渉外費 771,442 2,036,893 △ 1,265,451

　　租税公課 4,268,245 518,938 3,749,307

　　雑費 3,299,908 5,362,068 △ 2,062,160

　管理費計 48,900,365 45,813,874 3,086,491

　経常費用計 1,234,947,059 1,132,009,487 102,937,572

　　　当期経常増減額 694,366 54,705,911 △ 54,011,545

　２．経常外増減の部

　（1）経常外収益

　　　退職給与引当金戻入 14,628,000 8,529,000 6,099,000

　　経常外収益計 14,628,000 8,529,000 6,099,000

　（2）経常外費用

　　　退職給与引当金繰入 15,878,000 14,628,000 1,250,000

　　経常外費用計 15,878,000 14,628,000 1,250,000

　　　当期経常外増減額 △ 1,250,000 △ 6,099,000 4,849,000

　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 555,634 48,606,911 △ 49,162,545

　　　法人税、住民税及び事業税 3,115,100 13,435,100 △ 10,320,000

　　　当期正味財産増減額 △ 3,670,734 35,171,811 △ 38,842,545

　　　一般正味財産期首残高 425,113,627 389,941,816 35,171,811

　　　一般正味財産期末残高 421,442,893 425,113,627 △ 3,670,734

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　指定正味財産期首残高 175,000,000 175,000,000 0

　　　指定正味財産期末残高 175,000,000 175,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 596,442,893 600,113,627 △ 3,670,734

（単位：円）2022年 2021年

自２０２２年４月１日～ 至２０２３年３月３１日
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